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5.7 施工計画 

5.7.1 高架部 

高架部については主要な以下の項目及び施工箇所について検討する。 

 PC 桁の架設工法 

 標準高架駅の施工（Station 9） 

 既設道路構造物と近接する箇所工（Station 5） 

 国道 4 号線交差点のフライオーバー構造 

 Mula 河橋梁の施工 

1) PC 桁架設工法 

桁架設工法は、一般的な固定支保工による場所打ち桁架設工法及びプレキャスト桁工を基本と

するほか、施工場所の条件によりトラッククレーン架設工法やその他の工法を採用する。 

(1) 固定支保工による場所打ち桁工法 

工法の特徴 

 桁架設位置の地盤に支保工を設置した上で場所打ち桁を制作する工法で、最も一般的な

架設工法である。 

 単数または複数スパンの１施工区間ごとに支保工の組立、桁制作、支保工の解体を繰り

返す。 

 曲線桁制作の対応が可能である。 

 桁下障害物がない場合に適する。 

 支保工を支持する基礎地盤が良好であることが求められる。 

 

 

図 5.7.1 固定支保工架設工法による施工イメージ図 

出典：社）日本土木工業協会ホームページ/バンコクパープルライン東工区での橋脚施工状況 
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図 5.7.2 固定支保工の側面図・断面図 

出典：調査団 
 

(2) プレキャスト架設工法 

工法の特徴 

 連続高架橋など比較的規模の大きい橋梁に対し、特殊エレクションガーターを用い、運

搬してきたセグメントを接合して架設を行う。 

 プレキャストセグメントを集中製作するヤードが必要である。 

 製作、架設作業はともに一定サイクルの繰り返しとなり、熟練効果が期待できる。 

 機械化されたセグメント製作と架設の分業化によって、架設工程の大幅な短縮が可能で

ある。 

 架設設備の機械化による集中管理が出来るので、品質の安定が確保できる。 

 セグメント製作後のストック期間を設けることで、架設後のクリープと乾燥収縮による

桁の変形が少ない。 

 プネ市地下鉄建設計画報告書においても当工法が採用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.7.3 プレキャストセグメント工法による施工イメージ図 

出典：（株）富士ピーエスホームベージ/第２東名・鍋田高架橋施工中の写真（平成 12 年） 
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架設手順 
 

ピアセグメント

トラッククラートレーラーr

Stet 1 : ピアセグメントの架設

Stet 2 : エレクションがーダーの移動、据付

Stet 3 : セグメントの吊上げ

Stet 4 : セグメントの位置調整、無筋目地部の施工

Stet 5 : PCケーブルの緊張

Stet 6 : 架設桁を次径間に移動させる

仮吊り装置

エレクションガーター

無筋目地部

プレストレスケーブル

次径間へ移動
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2) 標準高架電停部の施工 

標準高架電停は道路中央分離帯を拡幅した位置に橋脚を建設する。Station-9 を対象としての施

工手順の検討を行う。完成時の道路敷地内の高架駅および道流幅員構成は下図のとおりである。 
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以下の施工手順で施工を進める。 
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(3) 柱の施工 
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(6) 軌道階梁の施工 
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(7) 軌道、ホーム階、上屋の施工 
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(9) 完成 
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3) Station-5 電停高架部の施工 

Station-5 の建設予定位置は既存道路の立体交差と近接しており、高架区間の中でも施工制約が

大きい箇所である。完成時の道路敷地内の高架駅および道流幅員構成は下図のとおりである。 

3,000 3,900 3,500 3,500

17,100

3,200

2,500

3,050

3,0501,3753,0002,000600 3,000 2,000 6001,375

17,000

2
,0

0
0

1
3
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

6
,0

0
0

5
0
0

8,4008,500

6,400 2,000

34,000  

図 5.7.4 Station-5 面図 

出典：調査団 

必要な施工スペースを確保し、且つ交通規制を極力小さくすることを念頭に以下のステップで

施工を進める。 
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(1) 現況 

 
出典：調査団 
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(4) 軌道 PC 桁の架設 
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(7) 軌道、ホーム階、上屋の施工 
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4) 国道 4 号交差点高架部の施工 

国道 4 号との交差点では既存道路高架がフライオーバーしている。軌道高架はこれと並行し更

に上空で国道 4 号を超える計画である。当交差点は車線数が多く、現況道路交通を止めること

無く施工する必要がある。交差点部の施工手順は以下のとおりである。 
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(3) 柱の施工 
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(5) 完成 
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5) Mula 河橋梁の施工 

Mula河橋梁渡河部は一般的スパンと長スパン連続桁の

案が考えられるが、ここでは長スパン連続桁の案につ

いての施工計画を示す。河川橋梁に摘要される張出し

工法について計画する。出典：以下に示した施工段階側面

及び平面図は調査団による 

 

 

(1) 工事用仮桟橋の施工 

 

(2) 仮締切り、橋脚基礎の施工 

P1
P2

A1

A2

P1A1 P2 A2

 

 
図 5.7.5 張出し架設工法の 

イメージ図 
出典： 清水建設ホームページ/橋梁架設工法

「ディビダークカンチレバー工法」 
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(3) 橋脚柱の施工 
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(4) 橋脚柱頭部の施工 
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(5) 張出し架設 
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(6) 固定支保工による側径間の施工 
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(7) 完成 
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5.7.2 用地取得 

本LRTの計画を実施するにあたり、表5.7.1に示す内容の用地取得が必要となるものと思われる。 

表 5.7.1 用地取得計画 

Sr. 

No. 
場所 キロ程 現状 取得理由 用地取得面積

1 PMC 内 Mula 川以南の

街道沿い 

5K900M ～ 5K980M

および 

6K200M ～ 6K350M

片側二車線の脇には建

物が張り付いている。 

高架橋、高架電停の建設

に、幅約 3.2m、延長約

230m に亘り用地買収が

必要である。 

約 740m2

2 NH-4 の前後 13K020M～13K520M 二車線の車道脇には公

用地がある。 

現道の車線を維持するた

めには、高架橋の建設に

必要な幅約 8.0m、延長約

500m に亘り用地が求め

られる。 

約 4,000m2

3 ヒンジャワディ IT パーク

内 Phase 4 予定地 

16K900M フェーズ 4 の計画予定地

で、現在、民間により所有

されている。 

車両基地および St. 18 の

建設に必要である。 

約 11 0,000m2

4 ヒンジャワディ IT パーク

内 Phase 1 から Phase 3

まで 

15K400M～21K400M 片側二車線の中央分離

帯のある道路で、部分的

に車道との段差を設けた

歩道が設けられている。 

ヒンジャワディ内の高架

橋建設に、幅約 3.2m、延

長約 6,000m に亘り必要

である。 

約 19,680m2

用地取得面積累計 約 134,420m2

出典：調査団 
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図 5.7.6 必要用地取得位置図 

出典：調査団 

 

5.8 実施スケジュール 

5.8.1 建設着手までのスケジュール 

建設着手までに実施される主な項目は、F/S 調査/概略設計、EIA の作成、資金調達、準備工、運

営組織の設立、コンサルタントの選定、業者の選定である。これらの項目の中には更に細分化さ

れるものもあるが、各項目の大まかなスケジュールについては表 5.8.1 に示すとおりで、2013 年

の中頃より F/S 調査/概略設計および EIA の作成を始め 2016 年の中ごろまでには業者の選定が完

了する予定である。 

5.8.2 建設スケジュール 

2018 年末までの最初の開業を目指し、区間でフェーズ分けした段階開業を提案する。先行着手す

るフェーズ１は St.5 から St.18 までの約 14.6km の区間で、2016 年の中頃より着工し 2018 年の末

までには試運転も完了する予定である。続くフェーズ 2 は St.1 から St.5 までと St.18 から St.21 ま

での合わせて約 6.75km の区間で、2018 年より着工し 2020 年の末までには完了する予定である。

フェーズを示す区間およびそれぞれのスケジュールについては図 5.8.1 および図 5.8.2 を参照され

たい。 
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5.9 概算事業費 

本節では、本事業実施にかかる概算事業費を示す。 

5.9.1 概算事業費の算出区分 

事業費としては、既存埋設物の移転及び土地収用費、土木工事費、E&M システム、車両にかかる

建設・調達費用と、コンサルタント費を算定する。それぞれの項目について、インドでの調達可

能性を考慮し外貨分と内貨分に分ける。また、建設・調達期間にわたり年次配分を行うと共に、

インドにおける税金及び予備費を考慮する。 

表 5.9.1 にそれらをとりまとめた本事業の建設事業費全体を示す。次節 5.9.2 以下において、各項

目の内容についての詳細を説明する。 

なお、事業費積算にあたっては、以下を前提としている。 

建設・調達スケジュール： 

前節 5.8 に述べた通り、2013 年より F/S 調査、2014 年より埋設物移設・土地

収用等、2016～2020 年に 2 段階に分けて建設・調達を行う。2023 年、2028

年、2033 年に車両の追加調達を行う。 

プロジェクト・コスト項目： 

土地収用、土木工事・建築施設、鉄道システムの各項目以外に、コンサルティ

ング・サービス、予備費、税金を見込んだ。これら各項目の算定の前提は次

節以降に示した。 

積算基準時点： 2012 年 11 月価格で積算。 

為替レート： 2012年11月の為替レートを参考に、2012年において1ルピー=1.5円と設定。

その後、建設完了年（2020 年）まで円・ルピーレートが年 5％低下（ルピー

が減価）1するものと想定する。2021 年以降は同レートが 2020 年レベルで一

定とする。外貨調達先は全て日本と想定する。 

プライスエスカレーション： 

外貨、内貨についてそれぞれ年 4.2％、2.1％のプライスエスカレーションを

想定した。 

                                                        
1 この変動幅は、過去 10 年間の円・ルピーの年平均レートの変化率（-5.3％）を基に設定し 
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表 5.9.1-(1) 建設事業費（全体額）（プライスエスカレーション、為替変動考慮前） 

(Unit:  Million Rs.)

F/C L/C Total F/C L/C Total F/C L/C Total F/C L/C Total
(1) Civil works 

Land acquisition, Utility re 0 4,118 4,118 4,118
Civil Works 0 14,597 14,597 14,597

0 18,715 18,715 18,715
(2) E&M

Track 453 1,480 1,933 1,933
E&M 2,262 2,831 5,093 5,093
Rolling Stock 8,213 0 8,213 2,746 2,746 845 845 704 704 12,508

10,929 4,311 15,239 2,746 2,746 845 845 704 704 19,534
Total Civil Works and E&M 10,929 23,026 33,955 2,746 2,746 845 845 704 704 38,249

(3) Others
Consulting service 546 945 1,492 1,492
Contingency 574 993 1,566 137 137 42 42 35 35 1,781

12,049 24,964 37,013 2,883 2,883 887 887 739 739 41,522
Tax & Duty 2,065 4,315 6,380 494 494 152 152 127 127 7,153

Grand Total 14,114 29,279 43,393 3,377 3,377 1,039 1,039 866 866 48,675

Total Construction

Sub total

Sub total

2013-2020 Total 2023 2028 2033  Grand
Total

 
出典：調査団 

 

表 5.9.1-(2) 建設事業費（全体額）（プライスエスカレーション、為替変動考慮後） 

(Unit:  Million Rs.)

F/C L/C Total F/C L/C Total F/C L/C Total F/C L/C Total
(1) Civil works 

Land acquisition, Utility re 0 4,662 4,662 4,662
Civil Works 0 18,377 18,377 18,377

0 23,039 23,039 23,039
(2) E&M

Track 688 1,877 2,564 2,564
E&M 3,405 3,572 6,977 6,977
Rolling Stock 12,494 0 12,494 5,202 5,202 1,776 1,776 1,642 1,642 21,113

16,586 5,449 22,036 5,202 5,202 1,776 1,776 1,642 1,642 30,655
Total Civil Works and E&M 16,586 28,488 45,074 5,202 5,202 1,776 1,776 1,642 1,642 53,693

(3) Others
Consulting service 829 1,191 2,021 2,021
Contingency 871 1,251 2,122 260 260 89 89 82 82 2,553

18,287 30,930 49,216 5,462 5,462 1,865 1,865 1,724 1,724 58,266
Tax & Duty 3,135 5,342 8,477 936 936 320 320 296 296 10,028

Grand Total 21,421 36,272 57,693 6,398 6,398 2,184 2,184 2,019 2,019 68,295

Total Construction

2023 2028 2033  Grand
Total

Sub total

Sub total

2013-2020 Total

 
注：土木・建築費については、5.9.2 で示す 2 案のうちの、案 2（IT パーク内全てを高架）に基づき計上 

出典：調査団 

 

5.9.2 土木・建築施設概算事業費 

土木・建築施設の概算事業費は、デリーメトロおよびプネメトロの建設単価を参考に算出した。

路線構造には二つの案があり、一つはヒンジャワディ IT パーク内全てに亘って高架とする案で、

もう一つは St. 20 までは高架とするがそれ以降 St. 21 までを地上とする案である。これら二つの案

に対し、2012 年の価格で概算事業費を算出した値が図 5.9.1 の通りである。 
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項目

1 . 土木工事
2 . E & M、軌道、車両
3 . 埋設物移設
4 . 高圧電線の向上・移設
5 . 用地買収
6 . 民間施設への補償
7 . 街路樹の伐採

合計

項目

1 . 土木工事
2 . E & M、軌道、車両
3 . 埋設物移設
4 . 高圧電線の向上・移設
5 . 用地買収
6 . 民間施設への補償
7 . 街路樹の伐採

合計

37
5

3,824

37
5

3,719

2

コスト (Rs./Crore)
1,460
1,953

37
110
223

(2012年価格)

1

コスト(Rs./Crore)
1,338
1,953

37
110
239

Mula 川

Mula 川
NH-4

車両基地

車両基地

PMC PCMC MIDC

(地上案)

(高架案)

St.1

St.21

St.1 St.21

 
図 5.9.1 土木事業費 

 

なお、概算費用の算出にあたってはデリーメトロおよびプネメトロの工事単価を参考にした。 

5.9.3 鉄道システム概算事業費 

1) 前提条件 

鉄道システムの検討に基づき、鉄道システムの E&M 及び O&M の概算事業費を以下の条件で算

出した。 

 金額は 2012 年をベースとした事業費とする。 

 E&M コストには、信号、通信、軌道、電力、料金収受、車両基地機器、車両のコストが

含まれている。建設開始の 2016 年から開業後 30 年間である 2048 年までの全てのコスト

を含めることとする。 

 O&M コストは、人件費及びそれ以外の費用（電気代、保守用品費など）に分類し、2019

年開業から 30 年間の 2048 年までの費用を含めることとした。なお、電気代には車両運

行にかかる電力消費、電停での電力消費を考慮した。 

2) 鉄道システム（E&M）事業費の算出 

E&M システムの概算事業費を下表に示す。 

表 5.9.2 鉄道システムの概算事業費 

（単位：Rs. Million（Year 2012 Price）） 
Items Foreign Portion Local Portion Total 

E&M 3,121 3,905 7,026 
E&M 

Rolling Stock 12,508 0 12,508 

Total 15,629 3,905 19,534 
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3) 運転・維持管理費用（O&M）の算出 

LRT の建設が完了し、営業運転が開始されると運転・維持管理費用が発生する。運転・維持管

理費用は、開業から 30 年後の 2048 年までを算出した。 

表 5.9.3 運営・維持管理の概算費用 

（単位：Rs. Million（Year 2012 Price）） 
Items Foreign Portion Local Portion Total 

Staff Cost 0 5,783 5,783 
O&M 

Other Costs 4,155 15,312 19,467 

Total 4,155 21,095 25,249 

 

5.9.4 コンサルタント費 

予備費として、建設・調達費用およびコンサルタント費の 5％を見込んでいる。 

5.9.5 物価変動および予備費 

事業の遂行を支援するコンサルタント費として各年次の建設・調達費用の 5％を見込んだ。但し、

車両の追加調達年次においてはコンサルタント費を見込まない。 

5.9.6 インド中央政府および州政府税 

本事業の実施にかかる税金としては、中央税である輸入関税、物品税、中央政府売上税や、州付

加価値税などの州税等の適用が考えられる。本概算においては、インドにおける他の都市交通プ

ロジェクトに関する過去の調査事例等を参考に、中央・州税を合わせて建設・調達費及びコンサ

ルタント費の 18％を想定した。 

5.9.7 保守運営費 

保守運営費は、人件費及びその他の経費から構成される。保守運営費が発生する 2019 年から 2048

年までの合計金額は表 5.9.4 の通りである。 

表 5.9.4 保守運営費 

（単位：Million Rs.） 

費目 
2019～2048 年合計 

プライスエスカレーション考慮前 
2019～2048 年合計 

プライスエスカレーション考慮後 

人件費 内貨  5,783 15,286 

外貨  4,155  10,221 
その他経費 

内貨 15,312 41,088 

税金  4,545 11,987 

合計 29,795 78,581 

出典：調査団 
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上記人件費は、「5.10.1 組織計画」にて算出された人員数に基づいて概算費用を算出した。ベー

スとなる賃金は、PMC と PCMC の合弁バス会社 PMPML のベース賃金を使用して設定し、これに

年率 1％ベースアップを見込だ。事業運営は全てローカル人材により行われることを想定し、全

て内貨として計上している。 

その他経費には、車両や事業運営にかかる電気料金及びシステムの保守管理（車両、信号、通信、

車両基地、変電所等）にかかる保守用品費用が含まれている（保守にかかる人件費は、人件費に

計上している）。電気料金は、マハラシュトラ州の配電会社 MSEDCL の 2012 年タリフをベース

に概算費用を算出した。電気料金は内貨として計上、保守品は一部部品を海外からの調達を見込

んで外貨に設定した。 

提案しているシステムで使用する一部バッテリーが事業期間中（30 年間想定）に廃棄となる可能

性がある。車上使用での要求性能を下回った場合、地上設備への転用が可能であり、バッテリー

の廃棄を最小化する。なお、バッテリー価格は廃棄費用（輸送費、廃棄費等）も含めた価格となっ

ており、O&M 費用には廃棄費用として費用の計上をしない。 

5.10 運営計画 

5.10.1 組織計画 

運営・維持管理を担う PUNE 都市鉄道会社は、100％民間資本の企業とするか、民間資本及びプネ

市の一部資本参加を求めるか、或いは、JBIC または JICA からの融資も想定するか、いくつかの

考え方があるが、PPP スキームに基づく運営・維持管理会社として設立するものとする。 

PUNE 都市鉄道会社は車両、信号システムの運営機材一式を調達して運営を行うと同時に、事業

環境改善の為にも、駅及び駅周辺地区での商業開発など、オフ・レール・ビジネスの展開も視野

に入れる。 

組織を構築する上で、運輸事業の安全第一の精神を尊重し、事業運営の整合性及び妥当性を考慮

しつつ、下記の仕様に基づいて組織体制を構築するものとする。 

1) インド国においても、一般道路を占用する軌道システムを運用するためには、日本国の根

拠法と同様の規制があり、そのため、インド国で唯一軌道システムを運行しているコルカ

タ・トラム会社の事例(図 5.10.1 Calcutta Tramways Company Organizational Chart)を参考に、

現地の規制に対応した組織体制を構築する。 

2) 列車の運行に関して、安全確保を最優先とする体制を構築するため、運営管理者(経営トッ

プ)を最高責任者とし、輸送の安全の確保に関する業務を統括管理する安全統括管理者をは

じめ、各管理者の責務や権限、管理体制等を明確にした安全管理規程*1 を制定し、安全管

理体制を構築する。 

*1 安全管理規程とは、国土交通省「運輸の安全性の向上のための鉄道事業法等の一部を改
正する法律」（平成 18 年法律第 19 号。）により、運輸事業者に対して作成が義務付けら
れた規程をいう。 

3) 旅客に対して、列車時刻、運行状況及び運賃等の情報を駅施設のデジタルサイネージやイ

ンターネット、携帯端末を通して明確かつ迅速に提供し、鉄道会社間の共通 IC カードの導
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入により運賃収受の円滑化などサービスのシームレス化を図り、最新型低床車両及び駅施

設のバリアフリー化の導入により、安全・安心・快適なサービスの提供を図れる組織体制

を構築する。 

4) 列車の定時制及び安全性の確保のため、「フェールセーフ」を基本概念とし、効率的な列車

運転管理(列車集中制御、運転整理、旅客案内)システムを導入し、今後予想される旅客輸送

の需要増加に伴う、列車の増発、過密運転、列車の高速化、他路線との相互乗入に対応で

きる組織体制を構築する。 

5) 車両・工務・電気等の保守業務を円滑に実施するために、保守管理システムの導入を図り、

各種情報をデータベース化して一元管理し、施設の安全管理や保守作業計画の立案、列車

運転の安定化及び在庫部品の管理、調達の効率化を図れる組織体制を構築する。 

6) 収支管理及び設備投資計画、要員計画を効率的に経営に反映させるために、事務管理(人

事・財務・経理)システムの導入を図り、経営判断の迅速化、経営資源の有効活用を図れる

組織体制を構築する。 

7) 運転士及び技術員等の初期及び能力向上教育、免許取得教育、維持管理に係る技術力向上

のために、運輸技術教育所を設置し、会社の礎となる人材の育成を図れる組織体制を構築

する。 

8) 鉄道事業の収支の採算性を側面からサポートするために、付帯事業開発部門を設置し、将

来のオフ・レール・ビジネスの積極的な事業展開ができる組織体制を構築する。 

 

図 5.10.1 Calcutta Tramways Company Organizational Chart 

出典：Calcutta Tramways Company 
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5.10.2 管理計画 

運営管理者は、組織計画の趣旨に基づき、安全管理体制を効果的に機能させ、輸送の安全の確保

について責任ある体制の構築及び適正な収支運営を行うために、下記の事業部の整備及び要員体

制の確立、及び管理者の選任を行い、会社組織を運営するものとする。 

各事業部の業務分掌について 

1) 事務管理事業部 

 総務部 

法人の登記に関する事務及び書類の保管・記録、広報活動及び苦情対応。 

 法務部 

対外契約書の内容確認及び審査、債権回収業務、弁護士との交渉、法令順守指導。    

 人事部 

要員の採用、勤怠及び給与の支払、健康管理、社員教育、組織編成、労組交渉。 

2) 財務管理事業部 

 財務部 

資金調達、決算処理、収支管理、出納管理。 

 管財部 

土地・建物・社用車等の管理保全及び修繕、納入製品の検査。 

3) 経営企画事業部 

 経営企画部 

経営計画の立案及び投資計画、事業の採算性評価、及び危機管理対策の立案。 

 情報システム部 

運行管理・運賃精算・保守管理等のコンピュータシステムの開発・運営・管理。 

 事業開発部 

広告、駅構内店舗の賃貸、パークアンドライド等のオフ・レール・ビジネスの運営。 

4) 運輸営業部 

 統括部 

設備投資、経費及び要員計画、能力開発支援、駅施設内の警備。 

 営業部 

運賃や営業規則の精査、駅関係施設及び駅係員の資質の維持、その他駅業務。 

 運転部 

列車の運行及び運転士の資質の維持、その他運転に関する事項。 
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5) 技術事業部 

 車両部 

車両全般に関する事項。 

 工務部 

工務関係施設等全般に関する事項。 

 電気部 

電気関係施設等全般に関する事項。 

 資材部 

予備部品の調達及び管理に関する事項。 

要員体制について 

開業以降の要員体制の計画は下記の通りとする。但し、人員数は日本における経営・運行・技

術水準を基に算出しており、インド国での作業能力及び業務達成度の状況を鑑みて要員体制の

再構築も考慮する必要があると考える。 

表 5.10.1 人員数 

（単位：人） 
 2018 年 2023 年 2028 年 2033 年 2038 年 

合計 786 807 814 821 821 

出典：調査団 

安全管理体制による管理者の職務職責について 

運営管理者は安全管理規程に則り、会社組織が適切に運営され、安全最優先の取り組みを行える

体制を構築する必要がある。そのため、運営管理者は安全管理体制を適切に確立し、実施し、維

持するために必要な管理者を選任し、以下の責任と権限を与えるものとする。 

(1) 運営管理者 

輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。 

(2) 運輸事業本部長（安全統括管理者） 

輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

(3) 経営企画本部長 

会社全体の視点から、輸送の安全の確保に必要な法務、設備投資、財務、要員に関する事

項を統括する。 

(4) 統括部長 

輸送の安全の確保に必要な設備投資、経費及び要員計画、能力開発支援、駅施設内の警備

を統括するとともに、安全統括管理者を補佐する。 

(5) 営業部長 

安全統括管理者の指揮の下、駅関係施設その他駅業務に関する事項を統括する。 
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(6) 運転部長（運転管理者） 

安全統括管理者の指揮の下、列車の運行及び運転士の資質の維持その他運転に関する事項

を統括する。 

(7) 列車区長（乗務員資質管理者） 

運転管理者の指揮の下、列車の運行及び運転士の資質の維持に関する事項を管理する。 

(8) 車両部長（車両管理者） 

安全統括管理者の指揮の下、車両等に関する事項を統括する。 

(9) 工務部長（工務施設管理者） 

安全統括管理者の指揮の下、工務関係施設等に関する事項を統括する。 

(10) 電気部長（電気施設管理者） 

安全統括管理者の指揮の下、電気関係施設等に関する事項を統括する。 

(11) 資材部長 

安全統括管理者の指揮の下、予備部品の調達及び管理に関する事項を統括する。 

(12) 運輸技術教習所長 

統括部長の指揮の下、運転士及び技術員等の教育訓練及び事故防止に関する事項を管理す

る。 

5.10.3 教育・訓練計画 

PUNE 都市鉄道会社の運営にあたっては、運転技術、安全対策、維持管理技術や経営方法等のノ

ウハウの支援が必要と考えられる。特に PPP の下、「上下分離方式」でインフラ整備を行った場

合、各メーカーの設備・機器を導入することが想定され、ソフト及びハードの両面において、人

材養成のための教育訓練施設の設置が重要な課題となる。 

運転士の養成に関してみれば、日本では一般的に運転士になるためには、入社後、まず駅係員の

業務に就き、その後数年間の車掌業務の経験を経て、運転士登用試験に合格した者だけが運輸教

習所へ入所できる。そして、運輸教習所等で 6 ヶ月から 1 年間の養成期間を経たのち、国土交通

省の動力車操縦者運転免許試験に合格して、ようやく運転士としての資格を得ることができる。 

しかしながら、指導者や教育訓練施設が整備されていない状況下で、運転士の免許取得教育や技

術職の維持管理教育を、インド国内において行うには多くの時間と労力が必要となる。仮にイン

ド国内で運転士及び技術職研修生等を採用し、その全員を日本で養成するには受入会社、教育カ

リキュラム、教育施設、訓練費用及び言語的な面からも問題がある。 

そのため、日本と同様の安全に対する基本理念の下に、運行・整備の技術能力の取得と、将来の

管理者としての人材開発を推進するために、事前にインド国において職種毎に数名(計 15～16 名)

の研修生を選抜し、日本国内の事業者の運輸教習所や技術部門等において、1 年ほどかけて知識

や技能の習得をさせることが最善と思われる。なお、研修終了時には修了試験を実施し、習得レ

ベルの確認を行うものとする。合格者は帰国後、インド国に新たに設立した教育訓練施設におい

て、インド国の法律や規則に則り免許や資格を取得するものとする。 
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日本での事前教育について 

インド人研修生の日本での事前教育は、下記の通りとする。 

運転士 ○ 日本語教育 3 ヶ月 日本語の習得、運輸従事者の心得等安全意識の確立 

 ○ 学科講習  5 ヶ月 運転時に必要な規程や車両の構造等の専門知識の習得 

 ○ 技能講習  4 ヶ月 運転技能、出庫点検、故障対応及び異常時の処置訓練 

技術職 ○ 日本語教育 3 ヶ月 日本語の習得、運輸従事者の心得等安全意識の確立 

 ○ 学科講習  5 ヶ月 各種規程や構造等の専門知識の習得 

 ○ 技能講習  4 ヶ月 技術・技能の実践的な訓練 

運輸技術教習所の設立について 

諸設備の建設・車両検査と並行して、運輸従事員の開業準備教育と将来の人材開発を円滑に行う

ために、「安全、安心、快適な運行を使命とし、企業理念の育成と技能、知識、資質の向上と維

持」を教育方針に運輸技術教習所を設立するものとする。 

なお、指導教官は、設立当初は日本で教育訓練したインド人及び日本人の経営、運行、技術サポー

ト要員(メーカーの技術要員も含む)で行い、順次インド人指導教官の育成を図るものとする。 

また、インド国鉄等の鉄道経験者を積極的に採用し、インド国の実情にあった教育計画の策定及

び教育に関する環境整備の整合性も考慮に入れて運用するものとする。 

1) 主な教育内容 

(a) 社員全般を対象とした、運輸従事員としての基礎教育 

(b) 事務職を対象とした、各種マネジメント教育 

(c) 運転士の免許取得教育 

(d) 運転取扱者*1を対象とした、列車運行に関係する実践訓練 

(e) 技術職*2を対象とした、技術・技能習得訓練 

*1 運転取扱者とは、運転士、助役、指令員を示す。 
*2 技術職とは、工務・車両・電気・信号・通信の各種業務に従事する係員を示す。 

 

開業までの教育計画 

運輸技術教習所は下記の通り車両検査工程等を考慮に入れ、開業準備教育計画を職種毎に策定

し、教育の進捗及び習得状況の管理、指導教官と教育内容の調節を適切に行うことにより円滑

な開業を実現させる。 
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表 5.10.2 開業準備教育計画 

年月 
内容 

2017 
11 

 
12 

2018 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
10 

 
11 

 
12

車両検査工程 工場検査 車両検査 据付け機能試験 総合試験 

事務職他係員 基礎教育 開業準備作業 

助役・指令員 基礎教育 学科講習 技能講習 実践・異常時訓練 

運転士 採用 基礎教育 学科講習 
*1 技能講習 
(免許試験) 

習熟運転 

技術職 採用 基礎教育 学科講習 技術・技能講習・異常時訓練 

開
業

*1 実車による運転技能訓練は、最短で 6 ヶ月間を想定するものとする。 

出典：調査団 

開業後の教育計画 

開業後の教育計画は、新入社員及び経年者向け、階層別・職種毎に分けて計画し、その中で初

期教育、フォローアップ教育、能力向上教育、OJT 等を行うことにより、技能、知識、資質の

向上を図る。また、事故や災害など異常時の訓練や接遇教育も実施する。 

下記に、初年度から 5 年目までの計画案を示す。なお、6 年目以降は個々の能力や適性を判断

しながら教育を行うためここでは省略する。 

2) 事務職・運転取扱者の教育計画 

表 5.10.3 事務職・運転取扱者の教育計画  

 事務職 運転士 助役 

1 年目 新入社員教育 

各種マネジメント教育 

接遇教育 

OJT 教育 

新任運転士教育 

運転取扱訓練 

接遇教育 

新任助役教育 

業務知識教育 

運転取扱訓練 

2～3 年目 フォローアップ教育 

OJT 教育 

各種マネジメント教育 

フォローアップ教育 

業務知識教育 

運転取扱訓練 

フォローアップ教育 

業務知識教育 

運転取扱訓練 

4～5 年目 専門マネジメント教育 

管理者教育 

業務知識教育 

運転取扱訓練 

指導者教育 

業務知識教育 

運転取扱訓練 

管理者教育 

出典：調査団 

事務職の専門教育について 

初年度から 3 年目までは、会社の経営に関する法務・契約・財務・経理・交渉等全般について

教育を行い、4 年目以降は能力と適正に応じた分野への配属及び専門教育を重点的に行う。 

運転取扱者の経年訓練について 

現職登用後 1・3・5・10 年毎に、当該対象者の能力を見極めながら、運転取扱訓練、技能訓練

を実施する。 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

5-108 

運転取扱者の異常時訓練について 

異常時訓練とは、異常時に対する規程類の知識とその理解、及び処置実践が出来る運転取扱知

識の習得を目的に、毎年職種毎に年間計画を策定する。 

運転士 車両故障調査・応急復旧訓練、保安装置故障時の運転取扱訓練を行う。 

助役 車両故障時並びに保安装置故障時の運転取扱・運転整理訓練を行う。 

3) 技術職の教育計画 

表 5.10.4 技術職の教育計画 

 工務 車両 電気 

1 年目 新入社員研修 

工務基礎教育 

触車事故防止教育 

OJT 教育 

新入社員研修 

車両基礎教育 

工場現場教育 

OJT 教育 

新入社員研修 

電気基礎教育 

触車事故防止教育 

OJT 教育 

2～3 年目 フォローアップ教育 

工務知識技能教育 

列車見張員教育 

OJT 教育 

フォローアップ教育 

車両知識技能教育 

OJT 教育 

フォローアップ教育 

電気知識技能教育 

OJT 教育 

4～5 年目 作業責任者教育 

保守用車運転車教育 

線路閉鎖工事監督者教育 

作業責任者教育 

交番検査技術習得教育 

 

作業責任者教育 

電気技能習得教育 

 

出典：調査団 

技術職の異常時訓練について 

異常時訓練とは、異常時に対する規程類の知識とその理解、及び処置実践が出来る技術知識の

習得を目的に、毎年職種毎に年間計画を策定する。 

工務 転てつ器調整訓練、レール及び分岐器・応急復旧訓練、脱線復旧訓練他を行う。 

車両 脱線復旧訓練、車両故障調査・応急復旧訓練他を行う。 

電気 駅務機器故障復旧訓練、架線断線復旧訓練他を行う。 

信号 保安装置故障復旧訓練他を行う。 

通信 通信関係装置故障復旧訓練他を行う。 
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第6章 民間導入施設 

6.1 整備計画方針 

本案件は、将来的に PPP 案件として成立させることが期待されている。そのため、PPP 案件とし

ての実現可能性を高めることが必要となる。 

日本の大都市及び中核都市で、高いモビリティを確保しながら効率的な都市形成を図る事が出来

た要因の一つは、軌道系大量輸送機関をベースにした都市開発を進めたことである。本事業を契

機とし、都市型の大量輸送公共交通を導入することによってプネ地域をコンパクトなエコ型都市

群に変えて行くことを提案する。プネ市においては「エコ・シティ」コンセプトが重要戦略とし

て掲げられており、事業者側からみれば、この「エコ・シティ」への貢献は当然のことながら利

用客確保の重要戦略でもある。さらには、主要駅を中心とした高度利用型の都市開発は交通の便

の良さと相まってかなりの商業価値が見込まれることから、駅周辺の開発利益を獲得できれば、

レールビジネスの財務的改善に繋がる可能性がある。従って、主要駅の周辺地区の開発権が付与

されることは、民間参入促進の一つのアトラクションとしても重要である。 

よってこうした民間参入促進のためのしくみを視野に置きながら、インターモーダル施設、業務

開発地区等と公共交通施設との一体整備計画を提言する。 

本プロジェクトでは、民間導入のための施設の一つとして、車両基地の用地の有効利用を図るこ

とで PPP 案件としての実施可能性を高めることにより車両基地からの収益の確保を目指す。この

車両基地駅を公共交通の乗換ハブとして開発することは、公共施設や商業施設等の駅周辺への誘

致を促し、ヒンジャワディ工業団地の住民及び就業人口の利便性や生活の質の向上に貢献する他、

ヒンジャワディ地区の交通渋滞の軽減、また更なる活性化の促進にもつながると期待できる。 

 

6.2 車両基地駅（St18 RGIP Phase 4）開発検討案 

本件 LRT の車両基地の検討については、5 章（5.4.3）にて述べたとおりであるが、ここでは LRT

事業に民間投資を呼び込むための可能性の一つとして、車両基地を利用した開発の可能性につい

て検討を行う。 

車両基地が予定されているのは、ヒンジャワディ工業団地第 4 フェーズの敷地内であるため、容

積率等の制限については、マハラシュトラ産業開発公社（MIDC：Maharashtra Industrial Development 

Corporation）の規定に則って検討を行う。車両基地に関しては、高架で敷地内に引込みを行い留

置線、検修線、洗浄線などの施設が必要となるため、その広い敷地面積により可能となる床面積

を利用して、駅前付近に商業・業務等の施設を建設することを検討している。 

ヒンジャワディ工業団地内では容積率 100％が基本とされているが、IT 関連の利用の場合には容

積率 200％まで可能となる。よって本件では、車両基地駅についても IT企業を誘致し、容積率 200％

を適用しうるという前提で検討を行う。 
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一方、プネメトロ駅の周辺については、TOD コンセプトに基づく開発促進の観点から、昨年、半

径 500m 以内の地域は容積率 400％まで認めるという制度が承認され、適用されることになった。

本件においても、LRT 導入によるコンパクトな「エコ・シティ」コンセプトの実現に貢献する開

発ポテンシャルを活用するための新制度の導入も提案したい。 

そのため、車両基地駅St18の開発案については、以下 2つのシナリオについての比較検討を行った。 

 ケース 1：TOD コンセプトによるプネメトロ駅周辺に適用されている容積率 400％を適用。 

 ケース 2： IT 関連企業の誘致を前提として容積率 200％を適用。 

【検討案】 

St18 車両基地駅は、将来的に配置編成数が 40 編成になった場合に十分な容量が確保できるよう

に留置線、洗浄線、検車船等のスペースを確保している。また、高架で敷地内に引き込む線を

メンテナンス要の地上レベルまで引き下げるの必要な引き込み線も十分に確保している。 その

ために必要な 12ha の土地を活用することを前提として検討を行った。 

 St18 車両基地駅前には、市バス、工業団地内巡回バス、工業団地内企業の送迎バス、リ

キシャやタクシー乗場を設置し、公共交通の乗換拠点とする。 

 自家用車やバイク利用者のためのパーク＆ライドのための公共駐車場も駅前に設置する。 

 LRT 車両引込みに必要な距離を利用して、駅周辺に商業・業務施設を建設する。 

 交通の結節点としての利便性を生かし、商業施設の他、公共施設やサービス施設（クリ

ニック、郵便局、銀行等）等、工業団地内従業員及び工業団地内住宅の住民のための施

設を誘致する。 

 そのほか、公共交通へのアクセスの良さをいかして、ホテルの誘致、レクリエーション

施設（映画館、公園等）などの可能性も検討する。 

 業務関連施設については、LRT 本社の他、IT 関連企業の誘致を行う。 

 マハラシュトラ州の緑化保全条例に従い、IT パーク内で一定規模（建築面積 2,000ｍ2）

以上の施設（商業施設含む）を計画する場合に適用される緑化率（敷地の 30％以上）を

確保するための緑地の確保を行う。 

 容積率 400％のシナリオの検討に当たっては、複合開発による職住近接の利点を生かし

住宅施設の設置も提案する。 

 開発床による収入は、2012 年 12 月時点で入手した同地域の賃貸料情報 Rs. 447ps/Sq.m を

適用して試算を行った。 
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表 6.2.1 開発案の比較 

 ケース１ ケース２ 

容積率 400％ 200％ 

建築面積 37,700 m2 35,000 m2 

延べ床面積 483,700 m2 241,500 m2 

緑地面積 
38,600 m2 

(敷地の 32%) 

42,812 m2 

(敷地の 35%) 

開発案（下記図参照）の延床面積 305,700 m2 129,500 m2 

LRT 事務所 

車両基地関連施設 

LRT 事務所 

車両基地関連施設 

開発用途案 

公共施設 

カレッジ / 職業訓練 

病院・保健施設 

商業 (商店&レストラン) 

レクリエーション 

事務所 

ホテル 

住宅 

公共施設 

カレッジ / 職業訓練 

病院・保健施設 

商業 (商店&レストラン) 

レクリエーション 

事務所 

ホテル 

 

床面積活用による見込み月収 14.8 Million Rs. 6.2 Million Rs. 

床面積活用による見込み年収 177.6 Million Rs. 74.7 Million Rs. 

 

上記のとおり、プネメトロ同様に駅周辺の容積率増加の特別制度を導入することにより、ホテ

ルや商業施設等の誘致に活用できる床面積は 2 倍増程度に増加する。 

車両基地を、バスやリキシャ等との取り替え駅として開発し公共施設等の誘致を行うことは、

LRT 運営への参画企業誘致に貢献するばかりでなく、ヒンジャワディ工業団地の活性化、利便

性の向上にも貢献すると考えられることから、MIDC 側にて容積率制限に関する特例の検討が

行われることが期待される。 
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図 6.2.1 開発案ケース 1 
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図 6.2.2 開発案ケース 2 
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第7章 環境社会配慮 

7.1 インド国における環境法規・体制 

7.1.1 環境社会配慮関連法規・体制の概要 

インド国における環境に関係する主な制度・規則は、表 7.1.1 の通りである。 

表 7.1.1 インド国における環境関連法制度・規則 

No. 位置づけ 名称（英名・制定年） 和名 摘要 

1 基本法 The Environment (Protection) Act, 1986  環境保護法 最終改正 1991 年

2 個別法 － The Environment Rules, 1986 環境規則   

3 個別法 － Environmental Impact Assessment, 2001 環境影響評価 最終改正 2006 年

4 個別法 土地収用 Land Acquisition Act, 1894 土地取得法 最終改正 1985 年

5 個別法 騒音 
Noise Pollution (Regulation and Control) 
Rules, 2000 

騒音防止規制   

6 個別法 水 
The Water (Prevention and Control of 
Pollution) Act, 2003 

水（汚染防止及
び管理）法 

  

7 個別法 大気 
The Air (Prevention and Control of 
Pollution ) Act, 1981 

大気汚染防止・
管理法 

最終改正 1987 年

8 個別法 Forest (Conservation) Act, 1980 森林保全法   

9 個別法 The Indian Forest Act, 1927 インド森林法   

10 個別法 

森林 State/ Union Territory Minor Forest Produce 
(Ownership of Forest Dependent 
Community) Act, 2005 

－   

11 個別法 
生物多様

性 
The Biological Diversity Act, 2002 生物多様性法   

12 個別法 The Wildlife (Protection) Act, 2006－2002 野生動物保護法   

13 個別法 
野生動物

The Indian Wildlife (Protection) Act, 1972 
インド野生動物保
護法 

最終改正 1993 年

14 個別法 エネルギー Energy Conservation Act, 2001 省エネルギー法   

出典：調査団 

環境管理体制 

インドの環境管理の主な体制は、MoEF をトップとし、CPCB、SPCB 及び地方環境局が管理を行っ

ている。プネ地域においてはマハラシュトラ州公害管理局（MPCB）が州環境行政を行い、その

監督下で PMC、PCMC の環境局が環境管理を行っている。（図 7.1.1 参照） 

環境クリアランス（EC） 

インド国においては、表 7.1.1 に示したプロジェクトについては、EAC（Expert Appraisal Committee）

や SEAC（State level Expert Appraisal Committee）から環境クリアランス（EC）を取得することが

必要である。建設前や土地収用前に、カテゴリーA のプロジェクトであれば、EAC から EC を取

得し、カテゴリーB のプロジェクトであれば、SEIAA から EC を取得する。ちなみに、EAC は

MoEF（Ministry of Environment and Forests）のことである。 
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表 7.1.2 には EC が必要であるプロジェクトが記載されている。「Project of Activity」には、「Mining 

of minerals」や「Offshore and onshore oil and gas exploration, development & production」など EC が必

要となるプロジェクトのカテゴリーが記載されている。「Category with threshold limit」の欄を見

れば、実施するプロジェクトが先述したカテゴリーA、B のどちらに当てはまるかを確認すること

ができる。例えば、「Mining of minerals」のプロジェクトについては、租鉱区が 50ha 以上であれ

ばカテゴリーA となり、租鉱区が 50ha 未満であればカテゴリーB になる。 

 

表 7.1.2 List of Projects or Activities Requiring Prior Environmental Clearance 

Category with threshold limit 
Project or Activity 

A B 
Conditions if any

1 Mining, extraction of natural resources and power generation (for a specified 
production capacity) 

(1) (2) (3) (4) (5) 

1(a) Mining of minerals ≥ 50ha. of mining lease area < 50ha ≥ 5ha. of mining lease 
area 

General 
Conditions shall 
apply  

1(b) Offshore and onshore oil and gas 
exploration, development & production 

All projects   

1(c) River valley project ≥ 50 MW hydroelectric power 
generation; 
(2) ≥10,000ha. of cultivable 
command area 

<50 MW≥25 Mw hydroelectric 
power generation; 
(2) <10,000 ha. of cultivable 
command area 

Generation 
Conditions shall 
apply 

1(d) Thermal power plants ≥ 500 MW (coal/ lignite/ 
naphtha & gas based); 
≥ 50 MW (Pet coke diesel and 
all other fuels) 

< 500 MW (coal/ lignite/ 
naphtha & gas based); 
<50 MW≥ 5MW  (Pet coke 
diesel and all other fuels) 

General 
conditions shall 
apply 

1(e) Nuclear power project, processing of 
nuclear fuel 

All projects   

2 Primary Processing 

(1) (2) (3) (4) (5) 

2(a) Coal washeries ≥ 1million ton/annum 
throughput of coal 

< 1million ton/annum 
throughput of coal 

General 
Conditions shall 
apply 

2(b) Mineral beneficiation ≥ 0.1 million ton/annum 
mineral throughput 

< 0.1 million ton/ annum mineral 
throughput 

General 
Conditions shall 
apply 

3 Materials Production 

3(a) Metallurgical industries (ferrous & 
non-ferrous) 

a) Primary metallurgical 
industry 
 
All projects 
 
b)Sponge iron manufacturing ≥ 
200 TPD 
 
c) Secondary metallurgical 
processing industry 
 
All toxic and heavy metal 
producing units  
≥ 20,000 tonnes/annum 

Sponge iron manufacturing> 
200 TPD 
 
Secondary metallurgical 
processing industry 
 
i) All toxic and heavy metal 
producing units< 20,000 
tonnes/annum 
 
2)All other non-toxic secondary 
metallurgical processing 
industries 
 
>5000 tonnes/annum 

General 
Conditions shall 
apply 

3(b) Cement plants ≥1.0 million tonnes/annum 
production capacity 

<1.0 million tonnes/annum 
production capacity. All stand 
alone grinding units 

General 
Conditions shall 
apply 
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Category with threshold limit 
Project or Activity 

A B 
Conditions if any

4 Materials Processing 

(1) (2) (3) (4) (5) 

4(a) Petroleum refining industry All projects   

4(b) Coke oven plants ≥2,50,000 tonnes/annum <2,50,000&≥25,000 
tonnes/annum 

 

4(c) Asbestos milling and asbestos based 
products 

All projects   

4(d) Chlor-alkali industry ≥300 TPD production capacity 
or a unit located outside the 
notified industrial area/estate

< 300 TPD production capacity 
and located within a notified 
industrial area/ estate 

Specific 
Conditions shall 
apply  

4(e) Soda industry All projects   

4(f) Leather/ skin/ hide processing industry New Projects outside the 
industrial area or expansion of 
existing units outside an 
industrial area 

All new or expansion of projects 
located within a notified 
industrial area/estate 

Specific 
Conditions shall 
apply 

5 Manufacturing/Fabrication 

(1) (2) (3) (4) (5) 

5(a) Chemical fertilizers All projects   

5(b) Pesticide industry and pesticide specific 
intermediates (excluding formulations) 

All units producing technical 
grade pesticides 

  

5(c) Petro-chemical complexes (industries 
based on processing of petroleum fractions 
& natural gas and /or reforming to aromatics) 

All projects   

5(d) Manmade fibre manufacturing Rayon Others General 
Conditions shall 
apply 

5(e) Petrochemical based processing  Located outside the notified 
industrial area/estate 

Located in a notified industrial 
area/estate 

Specific 
Conditions shall 
apply 

5(f) Synthetic organic chemicals industry 
(dyes & dye intermediates; bulk drugs and 
intermediates excluding drug formulations; 
synthetic rubbers; basic organic 
chemicals, other synthetic organic 
chemicals and chemical intermediates 

Located outside the notified 
industrial area/estate 

Located in a notified industrial 
area/ estate 

Specific  
conditions shall 
apply 

5(g) Distilleries ⅰ）All Molasses based 
distilleries 
 
ⅱ）All cane juice/ non- 
molasses based  
distilleries ≥ 30 KLD 

All Cane juice/ non- molasses 
based distilleries-< 30 KLD 

General 
Conditions shall 
apply 

5(h) Integrated paint industry  All projects General 
Conditions shall 
apply 

5(i) Pulp & paper industry excluding 
manufacturing of paper from waste paper 
and manufacture of paper from ready pulp 
without bleaching 

Pulp manufacturing and Pulp & 
Paper manufacturing industry

Paper manufacturing industry 
without pulp manufacturing  

General 
Conditions Shall 
Apply 

5(j) Sugar Industry  ≥ 5000 tcd cane crushing 
capacity 

General 
Conditions shall 
apply 

5(k) Induction/arc furnaces/ cupola furnaces 
5TPH or more 

 All projects General 
Conditions shall 
apply 

6 Service Sector 

(1) (2) (3) (4) (5) 

6(a) Oil & gas transportation pipe lines (crude 
and refinery/petrochemical products), 
passing through national parks/ 
sanctuaries/coral reefs/ ecologically 
sensitive areas including LNG Terminals 

All projects   

6(b) Isolated storage & handling of hazardous 
chemicals (As per threshold planning 
quantity indicated in column 3 of schedule 
2 & 3 of MSIHC Rules 1989 amended 2000) 

  General 
Conditions shall 
apply 
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Category with threshold limit 
Project or Activity 

A B 
Conditions if any

7 Physical Infrastructure including Environmental Services 

(1) (2) (3) (4) (5) 

7(a) Air ports All projects   

7(b) All ship breaking yards including ship 
breaking units 

All projects   

7(c) Industrial estates /parks /complexes 
/areas, export processing Zones (EPZs), 
Special Economic Zones (SEZs), Biotech 
Parks, Leather Complexes 

If at least one industry in the 
proposed industrial estate 
falls under the Category A, the 
entire industrial area shall be 
treated as Category A, 
irrespective of the area. 
Industrial estates with areas 
greater than 500 ha, and 
housing at least one Category 
B industry 

Industrial estates housing at 
least one Category B industry 
and area <500 ha 
Industrial estates of area >500 
ha, and not housing any 
industry belonging to Category 
A or B 

Special 
conditions shall 
apply  

7(d) Common hazardous waste treatment,  
storage and disposal facilities(TSDFs) 

All integrated facilities having 
incineration & landfill or 
incineration alone 

All facilities having land fill only General 
Conditions shall 
apply 

7(e) Ports and harbours ≥ 5 million TPA of cargo 
handling capacity (excluding 
fishing harbours) 

<5 million TPA of cargo handling 
capacity and /or 
ports/harbours≥ 10,000 TPA of 
fish handing capacity 

General 
Conditions shall 
apply 

7(f) Highways ⅰ）New National High ways 
and 
 
ⅱ）Expansion of national 
Highways greater than 30 KM, 
involving additional right of 
way greater than 20 m 
involving land acquisition and 
passing through more than 
one State 

ⅰ）New State Highways and 
 
ⅱ）Expansion of national 
Highways greater than 30 KM, 
involving additional right of way 
greater than 20 m involving land 
acquisition  

General 
Conditions shall 
apply 

7(g) Aerial ropeways  All projects General 
Conditions shall 
apply 

7(h) Common Effluent Treatment Plants 
(CETPs) 

 All projects General 
Conditions shall 
apply 

7(i) Common Municipal Solid Waste 
management Facility (CMSWMF) 

 All projects General 
Conditions shall 
apply 

8  

(1) (2) (3) (4) (5) 

8(a) Buildings and Construction projects  >20,000sq.mtrs and <1,50,000 
sq.mtrs. of built-up area 

Built up area for 
covered 
construction: in 
the case of 
facilities open to 
the sky, it will be 
the activity area

8(b) Township and Area Development Projects  Covering an area ≥ 50ha and or 
built up area ≥ 1,50,000 sq.mtrs 

All projects item 
8(b) shall be 
appraised as 
category B1 

出典：Ultra Tech Environmental Consultancy & Laboratory 
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EC 取得ためのプロセスには、下記 4 つのステージがある。 

ステージ 1：スクリーニング（カテゴリーB のプロジェクトのみ） 

ステージ 2：スコーピング 
ステージ 3：公聴会 

ステージ 4：承認 

 

ステージ 1：スクリーニング 

カテゴリーB のプロジェクトの場合、EIA 報告書作成のための環境調査が必要かどうかを

SEAC が決定する。EC の申請者はフォーム 1（Appendix 30）を作成し、SEAC がフォーム 1

を精査する。カテゴリーB1 のプロジェクトについては EIA 報告書の作成が必須であるが、カ

テゴリーB2のプロジェクトについてはEIA報告書の作成は必要ない。カテゴリーBのなかで、

カテゴリーB1 のプロジェクトは 8（b）の「Townships and Area Development projects」のみで

あり、その他のカテゴリーは全てカテゴリーB2 になる。 

ステージ 2：スコーピング 
カテゴリーA のプロジェクトでは EAC の監督のもと、スコーピングをすすめる。カテゴリー

B では、SEAC が監督を務める。カテゴリーB の全てのプロジェクトはスコーピングが必要で

ある。「Construction」、「Township」、「Commercial Complex」、「Housing」のプロジェク

トについては、スコーピングが必要ではなく、フォーム 1、フォーム 1A（Appendix 31）によっ

て承認される。 

ステージ 3：公聴会 
公聴会には、プロジェクトの影響を受ける人々が参加し、プロジェクトに関わる全ての環境

問題を検討する。カテゴリーA とカテゴリーB1 のプロジェクトについては公聴会を開く必要

がある。カテゴリーA もしくはカテゴリーB1 のプロジェクトであったとしても、以下に挙げ

るプロジェクトを実施する際には、公聴会を開く必要はない。 

a) 灌漑プロジェクト 

b) 産業区域における全てのプロジェクト 

c) 道路の拡幅 

d) 建物の建設 

e) 中央政府によるプロジェクト 

ステージ 4：承認 

EC 取得のため、申請者は最終 EIA 報告書及び公聴会の議事録を EAC や SEAC へ提出し、EAC

や SEAC がそれらを承認する。EIA 報告書の作成を求められていないプロジェクトでは、最

終 EIA 報告書の代わりにフォーム 1 もしくはフォーム 1A を提出する。最終 EIA 報告書の受

領後、60 日後に承認が完了する。 
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鉄道事業における EC について 

表 7.1.1をみてもわかるように、鉄道事業はインド国EIA法において、EIAが必要とされるプロジェ

クトカテゴリーに含まれていないため、EC は不要である。しかし、JBIC 等海外の金融機関が EIA

の作成を求める場合がある。（Overview of Environmental Impact Assessment：Ministry of Finance, 

Government of India 参照。）インド国により鉄道事業の EC が求められた場合は、その鉄道案件を

表 7.1.2 の 7 (f) Highway、8 (a) Building and Construction projects もしくは 8 (b) Townships and Area 

Development projects のいずれかに分類し、上述した EC 取得のプロセスに従い、EC を取得する。

(Appendix 32) 

DPR 及び SIA 

インド国では、プロジェクト実施時に DPR（Detailed Project Report）及び SIA（Social Impact 

Assessment）報告書の提出が求められる場合がある。 

1) DPR 

現地政府が資金提供するプロジェクトは、管轄である政府機関が DPR を準備しなければならない。 

DPR を作成する前に、FR（Feasibility Report）を作成する必要がある。原則として、FR は管轄

である政府機関（本プロジェクトでは JICA 調査団）が作成する。FR をプランニング委員会に

提出し、プランニング委員会（本プロジェクトではステークホルダー会議）によって承認される。 

FR が承認された後に、DPR を作成する。FR と同様、プロジェクトの管轄である政府機関が DPR

を作成し、プランニング委員会の承認を得る。DPR の作成のため、必要であれば専門家を雇う

ことが可能である。最終的に DPR は、EFC（Expenditure Finance Committee）と PIB（Public 

Investment Board）で回覧され、DPR についての助言を受ける。DPR に対する助言を得るには、

およそ 6 週間かかる。 

（Compendium of Important Orders/ Circulars regarding formulation, appraisal and approval of Plan 

schemes/ project：Ministry of Finance Government of India、2010） 

2) SIA 

SIA（Social Impact Assessment）とは、プロジェクトによって負の影響を受ける人々の社会経済

状況を詳細に調査し、負の影響を緩和させる移転計画を立てるものである。（Social Impact 
Assessment：Council for Social Development、2010） 

新しいプロジェクトを実施する際や、非自発的住民移転が 400 世帯以上ある場合（平地）、

非自発的住民移転が 200 世帯以上ある場合（部族や丘陵地帯）に SIA を実施することが求

められる。 

【SIA のプロセス】 

Step 1： 影響範囲を特定する。 

Step 2： 影響を受ける人々の現状のデータを調査する。（宗教、性別、貧困レベル等。） 
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Step 3： ステークホルダーに Step2 で得られた情報を周知する。 

Step 4： スクリーニングをして、社会影響に関する問題を影響の度合いにより分類する。 

Step 5： スコーピングをして、影響が大きい項目についての緩和策を検討する。 

Step 6： 社会経済状況のベースライン調査を行う。 

Step 7： 提供する土地を調査する。（土地の広さ、雇用機会、人口等。）  

Step 8： 生じる可能性がある影響を特定し、その影響の度合いを予想する。  

Step 9： 緩和計画を策定する。 

最終 SIA 報告書に要約版をつけて、出資する機関に提出する。 

本プロジェクトの EC 及び EIA について 

インド国 EIA 法では、鉄道事業を実施する際に EC の取得及び EIA の実施は不要である。インド

国 EIA 法の下では EC の取得及び EIA の実施は必要ないが、海外投融資を使用するなど JICA 資

金提供を受ける場合は EIA が必要になる（JICA 海外投融資の出融資ポイント（案）および JICA

環境社会配慮ガイドライン参照）。したがって、海外投融資を使用する本事業の実施にあたって

は、EIA が必要となる。 

本件と同じマハラシュトラ州で円借款を供与された鉄道案件である「ムンバイ地下鉄 3 号線建設」

では、EIA 報告書を作成しており、MMRDA（Mumbai Metropolitan Region Development Authority）

内にて承認された。本件も MMRDA と同等の機関である PMRC（Pune Metro Railway Company）

を設立する予定であり、上記プロジェクトと同様の EIA 手続き、承認先になると考えられる。注

意すべき点は、本プロジェクトでは海外投融資を使用する点である。海外投融資を使用した場合

も EIA 手続き・承認先が上記プロジェクトと同様になるか、確認する必要がある。 

また、7.2 予備環境評価の結果を JICA 環境社会配慮ガイドラインに照らし合わせた場合も、EIA

が必要であると言える。本プロジェクトはインド国プネ市で初めての LRT 建設事業であり、本プ

ロジェクトによる影響の予測が困難である。路線沿いでは、25 軒の小売店、6 戸の住居、学校、

寺院、警察署、警察のトレーニングセンターの用地買収が必要である。車両基地は 11ha であり、

住居はないが計 312 名の農家がその土地を所有している。また、多数の沿道樹木を伐採する必要

がある。したがって、本プロジェクトは環境や社会への影響が大きいプロジェクト（カテゴリー

A 案件）だと考えられ、EIA の実施が望ましいと言える。 
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7.2 予備環境評価 

7.2.1 プロジェクト立地環境 

プロジェクト対象地区におけるスクリーニング、スコーピング実施の基礎となるプロジェクト立

地環境（SD）を表 7.2.1 に示す。 

表 7.2.1 プロジェクト立地環境（SD） 

項目 内容 

社会環境 

地域住民（居住者/先住

者 /計画に対する意識

等） 

路線は、PMC（Pune Municipal Corporation）、PCMC（Pimpri Chinchwad Municipal Corporation）、MIDC
（Maharashtra Industrial Development Corporation）の 3 つの行政区をまたぐ。路線沿いには、不法占拠によ

るコミュニティーは存在しない。少数民族・先住民族の存在は特に報告されていない。終点駅近くのヒンジャ

ワディ IT パークにおいては、フェーズ 1 から 6 の地域に分けられ、段階的に開発が進められており、Tata 
Motors 等、海外企業が進出している。今後 IT パークへの移動が増加することが考えられる。計画中のメトロ

2 号線を通すため、道路の拡幅が計画されているが、それに対し、住民が反対している。本プロジェクトで

は、その道路を避けたルートを採用している。 

土地利用（都市 /農村 /
史跡/景勝地/病院等） 

計画路線沿いには、ショッピングモール、オフィスビル、小規模商店などの商業施設やプネ大学、区役所、

消防署、警察署、病院、軍用地などの公共施設も存在する。軍用地については、路線沿いに Pimple Nilakh 
Park という軍の防御地域がある。宗教施設に関しては、路線沿いに 2 つの寺院がある。ムラ川の岸辺に

450m2 ほどの広場があり、その近くに寺院がある。また、ムラ川から 160m 離れた位置に、別の寺院がある。

歴史的建造物については、St9~10 に警察署と警察のトレーニングセンターがあり、Historical Building
（Grade Ⅱ）として登録されている。 

経済/交通（商業・農漁

業・工業団地/バスターミ

ナル等） 

バス、オートリキシャ（三輪車）の利用が盛んである。タクシーの利用は少ない。計画路線に一部重なり、

BRTが運行する予定である。本路線はBRTのバスルートと同じルートを通る。また、メトロ 1号線、2号線（高

架）が計画されており、本計画路線との結節駅を設けている。プネ中心地からヒンジャワディ IT パークへの

交通量は、朝夕の通勤時間帯にピークとなる。 

自然環境 

地形・地質（急傾斜地・

軟弱地盤・湿地 /断層

等） 

計画地域はプネ市の平坦地（標高 50m前後）に位置し、急傾斜地はない。ルート沿いの地盤は軟弱地盤や

湿地ではない（BH1:瓦礫等の堆積物及び締まった砂質土、BH2:砂交じりの粘性土及び玉石サイズの玄武

岩、BH3:砂礫、BH4:締まったシルト及び非常に締まった砂、BH5:砂質シルト）。プネでは毎年雨期に、市内

で都市洪水が発生している。2011 年の洪水ではＺ橋の床版まで水位が上昇した。また場所（低地帯）によっ

ては、一時的な冠水が発生している。St14 付近の路線がムラ川に近接しており、同位置がムラ川・ムタ川合

流点から 18 キロ程度上流に位置している。市内で洪水が発生した場合、その背水によるリスクがある。 

貴重な動植物（自然公

園・指定種の生息域等） 

路線沿いには Pimple Nilakh Park という軍の防御地域がある。単なる軍施設であるが、当公園には緑地帯

が存在し、工事に伴う伐採が必要な場合、都市内樹木保全法（1975）による調査・手続きが必要となる。本

調査では、その軍の防御地域を避けて、路線を設定した。 
また、計画路線沿いには太い木が多く生えている。工事により 1 本木を切る毎に 3～5 本以上植える必要が

ある。本数は地域や木の種類による。3 年後までに、最低 3 本生き残る必要がある。伐採よりも移植すること

を優先する。移植する木の種類、樹齢、大きさ、生息場所及び移植場所を調査する必要がある。 

公害 

苦情の発生状況（関心

の高い公害等） 
慢性的な交通渋滞がある。それが原因による大気汚染及び騒音の問題がある。ゴミ問題、スラム街及び中

小企業の排水による水質汚染の問題もある。 

対応の状況（制度的な

対策/補償等） 

PMC には 3 つの大気モニタリングステーションがある。2004 年からモニタリングを開始した。大気について

は、NOx、SOx、PM2.5（2012年～）、RSPMを測定している。川の周り 20箇所をサンプリングし、水質につい

ても調べている。2003 年から測定を開始した。地下水については測定していない （Appendix22 参照）。 

その他特記すべき事項 
計画路線沿いに高圧線が地上 9m 付近を通っている。タワーから両側 7.5m（幅 15m）は開発することができ

ない。タワーの移設及び高圧線の移動は可能である。 

出典：調査団 

 

水質、大気質、騒音のモニタリング結果を Appendix 22 に記載する。2008 年に比べ 2011 年の水質

は改善しているが、BOD 及び DO に関しては基準値を上回っているエリアが多い。大気質に関し

ては、SOx は基準値を下回っているが、NOx はほとんどのエリアにおいて基準値を上回っている。
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RSPM の基準値は 60（μg/m3）だが、毎年その 2 倍を超える量が観測されている。PM2.5 について

は 2011 年から測定をし始め、2011 年 2 月と 3 月に測定された。基準値 40（μg/m3）を 15～40（μg/m3）

程度上回っている。 

7.2.2 環境チェックリスト 

これまでまとめられた検討結果をもとに、プネ都市鉄道事業に関する JICA 環境チェックリストを

作成した。表 7.2.2 に環境チェックリストを示す。 

表 7.2.2 環境チェックリスト（鉄道） 

分
類

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y
No: N

具体的な環境社会配慮 
(Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

(1) EIA および
環境許認可 

(a) 環境アセスメント評価報告
書（EIA レポート)等は作成
済みか。 

(b) EIA レポート等は当該国政府
により承認されているか。

(c) EIA レポート等の承認は付
帯条件を伴うか。付帯条件
がある場合は、その条件は
満たされるか。 

(d) 上記以外に、必要な場合に
は現地の所管官庁からの環
境に関する許認可は取得済
みか。 

(a)N 
(b)N 
(c)Y 
(d)N 

(a) 本調査では、環境アセスメント評価報告書等の作成は
行っていない。 

(b) 本調査では、環境アセスメント評価報告書等の承認は
されていない。 

(c) JICA から資金提供を受ける場合は、EIA を実施する必
要がある。本件では「ムンバイ地下鉄 3 号線建設」と
同様の EIA 手続きを行い、PMRC（Pune Metro Railway 
Company）が EIA 報告書を承認する。EIA の他に、
DPR(Detailed Project Report) 及 び SIA(Social 
Impact Assessment)報告書の提出が求められている。

(d) 本調査では、環境に関する許認可を取得していない。

(2) 現地ステー
クホルダー
への説明 

(a) プロジェクトの内容および
影響について、情報公開を
含めて現地ステークホル
ダーに適切な説明を行い、
理解を得ているか。 

(b) 住民等からのコメントを、
プロジェクト内容に反映さ
せたか。 

(a)N 
(b)N 

(a) 6 月 14 日及び 11 月 6 日にステークホルダー会議(周
辺住民からの代表が招待されていないため、実質はス
テアリングコミティー)を開き、本調査の中間報告を
行った。また、3 月 15 日には最終ステークホルダー
会議を開き、本調査の最終報告を行った。これらのス
テークホルダー会議において、本プロジェクトに対す
る関係機関の理解を得ている。前述したように周辺住
民をまじえたステークホルダー協議は実施しておら
ず、次調査で開催される予定である。 

(b) ステークホルダー会議の結果を本プロジェクト内容
に反映させたが、周辺住民等からのコメントは反映さ
せていない。 

１ 

許
認
可
・
説
明 

(3) 代替案の検
討 

(a) プロジェクト計画の複数の
代替案は（検討の際、環境・
社会に係る項目も含めて）
検討されているか。 

(a)Y (a) 全路線： Shivaji Nagar からヒンジャワディ IT パー
クに向かうルートのなかで1) 路線沿いに非居住者が
おらず、2)土地収用の箇所が最も少なくなるルートを
選択した。また、既存の道路内に路線を設置し、土地
収用箇所をできるだけ少なくした。 
St1: 

St1 の駅位置について 3 案があり、検討中である。
①Shivaji Maharaj Road 上、②Jangali Maharaj 
Road、③Samgaam Bridge Road 

ムラ川橋梁： 
橋梁形式について 2 案あり、検討中である。①一般
軌道高架部と同様なスパン割りとする案、②河川内
の下部工基数を少なくした長スパンの連続桁 
また上記案に加え、ムラ川近辺にある軍の防御地域
での建設を避けるため、現存する橋の上に LRT の高
架を設置することも検討している。 

St13: 
St12 から St13 に向かうルート上にある Y字交差点
において、当初 Aundh-Ravet Road から Wakad Road
に入るルートとしていたが、 PCMC の Additional 
Commissioner Yadav 氏の意見により、BRT のルート
に沿うルートとした。（本編第 5.5 章にて整理され
ているので、同章を傍証。）Aundh-Ravet Road から
Wakad Road に入るルートでは道路の拡張計画があ
り、住民の反対運動が起こっていた。その点からも、
そのルートを避けた。 
車両基地：路線沿いの土地のなかで、居住者が少な
く（アパート 3棟）、農地としてほとんど使われて
いない荒地（11ha）を候補地として選んだ。 
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分
類 

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y
No: N

具体的な環境社会配慮 
(Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

(1) 水質 

(a) 盛土部、切土部等の表土露
出部からの土壌流出によっ
て下流水域の水質が悪化す
るか。 

(b) 駅や車輌基地からの排水は
当該国の排出基準等と整合
するか。また、排出により
当該国の環境基準等と整合
しない水域が生じるか。 

(a)N/A
(b)N/A

(a) ムラ川近辺の工事、フーチング及び柱基部を建設する
際の掘削、車両基地の盛土及び切土の際に、土壌流出
が生じる可能性がある。プネでは毎年雨期に、市内で
都市洪水が発生している。2011 年の洪水ではＺ橋の
床版まで水位が上昇した。また場所（低地帯）によっ
ては、一時的な冠水が発生している。St14 付近の路
線がムラ川に近接しており、同位置がムラ－ムタ川合
流点から 18 キロ程度上流に位置している。市内で洪
水が発生した場合、その背水によるリスクがある。
St14 付近は高架案のため深刻な影響はないと考えら
れるが、洪水に伴う侵食や洗掘の可能性がある。鉄道
システムの通信システムの一つとして、ムラ川に水位
計、橋に風速計を設置する予定である。防災警報設備
の検討も行っている。 

(b) 車両基地において、廃液（1．潤滑油、2．洗浄液)が
排出される。その排水がインド国の排出基準等に整合
するかについては、次の調査において検討する。また、
その排出によりインド国の環境基準等と整合しない
水域が生じるかについても、次の調査において検討す
る。 

(2) 廃棄物 

(a) 駅や車輌基地からの廃棄物
は当該国の規定に従って適
切に処理・処分されるか。

(a)N/A (a) （廃液）車両基地において、廃液（1．潤滑油、2．洗
浄液)が排出される。水処理施設を車両基地内に設置
し、洗浄液を処理する。潤滑油についても処理方法を
検討する必要がある。 
（リチウムイオン電池）リチウムイオン電池（総量
230 トン）を日本からインドに輸出する予定である。
リチウムイオン電池は、耐用年数が約 10 年～15 年で
ある。インド国において、リチウムイオン電池をリサ
イクルできる業者が既に存在しており、処理マーケッ
トが確立されているが、まだ十分に拡充されていな
い。そのため、拡充前までにリサイクルが発生した場
合には、使用済みのものを日本に持ち帰り国際リサイ
クリングを行う事を考えている。リサイクル費用（処
理費）は、輸送費と共に製品費の見積（交換用蓄電池
についても）に含まれている。 
使用済みのリチウムイオン電池を輸入するためには、
下記を行う必要がある。 
・ 鉛、水銀、カドミウムの含有試験と溶出試験を行

う。基準値を超えていなければ、日本に輸入する
ことが可能。バーゼル規制物として輸入しなけれ
ばいけない可能性あり。 

・ 処理場所を決定する。 
（パソコン）中央指令所（運行管理センター）にお
いて、産業用のパソコン（タワー型やラック型等）
を 10 台使用する。パソコンの処分方法については次
の調査で検討する。 

(3) 騒音・振動 
(a) 鉄道による騒音・振動は当

該国の基準等と整合する
か。 

(a)N/A (a) 次の調査において、工事中及び供用後の騒音・振動を
調査する必要がある。 

２ 

汚 

染 

対 

策 

(4) 地盤沈下 

(a) 大量の地下水汲み上げ等に
より、地盤沈下が生じる恐
れがあるか（特に地下鉄）。

(a)N (a) 大規模掘削を行わず、ルート沿いの地盤は軟弱地盤で
はない（BH1:瓦礫等の堆積物及び締まった砂質土、
BH2:砂交じりの粘性土及び玉石サイズの玄武岩、BH3:
砂礫、BH4:締まったシルト及び非常に締まった砂、
BH5:砂質シルト）ため、地盤沈下が生じる可能性は極
めて低い。 

３ 

自 

然 

環 

境

(1) 保護区 

(a) サイトは当該国の法律・国
際条約等に定められた保護
区内に立地するか。プロ
ジェクトが保護区に影響を
与えるか。 

(a)Y (a) St9付近に警察署と警察のトレーニングセンターがあ
り、Urban Heritage Buildings のリストに登録され
ている。Grade はⅡであり、移設可能である。 

 また、ムラ川から 160m 離れた位置に寺院があり、そ
の寺院の土地買収を予定している。本件とは別に、そ
の移設計画がある。移設時期は未定である。（PMC: Mr. 
Shyaam, Mr. Shinde 私信, 2013）ムラ川の側にも寺
院があるが、それについては広場のみを買収し、寺院
を買収しない。 
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分
類 

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y
No: N

具体的な環境社会配慮 
(Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

(2) 生態系 

(a) サイトは原生林、熱帯の自
然林、生態学的に重要な生
息地（珊瑚礁、マングロー
ブ湿地、干潟等）を含むか。

(b) サイトは当該国の法律・国
際条約等で保護が必要とさ
れる貴重種の生息地を含む
か。 

(c) 生態系への重大な影響が懸
念される場合、生態系への
影響を減らす対策はなされ
るか。 

(d) 野生生物及び家畜の移動経
路の遮断、生息地の分断、
動物の交通事故等に対する
対策はなされるか。 

(e) 鉄道が出来たことによっ
て、開発に伴う森林破壊や
密猟、砂漠化、湿原の乾燥
等は生じるか。外来種(従来
その地域に生息していな
かった)、病害虫等が移入
し、生態系が乱される恐れ
はあるか。これらに対する
対策は用意されるか。 

(f) 未開発地域に鉄道を建設す
る場合、新たな地域開発に
伴い自然環境が大きく損な
われるか。 

(a)N 
(b)N 
(c)Y 
(d)Y 
(e)Y 
(f)N 

(a) 含まない。 
(b) 含まない。 
(c) St1～St3 及び St6～St10 間においては、沿道樹木の

伐採が生じる。St11～St13 にかけて、BRT 道路と一般
道路の間に立ち並ぶ樹木の伐採が生じる。St16 付近
は道幅が狭いため、St16 においても沿道樹木の伐採
が生じる。St18～St21 においては、中央分離帯があ
り、木が並んでいる。それらの樹木伐採が生じる。木
は 1 本切る毎に 3～5 本（3 年後に 3 本の木が育って
いる状態であることが必要。地域や木の種類によって
は 5 本。）新たに木を植える必要がある。木を切るの
ではなく、できる限り移植する方法を選択する。移植
する木の種類、樹齢、大きさ、生息場所及び移植場所
を調査する必要がある。 

(d) LRTと道路交通との接触事故や歩行者の軌道敷への侵
入を防ぎ、LRT の安定した走行を確保する。そのため、
踏切部等の定められた箇所以外は軌道敷に入れない
よう柵等により遮断し専用軌道とする。 

(e) 最も大きい生態系への影響は、沿道樹木の伐採であ
る。1 本切る毎に 3～5 本の木を植えるか、もしくは
移植を行う。 

(f) 本事業では、既存道路上に LRT を建設する。 

(3) 水象 

(a) 地形の改変やトンネル等の
構造物の新設が地表水、地
下水の流れに悪影響を及ぼ
すか。 

(a)N/A (a) F/S 段階において、地表水及び地下水の流れを調査す
る必要がある。 

３ 

自 

然 

環 

境 
(4) 地形・地質 

(a) ルート上に土砂崩壊や地滑
りが生じそうな地質の悪い
場所はあるか。悪い場合は
工法等で適切な処置が考慮
されるか。 

(b) 盛土、切土等の土木作業に
よって、土砂崩壊や地滑り
は生じるか。土砂崩壊や地
滑りを防ぐための適切な対
策が考慮されるか。 

(c) 盛土部、切土部、土捨て場、
土砂採取場からの土壌流出
は生じるか。土砂流出を防
ぐための適切な対策がなさ
れるか。 

(a)N 
(b)Y 
(c)Y 

(a) ルート沿いの地質は悪くない（BH1:瓦礫等の堆積物及
び締まった砂質土、BH2:砂交じりの粘性土及び玉石サ
イズの玄武岩、BH3:砂礫、BH4:締まったシルト及び非
常に締まった砂、BH5:砂質シルト）ため、土砂崩壊や
地滑りが生じる可能性は極めて低い。しかし、プネで
は毎年雨期に、市内で都市洪水が発生している。2011
年の洪水ではＺ橋の床版まで水位が上昇した。また場
所（低地帯）によっては、一時的な冠水が発生してい
る。St14 付近の路線がムラ川に近接しており、同位
置がムラ川・ムタ川合流点から 18 キロ程度上流に位
置している。市内で洪水が発生した場合、その背水に
よるリスクがある。St14 付近は高架案のため深刻な
影響はないと考えられるが、洪水に伴う侵食や洗掘の
可能性がある。鉄道システムの通信システムの一つと
して、ムラ川に水位計、橋に風速計を設置する予定で
ある。防災警報設備の検討も行っている。 

(b) 車両基地予定地において、盛土及び切土が発生する。
車両基地予定地は、北西が高く南が低くなっている。
南のほうは 2～3m の盛土になり、本線から基地へ入る
あたりは切土になる。雨季（6 月～8 月）の施工は避
ける。 

(c) 雨季（6 月～8 月）の施工は避ける。土捨て場、土砂
採取場については候補地が決まっていないため、決ま
り次第検討する。 
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分
類 

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y
No: N

具体的な環境社会配慮 
(Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

(1) 住民移転 

(a) プロジェクトの実施に伴い
非自発的住民移転は生じる
か。生じる場合は、移転に
よる影響を最小限とする努
力がなされるか。 

(b) 移転する住民に対し、移転
前に補償・生活再建対策に
関する適切な説明が行われ
るか。 

(c) 住民移転のための調査がな
され、再取得価格による補
償、移転後の生活基盤の回
復を含む移転計画が立てら
れるか。 

(d) 補償金の支払いは移転前に
行われるか。 

(e) 補償方針は文書で策定され
ているか。 

(f) 移転住民のうち特に女性､
子供､老人､貧困層､少数民
族・先住民族等の社会的弱
者に適切な配慮がなされた
計画か。 

(g) 移転住民について移転前の
合意は得られるか。 

(h) 住民移転を適切に実施する
ための体制は整えられる
か。十分な実施能力と予算
措置が講じられるか。 

(i) 移転による影響のモニタリ
ングが計画されるか。 

(j) 苦情処理の仕組みが構築さ
れているか。 

 
 
 

(a)Y 
(b)Y 
(c)N/A
(d)N/A
(e)N/A
(f)N/A
(g)N/A
(h)N/A
(i)N/A
(j)N/A

(a) プロジェクトの実施に伴い、非自発的住民移転が生じ
る。St9～St10（幅：約 3.2m、距離：約 80m、面積：
約 256m2）、St10～ムラ川（幅：約 3.2m、距離：約 150m、
面積：約 480m2）、NH4 付近（幅：約 8m、距離：約 500m、
面積：約 4,000m2）の用地を買収する。St9～St10 に
は警察署、警察のトレーニングセンターがあり、St10
～ムラ川には小売店、住居及び小学校がある。NH4 付
近には、小売店及び住居がある。 
St14、及び St17～21 については、営業補償をする必
要がある。 
車両基地の予定地は農地であり、農地の土地収用が発
生する。また予定地には、工場、学校、畑及び住居が
存在する。 

(b) 公聴会を開く予定である。 
(c) 用地取得・住民移転計画案は作成していない。本報告

書の 7.5.4 ToR（案）の中に必要実施調査項目として
記載している。 

(d) 用地取得・住民移転計画案は作成していない本報告書
の 7.5.4 ToR（案）の中に必要実施調査項目として記
載している。 

(e) 用地取得・住民移転計画案は作成していない。本報告
書の 7.5.4 ToR（案）の中に必要実施調査項目として
記載している。 

(f) 用地取得・住民移転計画案は作成していない。本報告
書の 7.5.4 ToR（案）の中に必要実施調査項目として
記載している。 

(g) 用地取得・住民移転計画案は作成していない。本報告
書の 7.5.4 ToR（案）の中に必要実施調査項目として
記載している。 

(h) 用地取得・住民移転計画案は作成していない。本報告
書の 7.5.4 ToR（案）の中に必要実施調査項目として
記載している。 

(i) 用地取得・住民移転計画案は作成していない。本報告
書の 7.5.4 ToR（案）の中に必要実施調査項目として
記載している。 

(j) 用地取得・住民移転計画案は作成していない。本報告
書の 7.5.4 ToR（案）の中に必要実施調査項目として
記載している。 

４ 

社 

会 

環 

境 

(2) 生活・生計 

(a) 新規開発により鉄道が設置
される場合、既存の交通手
段やそれに従事する住民の
生活への影響はあるか。ま
た、土地利用・生計手段の
大幅な変更、失業等は生じ
るか。これらの影響の緩和
に配慮した計画か。 

(b) プロジェクトによるその他
の住民の生活への悪影響は
あるか。必要な場合は影響
を緩和する配慮が行われる
か。 

(c) 他の地域からの人口流入に
より病気の発生（HIV 等の
感染症を含む）の危険はあ
るか。必要に応じて適切な
公衆衛生への配慮は行われ
るか。 

(d) プロジェクトによって周辺
地域の道路交通に悪影響は
あるか（渋滞、交通事故の
増加等）。 

(e) 鉄道線路によって住民の移
動に障害が生じるか。 

(f) 鉄道構造物(陸橋等）による
日照阻害、電波障害は生じ
るか。 

(a)Y 
(b)Y 
(c)Y 
(d)Y 
(e)Y 
(f)Y 

(a) 4(1)で言及した用地買収箇所について、土地利用・生
計手段の大幅な変更、失業等を考慮した住民移転計画
及び環境モニタリング計画を作成する。 

(b) プロジェクトの実施に伴い、非自発的住民移転が生じ
る。St9～St10（幅：約 3.2m、距離：約 80m、面積：
約 256m2）、St10～ムラ川（幅：約 3.2m、距離：約 150m、
面積：約 480m2）、NH4 付近（幅：約 8m、距離：約 500m、
面積：約 4,000m2）の用地を買収する。St9～St10 に
は警察署、警察のトレーニングセンターがあり、St10
～ムラ川には小売店、住居及び小学校がある。NH4 付
近には、小売店及び住居がある。 
St14、及び St17～21 については、営業補償をする必
要がある。 
車両基地の予定地は農地であり、農地の土地収用が発
生する。また予定地には、工場、学校、畑及び住居が
存在する。 
住民への影響を緩和する住民移転計画及び環境モニ
タリング計画を作成する。 

(c) 公衆衛生に配慮した住民移転計画及び環境モニタリ
ング計画を作成する。 

(d) 地上部の St12 付近の交差点では、信号機による交通
処理を行い、軌道上の交差点の通過を優先させる。信
号機による交通処理により、交通事故を防ぐことがで
きるが、交通渋滞が生じる可能性がある。また地上部
では、LRT の軌道内に入れないよう柵状のもので囲い
をし、交通事故を防ぐ。 

(e) LRTの軌道内に入れないよう柵状のもので囲いをする
ため、住民の移動に障害が生じる。そのため、横断歩
道を設置し、住民の移動をスムーズにするよう対策を
行う。 

(f) 日照阻害、電波障害は生じない。 
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分
類 

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y
No: N

具体的な環境社会配慮 
(Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

(3) 文化遺産 

(a) プロジェクトにより、考古
学的、歴史的、文化的、宗
教的に貴重な遺産、史跡等
を損なう恐れはあるか。ま
た、当該国の国内法上定め
られた措置が考慮される
か。 

(a)Y (a) ムラ川近辺に軍の防御地域がある。その地域での建設
を避けるため、現存する橋の上に LRT の高架を設置す
ることを検討している。ムラ川の近くに寺院が 2つあ
り、1つはムラ川の岸辺、もう 1つはムラ川から 160m
離れた場所にある。前者については、寺院の広場のみ
買収予定であり、PMC の許可を得ている。後者につい
ては、本件とは別に移設計画があるが、移設の時期は
未定である。 

(4) 景 観 

(a) 特に配慮すべき景観が存在
する場合、それに対し悪影
響を及ぼすか。影響がある
場合には必要な対策は取ら
れるか。 

(a)Y (a) プネはグリーンシティーと呼ばれており、LRT を敷く
沿道に多くの樹木がある。それらを伐採しなければな
らないため、できる限り LRT 路線を道路内に建設する
ように検討し、伐採ではなく移植をし、伐採する木の
本数を減らす。 

(5) 少数民族、先
住民族 

(a) 少数民族、先住民族の文化、
生活様式への影響を軽減す
る配慮がなされているか。

(b) 少数民族、先住民族の土地
及び資源に関する諸権利は
尊重されるか。 

(a)N 
(b)N 

(a) 少数民族、先住民族はいない。路線沿いにスラム街は
ない。 

(b) 少数民族、先住民族はいない。路線沿いにスラム街は
ない。 

 ４ 

社 

会 

環 

境 

(6) 労働環境 

(a) プロジェクトにおいて遵守
すべき当該国の労働環境に
関する法律が守られるか。

(b) 労働災害防止に係る安全設
備の設置、有害物質の管理
等、プロジェクト関係者へ
のハード面での安全配慮が
措置されるか。 

(c) 安全衛生計画の策定や作業
員等に対する安全教育（交
通安全や公衆衛生を含む）
の実施等、プロジェクト関
係者へのソフト面での対応
が計画・実施されるか。 

(d) プロジェクトに関係する警
備要員が、プロジェクト関
係者・地域住民の安全を侵
害することのないよう、適
切な措置が講じられるか。

(a)Y 
(b)Y 
(c)Y 
(d)N 

(a) 一般道路を占有する軌道システムを運用するための
日本国の根拠法と同様の規制がある。インド国で唯一
軌道システムを運行しているコルカタ・トラム会社の
事例を参考に、現地の規制に対応した組織体制を構築
する。 

(b) 高架区間では、保安度を向上させるため、信号本装置
として軌道回路を使用した自動閉塞装置（AST 付き）
を使用する。列車の定時性及び安全性の確保のため、
「フェールセーフ」を基本概念とする。リチウムイオ
ン電池は、耐用年数が約 10 年～15 年である。インド
国において、リチウムイオン電池をリサイクルできる
業者が既に存在しており、処理マーケットが確立され
ているが、まだ十分に拡充されていない。そのため、
拡充前までにリサイクルが発生した場合には、使用済
みのものを日本に持ち帰り国際リサイクリングを行
う事を考えている。より詳細な管理方法の検討を、次
の調査で行う。 

(c) 安全管理規定を制定し、安全管理体制を構築する。事
務職、運転技術者及び技術職の経年訓練、異常時訓練
を行う予定である。技術職の教育計画を 1年目から 5
年目まで作成している。 

(d) 警備要員の措置については、本調査では検討していな
い。次の調査にて、検討を行う。 

(1) 工事中の影
響 

(a) 工事中の汚染（騒音、振動、
濁水、粉じん、排ガス、廃
棄物等）に対して緩和策が
用意されるか。 

(b) 工事により自然環境（生態
系）に悪影響を及ぼすか。
また、影響に対する緩和策
が用意されるか。 

(c) 工事により社会環境に悪影
響を及ぼさないか。また、
影響に対する緩和策が用意
されるか。 

(d) 工事による道路渋滞は発生
するか、また影響に対する
緩和策が用意されるか。 

(a)Y 
(b)Y 
(c)Y 
(d)N/A

(a) 廃棄物に関する対策については、検討済みである。
（2-(2)に記載。）その他の汚染（騒音、振動、濁水、
粉じん、排ガス）については、次の段階にて調査する。

(b) 沿道の樹木を伐採しなければならないため、できる限
り LRT 路線を道路内に建設するように検討し、伐採で
はなく移植をし、伐採する木の本数を減らす。 

(c) ムラ川近辺に軍の防御地域がある。その地域での建設
を避けるため、現存する橋の上に LRT の高架を設置す
ることを検討している。ムラ川の近くに寺院が 2つあ
り、1つはムラ川の岸辺、もう 1つはムラ川から 160m
離れた場所にある。前者については、寺院の広場のみ
買収予定であり、PMC の許可を得ている。後者につい
ては、移設計画があるが、移設の時期は未定である。

(d) 工事による道路渋滞の緩和策の検討は行っていない。
次の調査において、検討を行う。 

５ 

そ 

の 

他 

(2) モニタリン
グ 

(a) 上記の環境項目のうち、影
響が考えられる項目に対し
て、事業者のモニタリング
が計画・実施されるか。 

(b) 当該計画の項目、方法、頻
度等は適切なものと判断さ
れるか。 

(c) 事業者のモニタリング体制
（組織、人員、機材、予算
等とそれらの継続性）は確
立されるか。 

(d) 事業者から所管官庁等への
報告の方法、頻度等は規定
されているか。 

(a)Y 
(b)N/A
(c)N/A
(d)N/A

(a) 影響が考えられる項目に対して、事業者のモニタリン
グ計画の作成、実施を行う予定である。 

(b) 本調査ではモニタリング計画を作成していない。次の
調査にて、モニタリング計画を作成する予定である。

(c) 本調査ではモニタリング計画を作成していない。次の
調査にて、モニタリング計画を作成する予定である。

(d) 本調査ではモニタリング計画を作成していない。次の
調査にて、モニタリング計画を作成する予定である。
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分
類 

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y
No: N

具体的な環境社会配慮 
(Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

他の環境
チェックリス
トの参照 

(a) 必要な場合は、林業に係る
チェックリストの該当
チェック事項も追加して評
価すること（大規模な伐採
を伴う場合等）。 

(b) 必要な場合には送変電・配
電に係るチェックリストの
該当チェック事項も追加し
て評価すること（送変電・
配電施設の建設を伴う場合
等）。 

(a)N 
(b)Y 

(a) 林業のチェックリストについては、本案件では大規模
な森林伐採の発生は予想されないため作成しない。 

(b) 表 7.2.3 参照。 

６ 

留 

意 

点 

環境チェック
リスト使用上
の注意 

(a) 必要な場合には、越境また
は地球規模の環境問題への
影響も確認する（廃棄物の
越境処理、酸性雨、オゾン
層破壊、地球温暖化の問題
に係る要素が考えられる場
合等）。 

(a)Y (a) 2-(2)に記載 

 
注 1) 表中『当該国の基準』については、国際的に認められた基準と比較して著しい乖離がある場合には、必要に応じ

対応策を検討する。 

 
 当該国において現在規制が確立されていない項目については、当該国以外（日本における経験も含めて）の適切

な基準との比較により検討を行う。 

 
注 2) 環境チェックリストはあくまでも標準的な環境チェック項目を示したものであり、事業および地域の特性によっ

ては、項目の削除または追加を行う必要がある。 

出典：調査団 

表 7.2.3 環境チェックリスト（送発電・配電） 

分
類

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y

No: N

具体的な環境社会配慮 

(Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

３ 

自 

然 

環 
境 

(1) 地形・地質 

(a) 送配電線ルート上に土砂崩

壊や地滑りが生じそうな地

質の悪い場所はあるか。悪

い場合は工法等で適切な処

置が考慮されるか。 

(b) 盛土、切土等の土木作業に

よって、土砂崩壊や地滑り

は生じるか。土砂崩壊や地

滑りを防ぐための適切な対

策が考慮されるか。 

(c) 盛土部、切土部、土捨て場、

土砂採取場からの土壌流出

は生じるか。土砂流出を防

ぐための適切な対策がなさ

れるか。 

(a)N 

(b)N 

(c)N/A

 

(a) ルート沿いの地質は悪くない（BH1:瓦礫等の堆積物及

び締まった砂質土、BH2:砂交じりの粘性土及び玉石サ

イズの玄武岩、BH3:砂礫、BH4:締まったシルト及び非

常に締まった砂、BH5:砂質シルト）ため、土砂崩壊や

地滑りが生じる可能性は極めて低い。 

(b) 車両基地（11ha）のみ、盛土及び切土の土木作業を行

う。車両基地の土地は水平ではなく、北西が高く南が

低くなっている。南の方は 2m か 3m の盛土、本線か

ら基地へ入る辺りは切土になる。高圧線及びタワーの

移設の際には、盛土及び切土の土木作業は発生しな

い。 
(c) 土砂採取場からの土壌流出については、次の調査にお

いて検討を行う。 
 

４ 

社 

会 

環 

境 

(2) 生活・生計 

(c) 生態系への重大な影響が懸

念される場合、生態系への

影響を減らす対策はなされ

るか。 

(d) 野生生物及び家畜の移動経

路の遮断、生息地の分断、

動物の交通事故等に対する

対策はなされるか。 

 

(c)N 

(d)N 

(c) 高圧線及びタワーの移設によって、生態系への重大な

影響はない。しかし、移設の際に計画路線沿いの樹木

を伐採する必要がある。 

(d) 高圧線及びタワーの移設によって、野生生物及び家畜

の移動経路の遮断、生息地の分断は生じない。本 LRT

が地上を走る際には、動物の交通事故が起こる可能性

がある。本 LRT 路線を柵等により遮断し専用軌道と

し、交通事故を防ぐ。 

 

 

注 1) 表中『当該国の基準』については、国際的に認められた基準と比較して著しい乖離がある場合には、必要に応じ

対応策を検討する。 

 

 当該国において現在規制が確立されていない項目については、当該国以外（日本における経験も含めて）の適切

な基準との比較により検討を行う。 

 

注 2) 環境チェックリストはあくまでも標準的な環境チェック項目を示したものであり、事業および地域の特性によっ

ては、項目の削除または追加を行う必要がある。 

出典：調査団 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

7-21 

7.2.3 環境初期スコーピング 

表 7.2.4 及び 7.2.5 は、プロジェクトの計画段階、建設段階及び供用後のそれぞれの段階における

環境スコーピング結果をまとめたものである。 

路線は、プネ市中心部からヒンジャワディ（Hinjawadi）IT パークに至る全長約 21.6km であり、

道路に沿って建設され、高架部分と地上部分がある。 

工事の進捗に伴いステージ 1（St6 から St18 の区間）を先行開業させる。その後、ステージ 2 にお

いて全区間を開業する。ステージ 1 の開業は 2018 年、ステージ 2 の開業は 2020 年である。 
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表 7.2.4 環境初期スコーピング（ステージ 1：St5 から St18） 

評価 
環境項目 

工事前 工事期 供用後
評価理由 

社会環境 

1 非自発的住民移転 A- A- A- （-）プロジェクトの実施に伴い、非自発的住民移転が生じる。St9～St10

（幅：約 3.2m、距離：約 80m、面積：約 256m2）、St10～ムラ川（幅：約

3.2m、距離：約 150m、面積：約 480m2）、NH4 付近（幅：約 8m、距離：約

500m、面積：約 4,000m2）の用地を買収する。St9～St10 には警察署、警

察のトレーニングセンターがあり、St10～ムラ川には小売店、住居及び

小学校がある。NH4 付近には、小売店及び住居がある。 

St14、及び St17～21 については、営業補償をする必要がある。 

車両基地の予定地は農地であり、農地の土地収用が発生する。また予

定地には、住居が存在する。 

2 雇用や生計手段等の 

地域経済 

A- A± A± （-）工事期間中には St14 及び St17～18 までについては、オフィス、小売

店やショッピングモール等の商業活動に影響を与えるため、営業補償を

する必要がある。 

St10 付近（ムラ川）付近の小売店 7 店舗、NH4 付近の小売店 18 店舗が

用地買収される。また、車両基地の建設のため、ヒンジャワディＩＴパーク

内の農地を用地買収する。 

移転するための費用を補償するだけでなく、生計手段の支援を行う必要

がある。 

（+）工事作業員の雇用が期待される。また、本事業により、駅周辺の開

発、地域経済の活性化が期待される。 

3 土地利用と地域資源の活

用 

D- A- A+ （-）St9～St10（幅：約 3.2m、距離：約 80m、面積：約 256m2）、St10～ムラ

川（幅：約 3.2m、距離：約 150m、面積：約 480m2）、NH4 付近（幅：約 8m、

距離：約 500m、面積：約 4,000m2）の用地を買収する。 

St9～St10 では、警察署と警察のトレーニングセンターを用地買収する。

St10～ムラ川では、小売店 7 店舗、寺院、学校、住居 4 件を用地買収す

る。NH4 付近では、小売店 18 店舗と 2 つのアパートを用地買収する。 

車両基地（11ha）の予定地は農地であり、ほとんどが荒地であるが、

4665m2 のソルガムの畑がある。その他に、工場、学校及び住居がある。

（+）本事業による新たな開発により、土地の有効活用が期待される。 

4 社会関係資本・地域の意

思決定機関などの社会組

織 

D D D 全プロジェクトサイクルを通して、地域の社会関係資本・地域の意思決定

機関等の社会組織に与える影響はほとんどない。 

5 既存インフラや社会サービ

ス 

B- A- B± （-）地上部の St12 付近の交差点では、信号機による交通処理を行い、

軌道上の交差点の通過を優先させる。信号機による交通処理により、交

通事故を防ぐことができるが、交通渋滞が生じる可能性がある。また地

上部では、LRT の軌道内に入れないよう柵状のもので囲いをするため、

住民の移動に障害が生じる。 

特に St5 までのプネ市中心地、St5 付近のプネ大学前の交差点及び

St15 付近の交差点、NH4 との立体交差では大混雑が予想される。 

また、BRT 計画があり、St11 からSt15 までBRT 計画ルートと本計画ルー

トが重なる。 

路線沿いに高圧線があるが、移設可能である。(Maharashtra State 

Electricity Distribution: Mr. Kolap、私信、2012) 

（+）道路の交通混雑が緩和される。 

6 貧困層、先住民族、少数民

族 

D D D 先住民族、少数民族はいない。本路線沿いにはスラム街はない。本プロ

ジェクトにより、貧困層に影響が生じることは殆どないと考えられる。 

7 利益と便益の偏在 D D D 本計画路線の St1 において、計画中のプネメトロ 1 号線及び 2 号線との

乗り換えを考慮している。 

St11 から St15 まで BRT 計画ルートと本計画ルートが重なる。 

St12～St13 にかけて軍の居住地域がある。St12 は地上駅だが、前後の

St11 及び St13 は高架駅を予定しているため、軍の居住地域への配慮が

必要となる。 

建設廃材の処分地及び負荷を、次の段階で調査する必要がある。 
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評価 
環境項目 

工事前 工事期 供用後
評価理由 

8 遺跡・文化財 D B- B- （-）ムラ川近辺に軍の防御地域がある。その地域での建設を避けるた

め、現存する橋の上に LRT の高架を設置することを検討している。 

ムラ川の岸辺に 450m2 ほどの広場があり、その近くに寺院がある。寺院

を避けるように路線を検討しており、広場については用地買収可能であ

る。 

St9 付近に警察署と警察のトレーニングセンターがあり、Urban Heritage 

Buildings のリストに登録されている。Grade はⅡであり、移設可能であ

る。 

また、ムラ川手前に寺院があり、その寺院の土地買収を予定している。

本件とは別に、その移設計画がある。移設時期は未定である。（PMC: 
Mr. Shyaam, Mr. Shinde、私信, 2013） 

9 地域内の利害対立 D D D 車両基地の候補地は農地であり、農地の土地収用が発生する。 

次段階において、本件以外の交通機関である BRT、オートリキシャ、プネ

メトロとの利害について、調査する必要がある。BRT については、BRT 運

営会社の PMPML と協議する必要がある。 

建設廃材の処分地及び負荷を、次の段階で調査する必要がある。 

ムラ川手前に寺院があり、その寺院の土地買収を予定している。本件と

は別に、その移設計画がある。管理者が移設に対して反対しており、移

設時期は未定である。 

車両基地（11ha）の予定地は農地であり、312 名の農家が土地を所有し

ている。 

10 水利用、水利権、入会権 D D D プネの取水源は、ダムである。PMC については、Khadakuasla ダム、

Warasgaon ダム、Temghar ダム及び Panshet ダムから取水している。

PCMC については、Pavana ダム及び Bhama Askhed ダムである。これら

のダムは本プロジェクト路線から遠いため、本プロジェクトによる影響は

及ばないと考えられる。本路線沿いに水道管が埋設されているため、水

道管の地下埋設状況について次の段階で調査する。 

11 公衆衛生 D C- C- （-）工事期間中ならびに供用後は人工地盤による面的な地表改変、変

形の発生が予想され、それに伴う一時的な水溜りの出現によるデング熱

等の発生リスクが高まる。 

12 災害、リスク、HIV/AIDS 等

の感染症  

D B- C- （-）小売店及び家屋を取り壊す際に、粉塵、汚水、悪臭等の発生リスク

が高まる。 

工事中の建設車両及び建設廃材の運搬及び処分のためのトラックによ

る交通量の増大、渋滞の悪化が予想され、交通事故の発生リスクも高ま

る。 

地上部では、LRT の軌道内に入れないよう柵状のもので囲いをし、交通

事故を防ぐが、建設前と比べると交通事故が発生するリスクが高くなると

予想される。 

自然環境 

13 地形・地質 D D D 車両基地（11ha）の土地は水平ではなく、北西が高く南が低くなってい

る。南の方は 2m か 3m の盛土、本線から基地へ入る辺りは切土になる。

車両基地における地形・地質に及ぼす影響を次の段階で調査をする必

要がある。 

また、切土・盛土により、土砂の廃棄、もしくは土砂の調達ための場所の

選定が必要となる。それらの場所については、次の段階で調査する。 

14 地下水 D D D 本プロジェクトでは地下工事を行わないため、地下水への影響は殆どな

いと考えられる。 

15 侵食 D B- D （-）車両基地の土地は水平ではなく、北西が高く南が低くなっている。 

南の方は 2m か 3m の盛土、本線から基地へ入る辺りは切土になる。 

急傾斜地等の地形は存在しない。 

16 水文 D B- B- （-）工事期間中ならびに供用後は、車両基地の建設の際に、盛土及び

切土による面的な地表改変が予想される。それに伴う局地的な水文特

性（水収支）の変動リスクが高まる。 

17 沿岸生態系 D D D 特になし。 

18 動植物相 D A- D （-）貴重種はいない。沿道樹木の概略本数は、次の段階で調査する。

19 気象 D B- B- （-）工事期間中ならびに供用後は車両基地の建設の際に、面的な地表

改変が予想される。それに伴う局地的な水文特性（水収支）の変動によ

り局所的な気象変動リスクが高まる。 
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評価 
環境項目 

工事前 工事期 供用後
評価理由 

20 景観 D B- B± （-）車両基地の建設について、工事期間中は面的な景観変化の発生が

予想される。また、沿道には樹木が並んでおり、駅舎及び路線を建設す

るために、伐採する必要がある。 

（+）車両システムの一部に架線レスシステムを用いる予定である。架線

レスシステムは、架線ありのシステムに比べ景観を損ねず、肯定的な影

響がある。 

21 地球温暖化 D B- C+ （-）工事中は、コンクリート等建設資材の使用、工事車両の稼働、建設

廃材処理、小売店、民家の撤収・処理等による二酸化炭素排出が一時

的に増加する。 

（+）一方で、回生ブレーキの使用により、温室効果ガス排出量の削減が

期待できる。また、本プロジェクトは、リキシャ、一般乗合バスから排出さ

れる二酸化炭素排出量低減への寄与が大きい（7.4.2 参照）。 

公害 

22 大気汚染 B- B- C+ （-）現状でも周辺交通車両の排ガスによる沿道大気質の影響が認めら

れる。工事中の建設車両による地域交通量の増加、それに伴う沿道大

気質の一時的な悪化が予想される。本プロジェクト実施前と実施後にお

ける大気質については、次の段階において詳細な調査が必要である。 

（+）本事業は、交通渋滞の緩和や二酸化炭素排出量の減少に貢献す

る。 

23 水質汚濁 D C- C- （-）ムラ川付近における工事によって、水質汚濁が生じる可能性がある。

24 土壌汚染 D D B- （-）車両基地における廃液（潤滑油及び洗浄液）により、周辺土壌汚染

発生のリスクが高まる。洗浄液については、水処理施設を設け、適切に

処理をする。 

25 廃棄物 D B- B- （-）工事中には、42 軒の小売店及び住居等の撤去による建設廃材処理

が必要となる。 

供用後には、車両基地において廃液（潤滑油及び洗浄液）が生じる。洗

浄液については、水処理施設を設け、適切に処理をする。リチウムイオ

ン電池（総量 230 トン）を日本からインドに輸出する予定である。リチウム

イオン電池は、耐用年数が約 10 年～15 年である。インド国において、

リチウムイオン電池をリサイクルできる業者が既に存在しており、

処理マーケットが確立されているが、まだ十分に拡充されていない。

拡充前までにリサイクルが発生した場合には、使用済みのものを日本

に持ち帰り国際リサイクリングを行う事を考えている。 

26 騒音・振動 D A- C- （-）現状でも周辺交通車両による沿道騒音・振動の影響が認められる。

工事中の建設車両による地域交通量の増加、それに伴う沿道騒音・振

動の一時的悪化が予想される。 

供用後は、LRT走行により騒音・振動が発生することが懸念されるが、本

プロジェクトでは騒音・振動が少ない樹脂固定軌道を採用しており、騒

音・振動についてはほとんど影響がないと考えられる。 

本プロジェクト実施前と実施後における騒音・振動については、次の段階

において詳細な調査が必要である。 

27 地盤沈下 D D D 計画路線上において、地盤沈下は確認されておらず、また地中工事がな

いため、地盤沈下が生じる可能性は低い。 

28 悪臭 D B- C- （-）工事中、局地的な地域排水不良に伴う水溜りの発生、それに伴う悪

臭（腐敗臭など）の発生リスクが高まる。 

29 底質 D C- D （-）ムラ川付近の工事により、濁水がムラ川へ流れ込み、堆積する可能

性がある。  

30 災害・リスク D B- B- （-）工事中の建設車両稼動に伴う交通量増大、渋滞の悪化が予想され、

交通事故の発生リスクも高まる。 

LRT 専用道路を設けるが、LRT の地上走行の際には、交通事故が発生

するリスクが高まる。 

注、A：重大な影響、B：重大ではないがある程度の影響、C：影響の程度は未定、D：影響はないか、ほとんど無視できる程度、 
＋：正の影響、－：負の影響 

出典：調査団 
 
 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

7-25 

表 7.2.5 環境初期スコーピング（ステージ 2：St1～St5 及び St19～St21） 

評価 
環境項目 

工事前 工事期 供用後
評価理由 

社会環境 

1 非自発的住民移転 D D D 非自発的住民移転は発生しない。 

2 雇用や生計手段等の 

地域経済 

A- A± A± （-）工事期間中には St1～5 までについては、オフィス、小売店やショッピ

ングモール等の商業活動に影響を与えるため、営業補償をする必要が

ある。 

（+）工事作業員の雇用が期待される。また、本事業により、駅周辺の開

発、地域経済の活性化が期待される。 

3 土地利用と地域資源の活

用 

D B- B+ （-）St1～5 には沿道樹木があり、本プロジェクト建設にあたって伐採する

必要がある。伐採する樹木数については、次の段階で調査する。 

（+）本事業による新たな開発により、土地の有効活用が期待される。 

4 社会関係資本・知己の意

思決定機関などの社会組

織 

D D D 
全プロジェクトサイクルをとおして 、地域の社会関係資本・地域の意思

決定機関等の社会組織に与える影響はほとんどない。 

5 既存インフラや社会サービ

ス 

B- A- B± （-）線路の設置及び駅舎の建築にあたり、周辺道路において一時的な

交通混雑の悪化が予想される。 

特にSt1 からSt5 までのプネ市中心地は、現時点でも交通渋滞が頻繁に

起きており、工事中には大混雑が予想される。 

（+）道路の交通混雑が緩和される。 

6 貧困層・先住民族、少数民

族 

D D D 本プロジェクトにより影響を受ける貧困層・先住民族、少数民族はいな

い。 

7 地益と便益の偏在 D D D 本プロジェクトにより利益と損害の偏在が生じることは殆どないと考えら

れる。 

8 遺跡・文化財 D D D 計画地域周辺には保護の対象となる遺跡・文化財は存在しない。 

9 地域内の利害対立 D D D 本プロジェクトにより地域内の利害対立が生じることは殆どないと考えら

れる。 

10 水利用、水利権、入会権 D D D 本プロジェクトでは、地下工事を行わないため、水利用に影響が生じるこ

とは殆どないと考えられる。 

11 公衆衛生 D C- C- （-）工事期間中ならびに供用後は人工地盤による面的な地表改変、変

形の発生が予想され、それに伴う一時的な水溜りの出現によるデング熱

等の発生リスクが高まる。 

12 災害、リスク、HIV/AIDS 等

の感染症  

D B- C- （-）工事中の建設車両及び建設廃材の運搬及び処分のためのトラック

による交通量の増大、渋滞の悪化が予想され、交通事故の発生リスクも

高まる。 

地上部では、LRT の軌道内に入れないよう柵状のもので囲いをし、交通

事故を防ぐが、建設前と比べると交通事故が発生するリスクが高くなると

予想される。 

自然環境 

13 地形・地質 D D D 周辺地形の大規模変化をもたらす土工事は計画されておらず、従って周

辺地形・地質に及ぼす影響は深刻ではない。 

14 地下水 D D D 本プロジェクトでは地下工事を行わないため、地下水への影響は殆どな

いと考えられる。 

15 侵食 D D D 周辺地形の大規模変化をもたらす土工事は計画されておらず、また急

傾斜地等の地形も存在しない。 

16 水文 D B- B- （-）工事期間中ならびに供用後は、人工地盤の建設の際に、面的な地

表改変が予想される。それに伴う局地的な水文特性（水収支）の変動リ

スクが高まる。 

17 沿岸生態系 D D D 特になし。 

18 動植物相 D A- D （-）沿道には樹木が並んでおり、駅舎及び路線を建設するために、伐採

する必要がある。 

19 気象 D B- B- （-）工事期間中ならびに供用後は、人工地盤地の建設の際に、面的な

地表改変が予想される。それに伴う局地的な水文特性（水収支）の変動

により気象変動のリスクが高まる。 
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評価 
環境項目 

工事前 工事期 供用後
評価理由 

20 景観 D B- B± （-）沿道には樹木が並んでおり、駅舎及び路線を建設するために、伐採

する必要がある。 

（+）車両システムの一部に架線レスシステムを用いる予定である。架線

レスシステムは、架線ありのシステムに比べ景観を損ねず、肯定的な影

響がある。 

21 地球温暖化 D B- C+ （-）工事中は、コンクリート等建設資材の使用、工事車両の稼働、建設

廃材処理等による二酸化炭素排出が一時的に増加する。 

（+）一方で、回生ブレーキの使用により、温室効果ガス排出量の削減が

期待できる。また、本プロジェクトは、リキシャ、一般乗合バスから排出さ

れる二酸化炭素排出量低減への寄与が大きい（7.4.2 参照）。 

公害 

22 大気汚染 B- B- C+ （-）現状でも周辺交通車両の排ガスによる沿道大気質の影響が認めら

れる。工事中の建設車両による地域交通量の増加、それに伴う沿道大

気質の一時的な悪化が予想される。本プロジェクト実施前と実施後にお

ける大気質については、次の段階において詳細な調査が必要である。 

（+）本事業は、交通渋滞の緩和や二酸化炭素排出量の減少に貢献す

る。 

23 水質汚濁 D D D 本プロジェクトでは地下工事を行わない。また、路線沿いに川・湖等の水

源は存在しないため、水質への影響は殆どないと考えられる。 

24 土壌汚染 D D D 本プロジェクトにより土壌汚染が生じることは殆どないと考えられる。 

25 廃棄物 D B- B- （-）リチウムイオン電池（総量 230 トン）を日本からインドに輸出する予定

である。リチウムイオン電池は、耐用年数が約 10 年～15 年である。イン

ド国において、リチウムイオン電池をリサイクルできる業者が既に

存在しており、処理マーケットが確立されているが、まだ十分に拡

充されていない。拡充前までにリサイクルが発生した場合には、使

用済みのものを日本に持ち帰り国際リサイクリングを行う事を考えてい

る。 

26 騒音・振動 D A- C- （-）現状でも周辺交通車両による沿道騒音・振動の影響が認められる。

工事中の建設車両による地域交通量の増加、それに伴う沿道騒音・振

動の一時的な悪化が予想される。 

供用後は、LRT 走行により騒音・振動が発生することが懸念されるが、

本プロジェクトでは騒音・振動が少ない樹脂固定軌道を採用しており、騒

音・振動についてはほとんど影響がないと考えられる。 

本プロジェクト実施前と実施後における騒音・振動については、次の段

階において詳細な調査が必要である。 

27 地盤沈下 D D D 計画路線上において、地盤沈下は確認されておらず、また地中工事が

ないため、地盤沈下が生じる可能性は低い。 

28 悪臭 D B- C （-）工事中、局地的な地域の排水不良に伴う水溜りの発生、それに伴う

悪臭（腐敗臭など）の発生リスクが高まる。 

29 底質 D D D 本プロジェクトにより、底質の変化が生じることは殆どないと考えられる。

30 災害・リスク D B- B- （-）工事中の建設車両稼動に伴う交通量増大、渋滞の悪化が予想さ

れ、交通事故の発生リスクも高まる。 

LRT 専用道路を設けるが、LRT の地上走行の際には、交通事故が発生

するリスクが高まる。 

注、A：重大な影響、B：重大ではないがある程度の影響、C：影響の程度は未定、D：影響はないか、ほとんど無視できる程度 
＋：正の影響、－：負の影響 

出典：調査団 
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7.3 RAP 予備調査 

7.3.1 土地収用関連法規 

1) 土地収用法（1894） 

インドにおける土地収用は植民地時代の 1894 年に制定された土地収用法が現在も運用されて

いる。その主な手順を以下に列記する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.3.1 インド国における土地収用プロセス 1（1894 年法） 

4. Final declaration 
After receipt of objections, the concerned authority shall consider those objections, and if found 
unsatisfactory, then a final declaration rejecting the claims will be issued. Section 6 of the amended Act 
provides that the final declaration shall be issued by the authority within a period of one (1) year from the 
date of issuance of preliminary notification under section 4(1) of the Act.  However, prior to the 
amendment, the time stipulated under the Act for final declaration was three (3) years from the date of 
publication of the preliminary notification.  The final declaration has to be published as required under 
section 6(2) of the Act. 

1. Investigation 
When a local authority or a company requires a land, an application is required to be made by it to the 
revenue authority.  The application should be accompanied with a copy of the plan showing survey 
nos., purpose of acquisition and the reason for the particular site to be chosen and the provision made for 
the cost of the acquisition.  After the government has been fully satisfied about the purpose, the least 
area needed, and other relevant facts as provided under land acquisition rules, it will issue a notification 
under Section 4 of the act that the particular land is required for public purpose. 

A

2. Notification 
Land acquisition process begins with the issuance of preliminary notification, as envisaged under section 
4(1) of Land Acquisition Act, 1894.  The notification has to be essentially published in the official 
gazette and in two (2) daily newspapers circulating in that locality of which at least one shall be in the 
regional language.  Further, it is also necessary that the notification has to be affixed in conspicuous 
places of that locality. 
One of the revenue officers is appointed as the collector to hold an inquiry under Section 5-A of the Act.  
After notification the owner is prohibited from selling his property or disposing of it and prevented from 
carrying out any works of improvements for which no compensation will be paid if executed without 
prior permission from the collector. 

3. Filing of objections 
The main objective of issuing preliminary notification (previous step) is to call for objections, if any, 
against such acquisitions from the owners or others who are having certain interest over the property; 
giving them an opportunity to raise their claims against the move of the government for acquiring their 
lands.  The persons aggrieved by such notification shall file their objections within thirty (30) days from 
the date of preliminary notification (i.e., date of the publication of notification). 
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図 7.3.2 インド国における土地収用プロセス 2（1894 年法） 

 

現行法（1894 年法）では「補償は市場価格の 3 割増し」と規定されているが、代替地の保証や

生活保障などについては定めがない。 

土地収用問題は、以前から公共事業、例えばダム建設や農地改革事業において存在していたが、

公共目的であるという認識が比較的理解・共有されやすく、また土地収用される人々の一部に

対し公的部門での雇用促進もある程度保証されていた。これに対し 1991 年の経済自由化以降の

土地収用では状況が大きく異なり、また民間部門主導の発展に転換したため従来行われていた

公的部門での雇用促進の割合も低くなり、総じて土地収用が困難になる状況が多数報告されて

いた。 

この背景により、同法の改正について議論されており、2012 年 11 月に新土地収用法（Land 

Acquisition Rehabilitation and Resettlement（LARR））が策定された。しかし現時点（2013 年 4

月時点）で正式に承認されていない。 

JICA ガイドライン別紙１の非自発的住民移転において、「住民移転計画には、世界銀行のセー

フガードポリシーの OP4.12 Annex A に規定される内容が含まれることが望ましい」と言及され

A 

Land Transfer 

5. Award 
Section 11 of the Act provides that after receiving the objections, the authority will have to hold an 
enquiry.  However, it is necessary that actual extent of land proposed to be acquired and the value of the 
land has to be assessed before starting the enquiry, as required under sections 8 and 9 of the statute.  On 
completion of the enquiry, award will be passed to that effect and published by the competent authority. 
After passing the award, the Collector or the Deputy Commissioner shall send notice to the owners or 
their representatives who were not present personally at the time of passing of the Award. 

Time limit 
Once the enquiry is concluded, it is the duty of the competent authority to pass the award within two (2) 

years from the date of publication of the declaration under section 6, as envisaged under section 11 A of 
the Act.  If the authority fails to adhere to the time schedule prescribed under the Act, the entire 
proceedings initiated for land acquisition will lapse.  After passing of the award, the Deputy 
Commissioner or any other competent authority may take possession of the land immediately, which 
shall thereupon vest absolutely with the government, free from all claims, whatsoever. 

6. Reference to Court 
Any person interested to whom the award is not satisfactory can submit a written application to the court.  
This application should be made within six weeks from the date of declaration of the award 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

7-29 

ている。その世銀セーフガードポリシーOP4.12 Annex A で挙げられている住民移転計画に記載

すべき主要項目とインド国土地収用法（1894 年法）で列記されている調査項目との比較を表

7.3.1 に示す。 

表 7.3.1 世銀セーフガードポリシーとの比較 

 世銀セーフガードポリシー インド国土地収用法（1894 年制定法） 

1 移転に係る社会経済調査の結果 特になし。 

2 移転対象者の定義及び補償・支援の受給資格 事業実施に伴い、計画地域内に存在する家屋、事業
所、土地等が PAP の対象となり、土地取得交渉にあた
り、公示がなされる。 

3 損失価額の算定方法及び損失の補償方法 公示後、対象となる PAP 夫々に対し、資産評価が行わ
れ、それらの調査結果をもとに損失価格の算定、補償方
法が決められる。現行法（1894 年制定法）では「補償は
市場価格の 3 割増し」と規定されているが、代替地の保
証や生活保障などについては定めがない。 

4 補償及び支援の具体的内容 代替地の提供、もしくは金銭補償等、複数のオプション
が提案。 

5 移転先に用意される住宅、インフラ、公共施設 特になし。 

6 移転住民及び移転先コミュニティーの移転プロセ
スへの参加 

移転住民への説明会は開催、移転先コミュニティーにつ
いては特になし。 

7 苦情処理メカニズム 特になし。 

8 実施スケジュール 公示後、土地取得交渉に関する期間は、原則として公
示後 1 年以内と規定。通常は 3 年～4 年以内に土地の
受け渡しがなされている（p7-27 参照）。 

9 費用見積もり及び予算計画 項目 3、4 の検討結果をもとに全体費用見積もり、並びに
予算計画が立てられる。 

10 モニタリング及び事後評価の概要 特になし。 

出典：調査団 

 

新土地収用法は正式に承認されていないため、本プロジェクトの用地買収は土地収用法（1894

年法）に従う。（Mr.Shinde：PMC Land Acquisition Department 及び Ms.Pratibha Badhane：PCMC 

Town Planning Department、私信、2013） 

2) 新土地収用法（Land Acquisition Rehabilitation and Resettlement（LARR）） 

現行法（1894 年法）では「補償は市場価格の 3 割増し」と規定されているが、代替地の保証や

生活保障などについては定めがない。この状況を背景として 2011 年 9 月に政府が国会に提出し

た、新土地収用法案（LARR）で改定された項目は以下の通りである。（出典：第 6 回ビジネス

レポート、住友商事株式会社、2012 年 10 月 24 日） 

(1) 公共事業を具体的に限定する（国防、公益、災害復興等） 

(2) 保護対象を所有者のみならず、その土地にかかわる小作農や労働者にも広げる。 

(3) 土地の最低買収価格は、「農地は市場価格か取引価格の高い方の 4 倍（市街地では 2 倍）」

とする。 

(4) 転売益が発生した場合、その 20％を元の所有者に還元する。 

(5) 住民の移転先に、道路、下水道、農業用灌漑、交通機関、受電設備、学校等の設置を行

い、安全な飲料水源を確保する。 
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(6) 移転する住民に対して、「所定の広さの家、または所定の金額の提供」を行う。 

(7) 開発後に雇用が発生する場合、移転世帯は原則「一人の就職斡旋」の機会を受ける。 

(8) 上記のほか、引越し費用、生活保障費（1 年間）等を支給する。 

(9) 種々の「住民補償条項」については、民間の大規模土地収用についても適用される。 

新土地収用法（LARR）は作成されているが、まだ承認されておらず正式に改定はされていない。

したがって、本プロジェクトの用地買収は土地収用法（1894 年法）に従う（Mr.Shinde：PMC Land 

Acquisition Department 及び Ms.Pratibha Badhane：PCMC Town Planning Department、私信、2013）。 

3) PMC、PCMC における用地買収手続き 

(1) PMC の用地買収手続き 

PMC の用地買収手続きは、2 通りある。マハラシュトラ地域都市計画法（1966）による用地買

収と土地収用法（1894）による用地買収がある。 

マハラシュトラ地域都市計画法（1966） 

PMC はマハラシュトラ地域都市計画法（The Maharashtra Regional and Town Planning Act, 

1966）にしたがい、レターを提出する。協議（PMC 及び土地所有者）をし、土地所有者が土

地を引き渡すことに同意をした場合、補償方法（FSI / TDR / 現金補償）を記載したコンディ

ショナルレシートを作成する。コンディショナルレシートをもとに、PMC が用地取得を行う。

（マハラシュトラ地域都市計画法の section 126 を参照。）この計画法にしたがった場合、土

地収用を短期間（3～4 ヵ月）で終わらせることができる。 

土地収用法（1894） 

土地収用法（1894 年法）に従い土地収用を行う。用地買収の完了までに 3～4 年かかる。  

(2) PMC の補償単価 

補償方法は 3 つある。 

1. 現金補償： 

Ready Reckoner（http://www.readyreckoner.in/）による市場価格により決定する。この場

合、用地買収に 1～2 年かかる。 

2. 土地補償： 

代わりの土地を補償する。用地買収に 3～4 ヵ月かかる。 

3. FSI の変更、TDR による補償： 

PMC によるプロジェクトは FSI、TDR により補償する。本プロジェクトのように 3 機関

でプロジェクトを実施する場合も、3 になる。 

(3) PCMC の用地買収手続き 

土地収用法（1894）に従い土地収用をする。最短で 1 年半かかる。（図 7.3.3 参照） 
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図 7.3.3 用地買収のプロセス（PCMC） 

出典：調査団 

(4) PCMC の補償単価 

NH4 付近は開発区域ではないため、TDR や FSI による補償はしていない。現金の補償のみして

おり、Ready Reckoner（http://www.readyreckoner.in/）に示されている土地の市場価格 +30%を支

払う。 

7.3.2 用地買収箇所一覧 

プロジェクトの実施に伴い、非自発的住民移転が生じる。St9～St10（幅：約 3.2m、距離：約 80m、

面積：約 256m2）、St10～ムラ川（幅：約 3.2m、距離：約 150m、面積：約 480m2）、NH4 付近（幅：

約 8m、距離：約 500m、面積：約 4,000m2）の用地を買収する。St9～St10 には警察署、警察のト

レーニングセンターがあり、St10～ムラ川には小売店、住居、寺院及び小学校がある。NH4 付近

には、小売店及び住居がある。 

車両基地の予定地は農地であり、約 11ha である。予定地には、工場、学校、畑及び住居が存在す

る。（Appendix 23 参照。） 

 
図 7.3.4 用地買収箇所 

出典：調査団 
 

Submission of application Application will be sent to General Board 

Application will be Land Acquisition Officer After that it will take 1 ½ 
minimum 
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表 7.3.2 LRT 事業実施の際に必要となる土地取得 

位 置 想定土地取得面積・属性 

1 

2 

3 

4 

St9～St10 

St10～ムラ川 

NH4 付近 

車両基地建設予定地 

256 m2：警察署、警察のトレーニングセンター 

480 m2：小売店、住居、寺院及び小学校 

4,000 m2：小売店及び住居 

約 11 ha：住居、工場、学校及び畑 

出典：調査団 

表 7.3.3 用地買収箇所一覧 

No. 分 類 場 所 備 考 

1 警察署 St9～10 Heritage Building、 GradeⅡ 

2 警察のトレーニングセンター St9～10 Heritage Building、 GradeⅡ 

3 小売店 ムラ川付近  

4 小売店 ムラ川付近  

5 小売店 ムラ川付近  

6 小売店 ムラ川付近  

7 小売店 ムラ川付近  

8 小売店 ムラ川付近  

9 小売店 ムラ川付近  

10 寺院 1 ムラ川付近 移設計画あり 

11 広場（寺院 2 に付随するもの） ムラ川付近 寺院 2 は土地買収しない 

12 学校 ムラ川付近 Shri Shivaji High School  

13 住居 ムラ川付近  

14 住居 ムラ川付近  

15 住居 ムラ川付近  

16 住居 ムラ川付近  

17 小売店 NH4 付近  

18 小売店 NH4 付近  

19 小売店 NH4 付近  

20 小売店 NH4 付近  

21 小売店 NH4 付近  

22 小売店 NH4 付近  

23 小売店 NH4 付近  

24 小売店 NH4 付近  

25 小売店 NH4 付近  

26 小売店 NH4 付近  

27 小売店 NH4 付近  

28 小売店 NH4 付近  

29 小売店 NH4 付近  

30 小売店 NH4 付近  

31 小売店 NH4 付近  

32 小売店 NH4 付近  

33 小売店 NH4 付近  

34 小売店 NH4 付近  

35 住居（アパート） NH4 付近  

36 住居（アパート） NH4 付近  

37 農地 車両基地 区画 No.360、農家数 21 名 

38 農地 車両基地 区画 No.361、農家数 16 名 

39 農地 車両基地 区画 No.362、農家数 55 名 

40 農地 車両基地 区画 No.363、農家数 11 名 
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No. 分 類 場 所 備 考 

41 農地 車両基地 区画 No.364、農家数 13 名 

42 農地 車両基地 区画 No.365、農家数 7 名 

43 農地 車両基地 区画 No.366、農家数 2 名 

44 農地 車両基地 区画 No.367、農家数 3 名 

45 農地 車両基地 区画 No.368、農家数 20 名 

46 農地 車両基地 区画 No.369、農家数 73 名 

47 農地 車両基地 区画 No.370、農家数 6 名 

48 農地 車両基地 区画 No.371、農家数 5 名 

49 農地 車両基地 区画 No.372、農家数 18 名 

50 農地 車両基地 区画 No.373、農家数 24 名 

51 農地 車両基地 区画 No.374、農家数 3 名 

52 農地 車両基地 区画 No.375、農家数 35 名 

53 学校 車両基地 SAU.C.N.D. English Medium School 

54 工場 車両基地  

55 住居（アパート） 車両基地  

56 住居（アパート） 車両基地  

57 住居（アパート） 車両基地  

58 住居（アパート） 車両基地  

59 住居（アパート） 車両基地  

60 住居（アパート） 車両基地  

61 畑 車両基地 面積約 4,500m2、品種：ソルガム 

出典：調査団 

7.3.3 LRT 路線 

LRT 路線沿いでは 3 箇所の用地買収が発生する。（図 7.3.4 参照） 

1 箇所目：警察署と警察のトレーニングセンター 

2 箇所目：ムラ川手前 

3 箇所目：NH4 の前後 

1 箇所目及び 2 箇所目は PMC の管轄、3 箇所目は PCMC の管轄となっている。（表 7.3.4 参照） 

表 7.3.4 用地買収箇所及び管轄 

用地買収箇所 管轄 

警察署と警察のトレーニングセンター PMC 

ムラ川手前 PMC 

NH4 の前後 PCMC 

出典：調査団 

【特に注意が必要な建造物】 

警察署及び警察のトレーニングセンター 
警察署と警察のトレーニングセンターは、Heritage Building（グレードⅡ）に指定されている。

グレードⅡの Heritage Building は、警察署の許可をとれば移設可能である。（表 7.3.5 及び図 7.3.5

参照。） 
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表 7.3.5 Listing of urban heritage buildings in Pune 

Grade Ⅰ Grade Ⅱ Grade Ⅲ 

A. Definition 

Heritage Grade-Ⅰ comprises buildings; 
precincts of national or historical 
importance, embodying excellence in 
architectural style, design, technology and 
material usage; they may be associated 
with a great historical event, personality; 
movement or institution. They have been 
and are, the prime landmarks of the city. 

Heritage Grade-Ⅱ[A and B] comprises 
buildings of regional or local importance, 
possessing special architectural or 
aesthetical merit, cultural or historical 
value, though of a lower scale than in 
Heritage Grade. They are local landmarks 
contributing to the image and identity of 
the City. They may be the work of master 
craftsmen, or may be models of proportion 
and ornamentation, or designed to suit a 
particular climate. 

Heritage Grade-Ⅲ comprises buildings, 
and precincts of importance for townscape; 
they evoke architectural aesthetic or 
sociological interest though not as much as 
in Heritage Grade Ⅱ. These contribute to 
determine the character of the locality, and 
can be representative of the life style of a 
particular community or region and may 
also be distinguished by setting on 
street-line or special character of the 
façade and uniformity of height, width and 
scale. 

B. Objective 

Heritage Grade-Ⅰ richly deserves careful 
preservation. 

Heritage Grade-Ⅱ deserves intelligent 
conservation. 

Heritage Grade-Ⅲ deserves protection of 
unique features and attributes. 

C. Scope for Changes 

No interventions would be permitted either 
on the exterior or interior unless it is 
necessary in the interest of strengthening, 
and prolonging the life of the buildings, 
precincts or any part or features thereof. 
For this purpose, absolutely essential and 
minimal changes would be allowed and 
they must be in accordance with the 
original.  

Grade-Ⅱ Internal changes, and adaptive 
reuse will generally be allowed, but 
external changes will be subject to 
scrutiny. Care should be taken to ensure 
the conservation of all special aspects for 
which it is included in Heritage 
Grade-Ⅱ[Grade-Ⅱ-B] 
In additional to the above, extension or 
additional buildings in the same plot or 
compound could, in certain circumstances, 
be allowed provided that the extension/ 
additional building do not detract from the 
existing heritage building(s) or precincts, 
especially in terms of height and facade.  

External and internal changes and adaptive 
reuse would generally be allowed. 
Changes can include extensions, additional 
buildings in the same plot or compound 
provided that the extension/ additional 
building is in harmony with and does not 
detract from the existing heritage. 
building/precinct especially in terms of 
height and/ or façade. Reconstruction may 
be allowed when the building is 
structurally weak or unsafe or when it has 
been affected by accidental fire or any 
other calamity or if consume the 
permissible FSI and no option other than 
reconstruction is available. However, 
unless absolutely essential, nothing should 
spoil or destroy any special features or 
attributes for which it is placed in the 
Heritage List. 

D. Procedure 

Development permission for the changes 
would be given by the planning authority 
on the advice of the Heritage Conservation 
Committee to be appointed by the State 
Government. 

Development permission for the changes 
would be given by the Planning Authority 
in Consultation with a sub-Committee of 
the Heritage Conservation Committee. 

Development permission would be given 
for changes by the Planning Authority 
itself but in consonance with guidelines, 
which are to be laid down by the 
Government in Consultation with the 
Heritage Conservation Committee. 

E. Vitas/ Surrounding development 

All development in areas surrounding 
Heritage Grade-I shall be regulated and 
controlled, ensuring that it does not mar 
the grandeur of or views from, Heritage 
Grade-Ⅰ. 

  

出典：PMC 
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図 7.3.5 Grading of the listed precincts 

出典：PMC 

寺院 

2 箇所寺院がある。1 つの寺院（写真 1）については広場のみ用地買収する。もう一方の寺院（写

真 2）については移設計画があるが、管理者が移設に対し反対している。2012 年 3 月時点で PMC

及び管理者が協議中であり、移設計画は進められていない。 

    
 写真 1 写真 2 

7.3.4 車両基地建設予定地 

車両基地の用地は約 11ha であり、図のように小区画に分かれている（図 7.3.6 参照）。車両基地

については、MIDC が JICA ガイドラインに従い、用地買収及び EIA を行う。現在、MIDC が車両

基地予定地を含めた IT パーク全体の土地取得交渉を進めているが、1,000 世帯以上の零細小規模

農家が対象となっており、交渉は難航している。（2012 年 11 月時点、サミール、私信、2012）

マハラシュトラ州では原則として農地の土地売買は農家、並びに州政府機関でのみ認められてお

り、それ以外の一般開発業者が直接農地を取得することはできない。現 IT パークの場合、州政府

が農地取得後、土地区分を農業目的から他目的に変更し一般企業へのリース（例えばリース期間

99 年）を行っている。 
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図 7.3.6 車両基地エリアの区画 

出典：調査団 
 

車両基地の用地には、工場、学校、畑及び住居がある。 
 

ソルガムの畑

住居

工場

学校

住居

住居

ソルガムの畑

住居

工場

学校

住居

住居

 

図 7.3.7 農地及び各建造物の位置 

出典：調査団 
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農家数 
車両基地の用地は農家が所有しており、1 区画を複数の農家が所有している。（表 7.3.6 参照） 

表 7.3.6 区画毎の農家数 

区画 No. 農家数 

No.360 21 名 

No.361 16 名 

No.362 55 名 

No.363 11 名 

No.364 13 名 

No.365 7 名 

No.366 2 名 

No.367 3 名 

No.368 20 名 

No.369 73 名 

No.370 6 名 

No.371 5 名 

No.372 18 名 

No.373 24 名 

No.374 3 名 

No.375 35 名 

 計 312 名 

出典：調査団 

農作物 
農作物はソルガムのみであり、作付面積は 4,500m2 である。車両基地の土地は肥えていないため、

ほとんどの農家は農作物を育てていない。 

 

図 7.3.8 ソルガム 

出典：調査団 
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7.4 二酸化炭素排出量予備検討 

7.4.1 はじめに 

ここでは需要予測結果をもとに LRT 事業の実施にともなうプネ市全域にわたる移動源（注、飛行

機、鉄道を除く移動車両）からの二酸化炭素排出量を試算した。ここで試算は、当調査で実施し

た需要予測計算ソフト CUBE 内で、当 LRT 計画の需要予測計算結果をもとにインド国内の CO2

排出原単位を用いて、(i) LRT 事業有り、(ii) LRT 事業無し、の 2 シナリオに関して行われている。

また対象車両は、(i) 自動二輪（TW）、(ii) 乗用車（Car）、(iii) リキシャ（Auto）、(iv) BRT バ

ス、(v ) 一般乗合バス（Feeder Bus） を 5 車種である。 

7.4.2 検討結果 

図 7.4.1 及び 7.4.2 は、LRT 事業有り、無しの場合の、プネ市全体の走行車両から排出される二酸

化炭素排出量（t/日）を、目標年次ごとにそれぞれまとめたものである。これらの図より一般車両、

並びに自動二輪からの二酸化炭素排出量が主流を占める事がよくわかる。 

図 7.4.3 は LRT 事業実施に伴うこれらの結果をもとに算定した二酸化炭素排出量の減少率をまと

めたものである。これより二酸化炭素排出量の側面から見た場合、LRT 事業の自動二輪（TW）へ

の影響は比較的小さいが、リキシャ、一般乗合バスから排出される二酸化炭素排出量低減への寄

与は大きい事がわかる。 
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図 7.4.1 車種別二酸化炭素排出量（LRT 事業有り） 

出典：調査団、2012 
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図 7.4.2 車種別二酸化炭素排出量（LRT 事業無し） 

出典：調査団、2012 
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図 7.4.3 LRT 事業実施に伴う車種別二酸化炭素排出量減少率 

出典：調査団、2012 
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7.5 環境社会配慮調査の ToR 案 

7.5.1 はじめに 

当 LRT 事業を推進するにあたり、インド国の EIA 関連法（詳細は 7.1 節参照）や JICA 環境社会

配慮ガイドライン（2010 年改訂）にもとづき EIA 並びに RAP 報告書を準備・作成し、事業実施

に関する環境許認可を申請する事が重要となる。前述したようにインド国の場合、鉄道計画事業

に EIA 調査は義務付けられていないが、その事業規模並びに周辺に及ぼす影響を考慮すれば（7.2

節 環境スコーピング表 7.2.4 及び 7.2.5 参照）、次の F/S 調査において適切な環境社会配慮調査を

行う事が望ましい。またプネ市ではメトロ事業、BRT 事業等の交通インフラ整備や IT パーク等の

開発事業が同時進行しており、これらの開発事業との整合性をとる事も重要である。 

当 LRT 事業では駅番号 18 番近くに車両基地（敷地面積 = 約 11ha）が計画されている。同車両基

地予定地は、現在、工場、学校、宅地及び小規模農地があり（詳細は 7.3 節参照）、農地で MIDC

が土地取得交渉を行っているが、かなり難航している。近年のマハラシュトラ州の大規模開発事

業に伴う土地取得は円滑に進行しているとは言い難く、一部、暴動も発生している。同土地取得

は MIDC 側の負担事項ではあるが、JICA 側からの専門家派遣などによる全体の交渉プロセス監視

や、土地取得後の長期にわたるフォローアップが必要と判断される。 

当事業実施のために必要となる主な調査検討項目を以下に示す。 
 

1．環境影響評価書（EIA、詳細は 7.1 節参照） 

2．住民移転計画書（RAP、詳細は 7.3 節参照） 

3．樹木移植・伐採計画書（詳細は 7.2 節参照） 

これらの報告書、関連資料、書類の作成にあたっては、事業に関する最終的な設計検討内容や予

備環境結果（7.2 節参照）をもとに ToR が策定・承認されたあと（詳細は 7.1 節参照）、一連の調

査を速やかに実施し、関連報告書・書類を作成し、許認可取得申請に備える事が重要と言える。

なお環境許認可申請並びに関連協議の主管官庁はマハラシュトラ州環境専門審査委員会（State 

Expert Appraisal Committee: SEAC）である。 

当節では次期調査（フィージビリティー調査）で実施が必要となる EIA を含む環境社会配慮関連

調査の ToR 案を整理する。ここで環境社会配慮関連調査は、工事活動を含めた事業実施による直

接・間接的影響範囲を含めたエリアが対象範囲となる（詳細は 7.5.3 節にて記述予定）。 

また住民移転に関しては MIDC の負担事項であるため、ここでは同調査に関する ToR 策定は当作

業から除く。但し、今回の LRT 案件では車両基地建設など、大規模の土地取得の発生が予想され

る事より、PAPs（被影響住民）に対し十分な情報提供・協議を踏まえたうえで、関連する社会調

査の実施を通して PAPs を含めた地域住民の生活・生計状況を把握する事も重要となる。当事業

の土地取得に関する基本方針は、7.5.5 節に整理している。 
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7.5.2 基本対処方針（環境緩和策） 

下表は環境初期スコーピング結果をもとに（前出の環境スコーピング（表 7.2.4 及び 7.2.5 参照）

にて評定結果が A もしくは B のものを対象）、必要環境緩和策基本方針を整理したものである。 

表 7.5.1 環境緩和策基本方針 

 環境項目 環境緩和策基本方針 

1 非自発的住民移転 LRT本線沿いの一部にかけて25軒の小売店、6戸の住居、学校、警察署、警察のトレー

ニングセンター及び寺院の用地買収が発生する。また車両基地建設予定地では、宅

地、農地等の用地買収が発生する。次の調査段階で、より詳細な RAP 調査を行う必要

がある。 

2 雇用や生計手段等

の地域経済 

LRT 建設が予定されている路線周辺には多数の家屋、商店、事業所等が存在し（注：正
確な数は現時点では不明）、一部において商業活動も盛んである。事業実施に向けて
は、早期の段階での情報公開、事業説明を行うと共に、対象区域内の社会経済構造に
ついて調査・分析を行い、事業実施が予定されている街区の家屋、商店、事業所群全
体、また車両基地建設予定地での居住者、農業を営む世帯の、事業実施後の生計回復
について、移転後のフォローアップ調査を行う必要がある。 

3 土地利用と地域資源

の活用 

車両基地建設予定地は農地であり、事業実施後は、周辺土地利用と地域資源に影響を
与える事が予想される。事業実施に向けては、早期の段階での情報公開、事業説明を
行うと共に、対象区域内の社会経済構造について調査・分析を行い、車両基地建設予
定地での居住者、農業を営む世帯の、事業実施後の生計回復について、移転後のフォ
ローアップ調査を行う必要がある。 

5 既存インフラや社会

サービス 

線路の設置及び駅舎の建築にあたり、周辺道路において一時的な交通混雑の悪化が

予想される。特に St1～St5 のプネ市中心地、St5 付近のプネ大学前の交差点及び St15

付近の交差点近辺、NH4 との立体交差では大混雑が予想される。周辺の社会・商業活

動を損なわないような施工計画を策定する必要がある。 

また BRT 計画とも一部路線が重複しており、両計画間における整合性を取る必要があ

る。また計画路線沿いに高圧線が設置されており、高架を計画する場合は、同施設との

兼ね合いについて配慮を行う必要がある。 

11 公衆衛生 工事期間中並びに供用における一時的な水溜りの発生の早期発見体制を確立させると

共に、殺虫剤散布を行う等の環境管理計画を策定する。 

12 災害、リスク、

HIV/AIDS 等の感染

症 

粉塵、汚水、悪臭等の発生リスク低減に向けた防止対策策定をC/P 側に要請、移転・土

地取得に関し、建設廃材不法投棄などの不合理発生を誘発しないような計画案が策定

される事を確認する。 

地盤崩落・陥没等、不測の建設事故発生リスクの回避・低減に向けた施工計画、安全管

理体制（環境管理計画も含む）を策定する。 

16 水文 

19 気象 

車両基地など大規模な面的な地表改変、それに伴う地域流出の変化（局地的な水文特

性の変化）が予想され、その内容によっては微気候の変化にも影響を及ぼすことが想定

される。また近傍を流れるムラ川の洪水リスクも無視できず、後述する項目 30“災害・リ

スク”でも言及するが、局地的な内水排除検討に供するようなデータを揃える必要が高

い。そのためにも車両基地計画区域を含む広域における現況水収支特性を分析し、工

事期間中、供用後の既往の地域洪水規模を想定した内水排除問題検討を行い、“グ

リーンビルディング（屋上での緑地保全地域、貯留施設の設置）”等、環境に配慮した建

築物設計へのフィードバックを行う。 

18 動植物相 

20 景観 

プネ市は“グリーンシティー”を標榜し、LRT 建設工事に伴う市内樹木の伐採には許認可

が必要となる。事前に指定緑地内の樹木インベントリー調査など関連植生調査を行い、

伐採本数の把握、代替緑地の提案等を策定したうえで、樹木伐採に関する許認可申請

を行う。 

また LRT 建設に伴う樹木伐採によりプネ市内における都市景観の改変が予想される。

但し LRT 自体の景観要素としての各種ランドマークを空間的特異点としての位置づけが

向上する事も期待される。ランドマークとしての成立可能性や地域アイデンティティの形

成・醸成等について、CG 等の可視化手法を援用し、プロジェクトの視覚的側面を、地域

住民も含めたステークホルダーに周知・議論させる。 
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 環境項目 環境緩和策基本方針 

22 大気汚染 工事中の建設車両による地域交通量の増加、それに伴う沿道大気質の一時的な悪化

が懸念されるため、まず事業実施前に計画地周辺（主要幹線道路や建設資材運搬道

路）において、現況沿道大気質・微気候の測定を行い、ベースラインデータを収集する。

測定項目としては粉塵（PM2.5 や PM10）、窒素酸化物（NOx）、一酸化炭素（CO）、風向、

風速が挙げられる。雨期・乾期を代表期間に複数地点（例えば 5 地点）において 24 時間

連続測定を行う。工事期間中、並びに供用後も継続して計測を行う。 

23 水質汚染 建設予定車両基地では使用済み潤滑油や洗浄液等の廃液の発生が見込まれるが、廃

液処理については周辺農地、水路に負の影響を及ぼさないような水処理施設を設置す

る必要がある。 

25 廃棄物 当事業においては、LRT 本線建設や車両基地建設工事に伴う建設残土発生が懸念さ

れるため、種別ごとの発生数量・時期の整理結果をもとに、計画地域周辺からアクセス

可能な処分場の有無を調べ、建設廃材の適正な処理方法を模索する。 

本計画では大量のリチウムイオン電池を使用予定である。同電池は、可燃性の電解液

を使用しており、使用後の処理において直接物理的破砕を行うと破裂・発火の危険性が

ある。インド国において、リチウムイオン電池をリサイクルできる業者が既に存在しており、処理

マーケットが確立されているが、まだ十分に拡充されていない。拡充前までにリサイクルが発生した

場合、使用済み同バッテリーのリサイクル・廃棄処分について、しかるべき配慮を行う必

要性が高い。それ以外に使用予定の主な電子機器の廃棄処分についても、同州で策定

された電子機器廃棄ガイドラインを順守する必要がある。 

26 騒音・振動 工事中の建設車両による地域交通量の増加、それに伴う沿道騒音・振動の一時的な悪

化が懸念されるため、まず事業実施前に計画地周辺（主要幹線道路や建設資材運搬道

路）において、現況沿道騒音・振動の測定を行い、ベースラインデータを収集する。測定

項目としては Leq（騒音）、L10（振動）が挙げられる。雨期・乾期を代表期間に複数地点

（例えば 5 地点）において 24 時間連続測定を行う。ここで測定地点は大気質と同じ地点

で行う事が望ましい。工事期間中、並びに供用後も継続して計測を行う。 

28 悪臭 工事中、局地的な地域排水不良に伴う水溜りの発生、それに伴う悪臭（腐敗臭など）の

発生リスクが高まる。項目 11“公衆衛生”でも言及したが、一時的な水溜りの発生の早

期発見体制を確立させる等、必要な環境管理計画を策定する。 

30 災害・リスク 工事期間中の建設車両稼動に伴う周辺交通量増大、渋滞の悪化、交通事故の発生リス

クの増加に対しては、迂回路設定や時期について全体工程を見渡しながら、余裕のある

施工計画を策定する。 

また計画地域周辺は都市洪水の発生リスクが高く、これらの諸因を十分に反映させた設

計検討を行う。都市洪水対策については、項目 16“水文”、項目 11“気象”と連動させ、

工事期間中、供用後の既往の都市洪水規模を想定した内水排除問題検討を行い、必

要な対策を講じると共に、施設設計にフィードバックさせる。 

出典：調査団、2013 

7.5.3 EIA 調査対象範囲 

EIA 調査を行う場合、計画対象地域（LRT 計画路線及び車両基地建設予定地）をもとに直接影響

範囲、間接影響範囲を設定する必要がある。同範囲は事業内容をもとに適切に設定した後、

EIA-ToR 策定にし、環境関連部局にて承認を受けなければならない。インド国環境関連法では、

範囲設定に関する明確な規定はないが、既往の BRT 事業に関する EIA 調査では、例えば計画路線

中央から両側 500m（つまり幅 1,000m×計画路線全長の帯状の区域）が影響範囲と捉えられ、環

境社会配慮関連調査がなされている（Sawant、私信、2012）。LRT 事業の受益者（影響範囲）は、

BRT 事業のものとほぼ同程度と見なされるため、影響範囲を 500m とした。これらの協議事項を

もとに作成した EIA 調査範囲（推定）を図 7.5.1～7.5.3 に示す。ここで当事業実施に伴う影響範囲

を計画路線中央並びに車両基地予定敷地境界より外側 500m の位置に設定している。 
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注： 図中実線は当 LRT 事業に必要となる環境影響評価検討業務の対象範囲を示す。ここで境界線は、計画

路線並びに関連敷地境界線より 500m の位置を目安に設定している。 

図 7.5.1 EIA 関連調査対象範囲（推定、その 1、PMC 区間：駅番号 1～10） 
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注： 図中実線は当 LRT 事業に必要となる環境影響評価検討業務の対象範囲を示す。ここで境界線は、計画

路線並びに関連敷地境界線より 500m の位置を目安に設定している。 

図 7.5.2 EIA 関連調査対象範囲（推定、その 2、PCMC 区間：駅番号 10～18） 
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注： 図中実線は当 LRT 事業に必要となる環境影響評価検討業務の対象範囲を示す。ここで境界線は、計画

路線並びに関連敷地境界線より 500m の位置を目安に設定している。 

図 7.5.3 EIA 関連調査対象範囲（推定、その 3、IT パーク：駅番号 18～21） 
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7.5.4 ToR（案） 

1) 主要検討項目 

環境初期スコーピング結果（表 7.2.4 及び 7.2.5 参照）及びそれらをもとに作成された基本対処

方針（表 7.5.1）をもとに、次のプロジェクトサイクル（フィージビリティ調査）で要求される

EIA 等の関連環境社会配慮関連調査の ToR 案を策定した。ToR 策定にあたっては、インド国 EIA

法はもちろん、関連国内法や新 JICA 環境社会配慮ガイドライン（2004 年施行、2010 年施行、

以降 JICA ガイドラインと呼ぶ）を踏まえ、円滑な環境許認可取得や RAP 承認、沿道樹木の伐

採許可取得がなされるために必要となる関連調査項目を選定している。 

表 7.5.2 は、当再開発事業の環境社会配慮面から見た主要検討項目をまとめたものである。それ

らの作業項目詳細は Appendix 24 として掲載している。プネ市では、市内の一部において 2004

年から沿道大気質、水質に関し継続モニタリングを実施している（Appendix 22 参照）。表 7.5.2

に挙げられているベースライン環境情報収集には、それら既往の環境情報・データベースを十

分に活用する事が重要となる。 

表 7.5.2 環境社会配慮主要検討項目 

 Major Tasks to be conducted 

1 Descriptions of Baseline Environment Condition 

2 Environmental Field Survey 

3 Social Survey 

4 Environmental Impact Assessment 

5 Environmental Mitigation 

6 Environmental Management 

7 Environmental Monitoring 

8 Public Involvement 

 

表 7.5.3 は EIA 調査実施に関する概略工程をまとめたものである。ここで EIA 実施に関する事

前の ToR 案策定から業者選定、モビライゼーションまで約 2 ヶ月、調査に 10 ヶ月（業務実施

から最終報告書作成まで）かかると想定している。 

当 ToR（案）は 2013 年 3 月時点における事業計画内容に基づき策定している。但し事業スコー

プの内容については、今後、新しい展開が出てくる可能性がある。関連する環境社会配慮調査

の ToR 策定においては、それらの変化に柔軟に対処しつつ必要に応じて内容を変更し、最適な

環境ライセンス申請も含めた環境監理体制を模索する事が重要である。 
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表 7.5.3 EIA 概略工程 

 1    2    3    4    5    6    7    8    9   10   11   12   13   14 

(month)

1. EIA Tender Preparation. 

2. Selection of EIA Consultants 

3. EIA Study 

4. EIA Examination 

5. Public Consultation 

6. EIA Approval 

7. Tree-cutting Permit Approval 

8. Environmental & Social Monitoring 

 

 

 

 

 

 

 

 

注： ここで EIA 調査は最終報告書作成までに約 10 ヶ月かかると想定している。樹木伐採許可申請に関する一連

の調査は、EIA 調査内で実施するものと想定している。 
出典：調査団、2012 

2) 沿道樹木伐採 

環境チェックリスト（表 7.2.3 参照）及び環境スコーピング（表 7.2.4 及び表 7.2.5 参照）でも指

摘されているように、当 LRT 事業の実施に伴い、計画路線沿いにおいて沿道樹木伐採が発生す

る確率が高い。プネ市はグリーンシティーを標榜し、市ではこれらの樹木伐採においては可能

な限り移植を推奨している（マハラシュトラ州都市内樹木保護保全法：1975 年施行、2004 年改

正）。伐採する場合は、1 本の伐採に対し 3～5 本（3 年後に最低 3 本が育っている状態である

ことが必要。地域や木の種類によっては 5 本）の植樹が必要となる。沿道樹木の移植・伐採に

あたっては、移植する木の種類、樹齢、大きさ、生息場所及び移植場所を調査する必要がある。

図 7.5.4 はこれまでプネ市で行われた開発事業に伴う樹木の移植・植樹事例を示したものである。 

 

市内公園（旧石切り場）内に移設された樹木 市内公園（旧石切り場）内での植樹 

図 7.5.4 開発事業に伴う市内樹木の移植・植樹事例（プネ市、2012 年 8 月撮影） 

出典：調査団、2013 
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3) 施設内緑化 

マハラシュトラ州の緑化保全条例では、新規大規模施設を建造する場合、例えば一定規模（計

画敷地面積＞面積 2,000m2）以上の施設を計画する場合、その 25％は緑化地域を設定するよう

通達されている。またこの場合、80m2 毎に 1 本の植樹を行う事、また外来種ではなく、在来の

樹種（樹種詳細は Appendix 25 参照）を採用する事が指定されている。 

4) ムラ川氾濫 

図 7.5.5 は、LRT 計画路線周辺のムラ川河川状況を示したものである。同図より、LRT 計画路

線の一部がムラ川に近接（約 30m）しており、またこの近接地点が河川屈曲部にあたる事より、

流量増加時には流勢による河岸侵食、及び部分冠水発生の可能性が高い。ちなみに同屈曲部の

下流側 400m のところに潜水橋があり（図 7.5.6）、毎年雨期の流量増加時には、潜水橋路面よ

り 1m 程度の越流が発生する事もあるとの現地聞取り結果も得られた。ムラ川の雨期洪水状況

については、今後も精度を高めた検討（例えばシミュレーション解析）を行う事が必要と判断

される。 
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注： 図中の白破線は LRT 計画路線を示す。○内にてムラ川と LRT 計画路線が近接している。またムラ川は

河岸堤防もなく、雨期の流量増加に伴い、部分冠水発生の可能性が高い。 

図 7.5.5 ムラ川と LRT 計画路線 

 

潜水橋よりムラ川上流側 潜水橋状況、雨期には越流発生 

注：図 7.5.5 の○印付近ムラ川屈曲部より約 400m 下流にある潜水橋より撮影 

図 7.5.6 ムラ川河川状況（2012 年 11 月撮影） 

潜水橋

河川屈曲部にあたり、河岸か

ら道路端まで約 30m、標高差

も小さく、雨期の流量増加時

には越流、河岸侵食の可能性

が高い。 
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7.5.5 土地取得交渉支援 

前述したように LRT 事業実施に必要となる土地取得（車両基地、LRT 本線、詳細は 7.3 節参照）

参照）は、MIDC の実施負担事項であるが、近年、大規模開発に伴う土地取得（特に農地）交渉

が紛糾し、幾つかのプロジェクトが保留となっている事も報告されている。 

インド国内においてこれまで行われてきた RAP 等の土地取得関連調査の内容については、事前通

知や測量を踏まえた田畑などの所有財産のインベントリー作成・整理も行われており、手続きと

しては問題がない。但し、それらの土地取得交渉にあたり、事前に十分な説明があったかどうか、

それらを踏まえたうえで合意形成がなされたかどうかという点では不明瞭な点が多い。このため

前述したように JICA 調査団側からの全体の交渉プロセス監視や、土地取得後の長期にわたるフォ

ローアップが必要と判断される。下表は、現行の土地収用法にもとづく当 LRT 事業における土地

取得交渉過程をまとめたものである。同表より、住民説明会は、同表のステップ 2 実施後に行わ

れる。4 番目の土地取得交渉に関する最終結審は、最初の公示から 1 年以内になされることになっ

ているが、当 LRT 事業における土地取得対象地域の多くが LRT 本線沿いでは事業所、商店、車

両基地では宅地、農地等である事より、同交渉が難航し長期化する可能性も否定できない。 

Appendix 26 として、PAPs（プロジェクト実施に伴う被影響住民）への社会経済調査の調査票を添

付している。プロジェクト実施にあたっては、各 PAPs（被影響世帯・住民）に対し、適切な情報

公開を行い、事業実施に必要となる土地交渉への合意の有無を確認すると共に、補償の対象とな

る農地、家屋等の不動産等の正確なインベントリーを作成する事が重要となる。 

表 7.5.4 土地取得交渉工程（概略） 

Task 2        4        6        8       10       12       14 (months) 

1. Investigation 

2. Notification 

3. Filing of objections 

     ((negotiation)) 

4. Final declaration 

5. Award 

 

 

 

 

 

 

注：現行の国内土地収用法（1894 年施行）をもとに作成。住民説明会は、同表のステップ 2 実施後に行

われる。4 番目の土地取得交渉に関する最終結審は、最初の公示から 1 年以内になされることになっ

ているが、当 LRT 事業における土地取得対象地域の多くが農地である事より、長期化する可能性も

否定できない。 

JICA ガイドラインでは、大規模非自発的住民移転が発生するプロジェクトの場合、住民移転計画

が、作成・公開されている事、住民移転計画の作成に当たり、事前に十分な情報が公開された上

で、これに基づく影響を受ける人々やコミュニティーとの協議が行われていなければならない事

が規定されている。またこれらの協議に際しては、影響を受ける人々が理解できる言語と様式に

よる説明が行われていなければならない。また JICA ガイドライン別紙１の非自発的住民移転にお

いて、「住民移転計画には、世界銀行のセーフガードポリシーの OP4.12 Annex A に規定される内

容が含まれることが望ましい」と言及されている。下表は、世界銀行のセーフガードポリシー
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OP4.12 Annex A で挙げられている住民移転計画に記載すべき主要項目とインド国土地収用法

（1894 年制定法）で列記されている調査項目との比較分析を行ったものである。 

表 7.5.5 世銀セーフガードポリシーとの比較 

 世銀セーフガードポリシー インド国土地収用法（1894 年制定法） 

1 移転に係る社会経済調査の結果 特になし。 

2 移転対象者の定義及び補償・支援の受
給資格 

事業実施に伴い、計画地域内に存在する家屋、事業所、土地等が
PAP の対象となり、土地取得交渉にあたり、公示がなされる。 

3 損失価額の算定方法及び損失の補償方
法 

公示後、対象となる PAP 夫々に対し、資産評価が行われ、それら
の調査結果をもとに損失価格の算定、補償方法が決められる。現
行法（1894 年制定法）では「補償は市場価格の 3 割増し」と規定さ
れているが、代替地の保証や生活保障などについては定めがな
い。 

4 補償及び支援の具体的内容 代替地の提供、もしくは金銭補償等、複数のオプションが提案 

5 移転先に用意される住宅、インフラ、公
共施設 

特になし。 

6 移転住民及び移転先コミュニティーの移
転プロセスへの参加 

移転住民への説明会は開催、移転先コミュニティーについては特
になし。 

7 苦情処理メカニズム 特になし。 

8 実施スケジュール 公示後、土地取得交渉に関する期間は、原則として公示後 1 年以
内と規定。通常は 3 年～4 年以内に土地の受け渡しがなされている
（p7-27 参照）。 

9 費用見積もり及び予算計画 項目 3、4 の検討結果をもとに全体費用見積もり、並びに予算計画
が立てられる。  

10 モニタリング及び事後評価の概要 特になし。 

出典：調査団、2013 

これより世銀セーフガードポリシーと比較した場合、項目 1（移転に係る社会経済調査）、項目 6

（移転住民及び移転先コミュニティーの移転プロセスへの参加）、項目 7（苦情処理メカニズム）、

項目 10（モニタリング及び事後評価の概要）に関し、現行のインド土地収用法（1894 年施行法）

では網羅されておらず、従って必要な支援を行う必要性が高い事がわかる。支援を行う際は、JICA

ガイドライン、世銀 OP4.12 に示される要件を満たすよう相手国政府に指示し、別途、長期専門家

もしくはコンサルタントを派遣する事が適切と考えられる。また派遣を行う場合、事業実施に伴

う土地取得交渉の準備段階からの同専門家もしくはコンサルタントの早期参加を行い、移転に係

る包括的な社会経済調査の実施支援や土地取得交渉、土地の受け渡し、移転後のモニタリング等

の長期的な監視・支援を行う事が重要と考えられる。下表に当 LRT 事業の土地収用支援に関する

基本対処方針をまとめている。 
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表 7.5.6 土地収用支援に関する基本対処方針 

 支援重点項目 基本対処方針 実施時期 

1 移転に係る社会経済
調査 

LRT 最終案をもとに PAPs(プロジェクト実施に伴う被影響住民)、移転先を
同定し、社会経済調査を行うと共に、担当部署の設立、予算措置を行う。 

準備段階 

6 移転住民及び移転先
コミュニティーの移転
プロセスへの参加 

LRT 最終案をもとに PAPs(プロジェクト実施に伴う被影響住民)、移転先を
同定し、現地 NGOs 等を活用したコミュニティー参加プログラムを策定す
ると共に、担当部署の設立、予算措置を行う。 

準備段階 

7 苦情処理メカニズム 土地交渉期間中、土地受け渡し後の2期間を対象に、土地取得を含めた
関連地域コミュニティーからの苦情処理システムを策定するとともに、担
当部署の設立、並びに予算措置を行う。 

準備段階 

10 モニタリング及び事後
評価の概要 

PAPs を対象に、土地受け渡し後の生計回復状況について、定期的にモ
ニタリング、事後評価を行う。 
なおモニタリング・事後評価システムに関する担当部署の設立・予算措
置を行う。 

土地受け渡
し後 

出典：調査団、2013 

Appendix 26 として、PAPs（プロジェクト実施に伴う被影響住民）への社会経済調査の調査票を添

付している。プロジェクト実施にあたっては、各 PAPs（被影響世帯・住民）に対し、適切な情報

公開を行い、事業実施に必要となる土地交渉への合意の有無を確認すると共に、補償の対象とな

る農地、家屋等の不動産等の正確なインベントリーを作成する事が重要となる。 

7.5.6 環境管理計画基本方針 

EIA の準備・作成においては、環境社会配慮面から見た当再開発プロジェクトが円滑に進行する

ための環境管理計画（EMP）を策定する事が要求される。施工前、施工期間中、終了後（供用開

始）においては、例えば基本対処方針（表 7.5.1 参照）に整理された各環境項目に関し包括的な

EMP を策定する事が重要である。 
 

 モニタリング計画（例えば沿道大気質・振動、水質、近接河川底質土等）の策定 

 モニタリング結果の整理手法の確立 

 通常時におけるクレーム処理体制の確立 

 事故等の異常事態が発生した場合の本体工事へのフィードバック体制確立 

 関連ステークホルダーへの連絡体制確立 

 RAP 調査支援及び土地取得後の農家生計維持フォローアップ 

 リチウムイオン電池、関連電子機器の安全廃棄処理体制確立 

 その他 

 

特に当再開発事業に関する環境社会配慮を効果的に実施するためには、PMC、PCMC やマハラシュ

トラ州公害管理局、環境専門審査委員会（EAC）、インド国軍はもちろん、周辺コミュニティー

や関連 NGOs 等と、事業の進捗状況に関する定期的説明会や工事期間中における突発的な問題の

早期発見・解決のための連絡体制を構築する事が重要である（図 7.5.7 参照）。 

また当事業における車両基地を含めた LRT 計画実施に必要となる土地取得は、マハラシュトラ州

により実施される予定であるが、農地を手放した農家に対する生計回復、補償金の有効利用に関

するアドバイスなど、一定期間のフォローアップ調査が必要と考えられる。 
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                     Project Management        EMP Liaison  

 

                                      Management of Project Implementation/EMP  

                                    

 

 

 

                        Public Liaison/Information Disclosure 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.5.7 EMP 体制 

出典：調査団、2012 
 

7.5.7 リチウムイオン電池の環境社会配慮面での検討 

本計画で使用予定であるリチウムイオン電池は、可燃性の電解液を使用しており、使用後の処理

において直接物理的破砕を行うと破裂・発火の危険性があるため、事前に取り外す必要がある。

耐用年数は約 15 年で、今回の LRT 計画でも約 230 トンのバッテリーが使用予定である事（注：

単位重量 2.8 t のバッテリーパックを約 82 個使用予定）、またインド国内において、同電池処理

施設は存在するも、十分ではない事（2012 年 11 月時点）等を考慮すれば、同バッテリーのリサ

イクルについては、しかるべき配慮を行う必要性がある。 

同バッテリーの電解液の引火点は摂氏 40 度程度であり、日本国内消防法では第 4 類第二石油類に

該当する。第四類第二石油類の指定数量は 1,000 リットルと規定されており、指定数量（1,000 リッ

トル）以上の第二石油類の貯蔵又は取扱いは、危険物の規制に関する政令で定める技術基準に適

合した施設で行う必要がある（例えば、直径 18 mm、高さ 65 mm の円筒型リチウムイオン電池の

場合、約 50 万本以上相当の分量の貯蔵又は取扱いが対象）。 

PMC, PCMC, MIDC 

and/or SPC 

State Pollution Control Board 

(SPCB) and/or EAC 

Resident Engineers (RE) Office 

 Chief RE 

     RE 

     Environmental Experts 

     Social Expert 

     Resettlement Expert 

Others 

Contractor’s Project Manager 

Other Important Stakeholders: 
  Ministry of Defense 
  HIA 
  Maharashtra State Government 

JICA 
  Environmental NGOs 

Surrounding Communities 
METRO Project Owner 
BRT Project Owner 
Other Relevant Project Owners 

Contractor 

1. Follow-up monitoring for farmers who 
cede their agricultural lands to MIDC 

2. Follow-up monitoring of roadside trees 
relocation and/or relevant new 
plantation. 
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前述したように国内におけるリチウムイオン電池の取扱いは、消防法において第 4 類第 2 石油類

（引火性液体）とみなされ（消防危第 48 号（平成 8 年 4 月 2 日付、消防庁危険物規制課長通達）、

危険物扱いとなっていることにより、電池の製造、貯蔵、輸送、集積、電池を用いた蓄電設備の

設置等において、過剰な取扱い設備が要求されている。これは国際輸送に関する基準を定めてい

る国連勧告（一定の安全試験をクリアしたものについては非引火性液体として取り扱う）に整合

した区分とはなっていない。ちなみに日本国内法では、同電池の輸送に関して運搬容器の規制（表

示等）を満足すると共に、指定数量以上の輸送時には関連市町村への申請が義務付けられている。 

円筒型リチウムイオン電池の重量を、1 本 70ｇと仮定した場合、 

70g/本×500,000.00 本 ＝ 35,000.00 kg ＝ 35 t  ≫ 2.8 t 

今回の LRT 計画では、各 LRT の車両及び各駅の充電設備へ装備するリチウムイオン電池の単位

量は、約 2.8 t であり、日本の消防法で適用した場合、単位量としては、指定数量を超えることは

ない。ただし、輸送に関しては、リチウムイオン電池を車両や充電設備に組み込んだ状態で輸送

する場合と、別途輸送により現地で組み込む場合との二通りが考えられる。車両や充電設備に組

み込んだ状態での輸送の場合は、一輸送単位毎で指定数量を超えることはないと考えるが、リチ

ウムイオン電池をまとめて輸送し、現地で組み込む方法を採用した場合は、指定数量を超える可

能性が高く、その場合には、消防法に準拠した運搬及び貯蔵方法を考慮する必要性が高いと判断

される。なお、保管に関しては、各車両毎、各駅毎に一単位毎で装備設置されるため、限定され

たエリアにおいて指定数量を超えて保管することはない。 

リチウムイオン電池の市場規模は 2020 年には現在の市場規模の 10 倍にまで拡大すると言われて

いる。リチウムイオン電池の世界的シェアは日本が約 5 割を占めており、諸外国の安全基準の確

認はもちろんのこと、国際競争力強化の観点からも、世界をリードする安全基準の見直しが必要

であり、日本国消防庁としては、技術水準の向上や海外での取扱い状況を適宜把握し、不断の見

直しを行うことが当然との意見も出ている。 

このように電池製品自体については日本国内において技術上の安全が認められているが、処理・

リサイクルする場合においては危険性がある。またインド国における大規模なリチウムイオン電

池の使用は始まったばかりであり、その維持管理・廃棄について、日本の消防法と同様な法制度

の整備等についても日本側からのソフト面での十分な支援が必要と判断される。 

これらの事を考慮すれば、プロジェクトサイクルにおける工事期間中の機材搬入手順・据え付け、

供与後の維持管理、廃棄手順について明解な説明を環境管理計画の中において行う事が重要と

なる。 

近年、危険製品に対する規制要求や、環境的に受け入れやすい製品製造の模索は国際的な動きを

見せており、例えば EU では 2003 年にエレクトロニクス産業に影響を与える 2 つの規制命令を出

している。1 つ目は重金属等の物質を特定の電気・電子製品に使用することを禁止するもので、2

つ目は、電気・電子製品の回収・管理にあたり、環境に負荷を与えない方法をメーカーに模索・

確立させる事を義務化させるというものである（環境省、2009）。このような趨勢のなかで、リ
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チウムイオン電池もその設置・供用から回収・廃棄まで、製造者側が一貫して責任を持つという

姿勢が重要と言える。 

7.5.8 マハラシュトラ州における電子機器廃棄（e-waste）処理ガイドライン 

リチウムイオンバッテリー以外の主な電子機器としては、中央指令所（運行管理センター）で使

用予定のパソコン（産業用）が挙げられる。現時点では約 10 台程度の使用を考えているが、それ

らの耐用年数は 10 年と考えている。2011 年、同州で策定された電子機器廃棄ガイドラインでは、

廃棄処分における州公害管理局への届け出等の一連の手続きが明記されている。 

7.5.9 バーゼル条約 

前述したようにリチウムイオン電池（危険物指定）の廃棄はインド国でも、処理マーケットは確

立しているものの不十分である（2012 年 11 月時点）。しかし、上述の通り、今後、リチウムイ

オンを採用したシステムが多く導入されると見込まれており、それに伴い処理マーケットも充実

してくるものと予想されるが、マーケットが拡充される前に処理が必要となった場合には、適切

な廃棄を行うため日本国内に持ち込み、しかるべき廃棄処理を行う必要がある。日本並びにイン

ド国は、共に危険物の国際移動に関するバーゼル条約を批准している。本邦の場合、その監督官

庁は環境省であり、毎年「特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律」（以下「バーゼル

法」という。）の施行状況について指導を行っている。 

なお、平成 21 年１月から 12 月までの間に、バーゼル法に規定する手続を踏まえて実際に日本か

ら輸出された特定有害廃棄物等の量は 84,878 トン（平成 20 年は 54,204 トン）、日本に輸入され

た特定有害廃棄物等の量は 4,075 トン（平成 20 年は 3,874 トン）となっている。特定有害廃棄物

の輸入の状況について、輸入手続の段階別に整理すると、以下のとおりとなる。 

(1) 相手国から日本への輸出において事前通告を受領したものは 49 件で、その輸入予定量は 

24,720 トン（平成 20 年は 31 件、15,938 トン）であった。  

(2) 輸入者からの輸入承認の申請により経済産業大臣が輸入承認を行い、環境省から相手国

に対し輸入同意の回答を行ったものは 40 件で、総量は 19,428 トン（平成 20 年は 36 件、

12,093 トン）であった。 

(3) 輸入の承認を得たもののうち、実際に輸入が開始され、経済産業大臣が輸入移動書類を

交付したものは 97 件で、総量は 4,075 トン（平成 20 年は 115 件、3,814 トン）であった。  

またこれらの内訳は、電子部品スクラップ、銅スラッジ、ニカド電池スクラップ、基板スクラッ

プ等であり、金属回収など再生利用を目的とするものと報告されている。 

このようにリチウムイオン電池の運搬・廃棄にあたっては、①インド国からの輸出申請、②イ

ンド国－日本間の海上輸送許可、並びに③日本への輸入承認、の輸入・移動書類を取得する必

要があると言える。 
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7.5.10 プロジェクト実現のために当該国が成すべき事項 

前述したように当 LRT 建設計画事業は、大きく（i)LRT 軌道、及び（ii）関連車両基地建設、の

2 コンポ―ネントから構成される。また同事業の円滑な事業実施に向けては環境社会配慮面から

見て、①環境許認可、②土地取得、③沿道樹木伐採許可、の 3 許認可をインド国において、取得

する事が重要となり、インド国環境影響評価法や土地収用法、JICA 環境社会配慮ガイドラインに

準拠した環境影響評価を行い、各種環境関連許認可を取得する事が重要となる。 

インド国環境影響評価法に則り、同国の環境許認可を取得するにあたっては、事業実施主体が環

境許認可取得に必要となる EIA の実施にあったては、まず調査必要予算を確保し、州環境局 EAC

と協議を行うと共に、EIA 実施業者を選定する必要がある（詳細については 7.1 節参照）。 

また事業実施の前提となる用地取得が円滑になされる事を確認する事も重要である。前述したよ

うに、インド国内では開発事業に伴う土地収用手続きは確立されている。しかしそれらの土地取

得交渉にあたり、事前に十分な説明があったかどうか、それらを踏まえたうえで合意形成がなさ

れたかどうかという点では不明瞭な点が多い。このため同プロセスでは JICA 側からの専門家派遣

などによる全体の交渉プロセス監視や、土地取得後の長期にわたるフォローアップが必要と判断

される。 

下表に、同環境許認可取得にあたり実施が必要となる主な作業タスクを整理している。 

表 7.5.7 LRT 建設計画事業の環境許認可取得に関する主な作業項目 

 主 要 実 施 項 目 

用地取得 1. LRT 事業実施に必要な用地取得交渉に関する関連調査 ToR 策定、並びに同調査の実

施。なお JICA ガイドライン、世銀 OP4.12 に示される要件を満たすよう、必要に応じて JICA

より専門家派遣などによる技術的支援を行う。重点支援項目は以下の 4 項目が挙げられ

る。 

①移転に係る社会経済調査 
②移転住民及び移転先コミュニティーの移転プロセスへの参加 
③苦情処理メカニズムの設立 
④モニタリング及び事後評価の概要 

2. 必要用地の円滑取得 

EIA 調査準備段階 0. 事業実施主体内部における EIA 調査担当部の明確化 

1. EIA 調査 ToR（案）の策定 

2. EIA 調査関連予算の獲得 

3. 環境専門審査委員会（EAC）との事前協議、環境許認可取得申請 

4. EIA 従事業者の選定準備（入札） 

5. 入札による EIA 業者の選定 

EIA 調査実施段階 1. 州環境局、EAC との公式協議 

2. 関連環境社会配慮調査の ToR（案）の最終化・環境専門審査委員会（EAC）からの承認（こ

の承認を得て、EIA 調査を開始） 

3. EIA 調査の実施 

4. EIA 報告書（D/F）作成、環境専門審査委員会（EAC）への提出 

EAC による審査 1. 審査委員会の設立、同委員会による EIA 報告書（D/F）の審査開始。 

2. 審査結果の取りまとめ。同結果をもとに EIA 報告書（D/F）の修正・追加検討等を必要に応

じて実施（注：この報告書修正に関するやり取りは、複数回にわたる事も想定される）。 

3. EIA 最終報告書の作成 

4. EIA 最終報告書に関する環境専門審査委員会（EAC）の承認 

出典：調査団、2012 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

8-1 

第8章 事業スキームの検討 

今回のプロジェクトにおける PPP スキームの必要とするポイントは以下のとおりである。 

 従来、公共施設の事業においては、公共が主体で資金の調達から計画・設計・施工・維持

管理・運営を行う“上下一体型”によるケースが多く、資金の調達計画に時間を要し、ま

た事業の実施までの期間を要する難点があった。 

 PPP スキームによる事業もあったが、“上下分離型”や“上下一体型”で下部を公共、上部

を分離または両方を一体として、民間が自ら資金調達と建設工事をおこなって事例もある

ものの、運賃収入では、収益を賄えないことがあきらかとなっていた。 

 これを改善する事業スキームとして BOT Gross Cost Scheme（運賃収入による収益を一旦公

共に入れ、民間で行う部分に資金として供給するスキーム）をとり、民間が資金を一部調

達することによって、公共の負担を軽減し、公共事業の実施・実現を早める可能性を高め

ること。一方、変動する旅客需要のリスクを公共がとることで、民間が参入しやすい環境

をつくること。 

 公共および民間の実施する事業に VGF（財務省が管轄する政府資金および州が管轄する州

資金）を効果的に要請・供給することで公共と民間の資金計画を容易にすること。 

 民間の資金計画に長期資金調達の途を開き、かつ、金利による負担を軽減することを考え

ること。 

 インドにおける環境にやさしい新しい鉄道システムを導入するために、PPP スキームによ

る施設整備・管理・運営が適していること。 

 

8.1 公共と民間の施設区分 

8.1.1 官民役割分担の考え方 

本章では、まずインドにおけるインフラ開発にかかわる官民連携（PPP）方式について、その政策、

方針などをレビューし、特に本調査の目的である、PMC、PCMC の属するマハラシュトラ州とと

もに、その制度的枠組み、また都市鉄道プロジェクトにおける取り組みを概観する。 

1) インドにおける PPP の歴史・政策・方針 

インドにおける官民連携（Public Private Partnership：PPP）活用によるインフラ投資は 1998 年よ

り始まり、2000 年以後特に道路および電力セクターを中心に増加してきている。さらに政府の

政策的支援および特に資金調達面で PPP を支援する機関の設立などを強力に推進している。イ

ンド政府はこうした取り組みを進め、財務大臣は 2011 年にはより包括的な PPP 政策の策定を行

う必要があると説明し、新たな政策の発表が待たれているところである。 

その PPP 政策および制度的枠組みの発展過程を概観すると、2004 年 8 月に政府は首相を責任者

としてインフラ委員会（Committee on Infrastructure）を設立し PPP ガイドラインを発表。 
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2006 年 1 月には PPP 評価委員会（PPP Appraisal Committee：PPPAC）を設置し PPP プロジェク

ト承認プロセスの簡素化などを図り始め、同時期に VGF 審査・評価・承認を目的として関係

省庁間の委員会も設置した。2009 年 7 月に至り内閣インフラ委員会（Cabinet Committee on 

Infrastructure）が設置となり、PPP 政策全般および各セクターのレビュー、並びにこれらセクター

毎の目標・指標を承認する役割を持っている。2010 年 11 月にはインフラ資金調達ハイレベル

委員会（High Level Committee on Financing Infrastructure）が設けられ、優先度の高いインフラプ

ロジェクトへの投資の枠組みのレビューおよび提言を行っている。 

 

 

図 8.1.1 インドの主要な PPP 機関設置発展過程 

出典：調査団 

PPP プロジェクトの承認状況をみると、セクター別にみると、全部で 809 件、4 兆 3,610 億ルピー

の承認額のうちで、道路セクターが件数で 447 件で 55％、金額で 2 兆 2,775 億ルピーで 52％を

占め最大となっている。一方都市交通については、件数で 152 件で 19％、金額では 2,497 億ル

ピーで 7％となっている。 
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表 8.1.1 セクター別 PPP プロジェクト承認案件 

 
出典：PPP India 

都市鉄道分野における PPP の状況 

インドはその経済発展にともない都市化が急速に進行しているが、その速さにインフラ整備が

追い付いていない状況にある。2006 年には都市開発省（Ministry of Urban Development – MoUD）

が国家都市交通政策（National Urban Transport Policy – NUTP）を発表し、クルマ指向型社会か

らヒト指向型社会へと大きく政策を転換し今日に至っている。NUTP 2006 は公共交通指向型政

策 TOD を採用し、政府は、国内の百万人以上の人口を持つ都市には統合都市交通庁（Unified 

Metropolitan Transport Authority – UMTA）を設置し、計画・調整の任にあたり、また都市交通シ

ステムを統合的に管理を実施する体制整備を求めている。これらに対応し、各都市は都市交通

への対応を加速し始めており 2012 年 9 月段階で、政府は人口 2 百万人以上の都市で合計 19 都

市が鉄道計画にかかわる DPR を準備・実施しているが、そのうち 7 都市について PPP 方式を予

定している。 

表 8.1.2 都市鉄道分野での PPP プロジェクト 

 都市名 距離 km  予定路線  現状  

1  Mumbai  12  Versova-Andheri-Ghatkopar  建設中 

2  Delhi  23  New Delhi to Delhi Airport  竣工済  

3  Bangalore  40  Phase 2 -Gottigere to Nagawara, 
RV Road to Bommasandra  

DPR 承認済, デザインが 2012 年 9
月に完了予定 

4  Hyderabad  71  All routes  建設中 

5  Pune  15  Vanaz-Ramvadi  州政府承認済 

6  Jaipur  23  Sitapura-Ambabari  RFQ が 2012 年 5 月に発表 

7  Patna  40  Dak bunglow Square-Saguna Morh, 
Danapur-Patna city  

州政府承認済 

出典：調査団 
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残る 12 都市は、Kolkata、Chennai、Ahmedabad、Surat、Kanpur、Lucknow、Nagpur、Ghaziabad、

Indore、Coimbatore、Kochi 及び Kozhikode の各都市であり、これらは関係都市および州による

公共主導プロジェクトとして計画されている。 

NUTP 2006 における土地・不動産活用提言 

またこの NUTP 2006 も取り上げた特筆すべき点は、インフラ開発の難しさを考慮し、PPP 方式

導入にあたっての考えかたのひとつとして土地の活用、価値の活用を訴えたところにある。都

市交通はインフラプロジェクトのなかでも特に収益性を鉄道事業そのものに期待するところは

難しく、一方において財政に大きな負担をかけたくないという発想からすると、都市鉄道駅近

傍・沿線の土地の事業への有効活用が、民間資金活用による PPP 方式を前進させることに役立

つとの発想に基づくものとみるが、時間がまだ経過していないこともあり、土地/不動産開発の

都市鉄道への事業化については、まだ国内でも見方が分かれるところである。 

本プロジェクトについては、鉄道事業からみると派生的な業務と考えられる不動産等の開発を

本事業の中に取り込むことも検討を行ったが、不動産事業そのものの事業リスクが異なること、

また、鉄道事業そのものを PPP で実施するにあたって、VGF 等公共セクターからの支援・協力

により、民間セクター側からみた収益性を確保可能な見通しのもと参画・参入が検討可能と考

えられることから、本事業とは切り離した事業としての提言としてまとめることとした。 

計画委員会の都市鉄道への PPP は限定的にとの提言 

最近の動きとして、計画委員会の第 12 次 5 ヶ年計画の都市交通ワーキンググループが都市イン

フラに関する報告書を取りまとめ、PPP 方式がベストではないとする提言をまとめている。そ

れによると世界で 113 都市で都市鉄道を開発し運営しているがそのうち 88％は、公共セクター

が実施、民間セクターが参加しているケースは 12％にとどまるというものである。ワーキング

グループは、旅客輸送需要が十分にあること、土地利用については、鉄道運営に必要な内容に

限ること、鉄道運営・維持管理に PPP を採用するか否かはプロジェクト主体の判断によること

などを示唆している。 

ワーキンググループは、人口稠密地域で高架方式による鉄道建設が望ましいとされる場合を除

き、一義的には政府資金による実施が望ましいとしている。資金調達の考え方としては、 

 30％程度のプロジェクトのケースについては中央政府、州政府それぞれ 20％の VGF に

よる支援 

 70％程度のプロジェクトのケースは、20％（例外的に 30％）は中央政府が出資・劣後融

資・贈与で、20％を州から、5％を不動産開発で、5％は開発機関から、そして残りの 50％

を金融機関からの資金調達 

といった方式を提言している。 
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2) PPP 組織・体制 

中央政府レベルの PPP 組織的枠組み 

PPP プロジェクトの組織面での枠組みは、セクター横断的な管轄権を持つハイレベルの諮問機

関及び、PPP 調達プロセスと監視プロセスを可能とするために、計画委員会（Planning 

Commission）、内閣インフラ委員会（Cabinet Committee on Infrastructure – CoI）、インフラ資金

調達ハイレベル委員会（High Level Committee on Financing Infrastructure）、および PPP 評価委員

会（PPP Appraisal Committee：PPPAC）が設置されている。 

PPP Regulatory Institutional Structure
Central Government Level

Central Government

PC CoI HLCFI PPPAC
Planning Cabinet Committee High Level Committee on PPP Appraisal

Commission on Infrastructure Financing Infrastructure Committee

Chaired by Prime Minister Chaired by DEA

Line Ministries
MOF MoUD

 

図 8.1.2 中央政府レベルの PPP 組織枠組み 

出典：調査団 

上述の各機関・組織の機能・役割は以下のとおりである。 

計画委員会（Planning Commission – PC） 

2004 年 8 月に設立された、インドの国家計画立案に係る政府の最上位組織であり PC は PPP 

プロジェクトを審査し適切な修正を提案し、PPPAU を通じて重要な役割を担う。加えて、

PC はインフラ・セクター全体にかかわる横断的な方針を策定する。 

インフラ委員会（Committee on Infrastructure – CoI） 

CoI は 2004 年 8 月に設立され、インフラ開発および運営面での PPP インフラの組織的枠組

み整備を促進し、主要なインフラ・プロジェクトの進捗の管理を行っている。CoI は PPP

プロジェクトの実施にかかわる入札図書、プロジェクト仕様および標準、MCA、資金計画

等の各種ガイドラインを発表している。 

インフラ資金調達ハイレベル委員会（High Level Committee on Financing Infrastructure – HLCFI） 

2010 年 11 月にはインフラ資金調達ハイレベル委員会（High Level Committee on Financing 

Infrastructure）が設けられ、優先度の高いインフラプロジェクトへの投資の枠組みのレ

ビューおよび提言を行う。 
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州政府レベルの都市交通 PPP 組織的枠組み 

各都市のケースとも州政府からは独立した別な組織を設立し規制・監督・運営・管理を行って

いる。 

表 8.1.3 都市交通プロジェクト規制・運営主体 

 
出典：PPP India 

海外よりの民間資本が参加した都市交通のケースとしては、現在は以下の 2 例にとどまっている。 

表 8.1.4 外国資本参加による都市交通プロジェクト事例 

Project Delhi Airport Metro Express Line Mumbai Metro Line 1 

Project length  23km  12km  

Concessioning authority  DMRC  MMRDA  

Private player  Reliance Infrastructure  Reliance Infrastructure  

Foreign partner  CAF, Spain  Veolia, France  

Stake of foreign partner  5％  5％  

Role of foreign partner  Technical eligibility for the SPV, and 

technical support during construction 

Technical eligibility for the SPV, and 

technical support during construction 

Concession type  BOOT- 30 years  BOOT - 35 years  

Project status  Operations started in Feb 2011 and 

suspended from July 2012 due to 

structural faults leading to safety 

concerns  

Construction started in Oct 2008 with 

Dec ‘10 deadline. Three deadlines 

have been missed & a fourth one has 

been set for March 2013  

出典：PPP India 

このように先行プロジェクトは少ないものの、政府は外国企業が入札・実施・運営に参加しや

すいような環境整備にも努めている。その一例としてデリーメトロの場合には、その技術要件

として、都市鉄道事業（開発・運営保守管理・機器納入）への経験、鉄道システム納入、主要

な都市鉄道事業運営、電気・機械・信号・車両などの納入、土木工事等で 30 億ルピーを超える

規模の経験などとしている。 
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PPP 事業権契約は都市鉄道では未制定 

計画委員会（Planning Commission – PC）はいくつかのセクターでモデル事業権契約（Model 

Concession Agreement - MCA）を公表しているが、これはリスクと義務の適切なバランスを規定

し、公正で透明性のある形での PPP プロジェクトの迅速な展開を確保することを目的としてい

る。MCA を通じて発展してきた枠組みは包括的であり、国際的に認められている原則やベス

ト・プラクティスに準拠している。都市交通に関しては、まだ MCA が制定されておらず、今

後の PPP による事業実施の加速を展望すれば、早急な制定が望まれる。 

3) PPP プロジェクト応募・承認の流れ 

PPP プロジェクト計画にあたっては、まずプロジェクト事業者が F/S をプロジェクトを管轄す

る中央政府省庁もしくは州政府に提出しなければならない。詳細な F/S に加え、調達プロセス、

および入札関連図書の準備も求められる。またVGFの必要性および VFM妥当性も求められる。 
 

 

図 8.1.3 PPP プロジェクト申請フロー 

出典：PPP India 

F/S には以下の事項の記載が必要とされる。 

 プロジェクトの必要性、プロジェクト概要、社会・環境アセスメント、技術的説明、便

益分析、財務分析、経済分析、プロジェクト実施スケジュール。 

 リスク分析、官民分担、PPP タイプ、資金調達、VGF などの政府資金支援、事業実施機

関の実施運営能力分析 

プロジェクト承認から公示・選定フロー 

管轄省庁からプロジェクト提案は、プロジェクト規模が 10 億ルピーを超える場合には、PPP 評

価委員会（PPPAC）および.財務省の（Standing Finance Committee – SFC）/（Expenditure Finance 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

8-8 

Committee – EFC）に送られ基本承認を得ると、管轄省庁は入札案内 RFQ（Request for Quotation  

/ Invitation for Bid – IFB）を発表、入札者がショートリストされたのち、管轄省庁が RFP 案およ

び契約案を PPPAC および SFC/EFC に提示し最終審査を行い承認がとれると、RFP が発表され

る。入札応募を経たのち契約ネゴが実施され、最終的な民間事業者が選定される。 

 

 

図 8.1.4 PPP プロジェクト公示・選定フロー 

出典：PPP India 

マハラシュトラ州レベルでの PPP プロジェクト承認フロー 

本調査に即し州レベルまで展開すると、管轄省庁、すなわち都市開発省（MoUD）からの指示

のもと、マハラシュトラ州政府、都市自治体（Urban Local Bodies – ULB）、本件の場合は PMC、

PCMC を経由して実施される。 
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図 8.1.5 マハラシュトラ州 PPP 選定フロー 

 

外資の PPP プロジェクトへの参加 

外資による PPP への直接投資については、基本的に大きな制約とはなっていない。 

一般的には中央銀行(Reserve Bank of India – RBI) への申請により、自動認可となっている業種

が大部分であり、一部空港に制限、また禁止業種として原子力、鉄道、不動産となっている。

この場合鉄道は鉄道省傘下のものを指し、本件のような都市開発省が主管である都市鉄道は対

象とはなっていない。 

表 8.1.5 外国資本直接投資規制 

 
出典：調査団 
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8.1.2 官民役割分担 

PPP 事業におけるリスクの考え方 

新たに事業を PPP 方式で計画・実施・運営する際、詳細なリスクの特定並びに関係当事者内での

リスク割り当てをすることが重要であり、不可欠である。PPP プロジェクト分析を検討する場合、

基本的事例に重要なのは、リスクの特定及び定量化である。効果的なリスク割り当ては、特定さ

れた各リスクの結果の処理を開発者又は実施機関の一つのいずれに割り当てるか、又は責任分担

のシステムを通じて処理するかという責任の割り当てを前提としている。 

個別にプロジェクト実施の各段階において想定すべきリスクについて検討するまえに、基本的ア

プローチとして考慮すべき点は以下の通りである。 

 すべてのリスクを予見することは不可能 

当然のことながらリスクは全て予測できるわけではなく、法的枠組みもあらゆる範囲の問

題点を網羅することも、またこれらを PPP の取決めにすべてまかせることもできない。た

だし、予見・予測不能又は管理不能な事象を処理するメカニズムを認めることであり、こ

れらのメカニズムは、不可抗力及びその他の予見不能事象条項を設けることで関係者が必

要に応じ、契約内で処理するのがベストである。 

 望ましくないリスクの一方的な軽減の回避 

PPP プロジェクト実施の過程で、リスク割り当てを交渉力に基づき、経済的、社会的又は

政治的な強者が望ましくないリスクを回避しようとし、結局こうしたリスクを弱者に割り

当てることになることも一般的に指摘されているところである。 

 PPP の一体型又は上下分離型方式 

公共部門及び民間部門は、それぞれの側で、特定の PPP 取決め部分に対して責任をもつが、

事業実施全体を公共もしくは民間が単独の開発事業者として実施することも可能で、一体

型と呼ばれる。一方、上下分離方式と呼ばれるもので、事業を経済・社会基盤、いわゆる

土木・路盤・高架など下部構造の整備と、これに対して、上部構造、本事業に即していえ

ば都市鉄道にかかわる電気・機械・通信機器、車両および、民間導入施設等に関わる整備・

管理・運営を対象とする 2 つ又はそれ以上に分類する方式もある。 

 リスク管理能力 

当事者が特定のリスクを割り当てる各当事者の能力、及び万一リスクが発生した場合の処

理能力を分析することも同様に重要である。特定のリスクに責任をもつ当事者がこのリス

クに対処するに十分な能力があるかを慎重に分析することが必要である。   

プロジェクトリスクは、1) 事業全期間にわたって考えるべきもの、2) 設計・建設段階、そして

3) 維持管理・運営段階、さらには 4) 事業終了段階の、それぞれにおいて考慮すべき内容の検討

を行う。 
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1) 事業のすべての段階に共通するリスク 

(1) 政治的リスク 

政治的リスクは、国有化、新たな税制、債務や利益に悪影響を与えるその他の事象が含まれる。

規制リスクは、新たな基準の賦課又は競争の導入を含み、これに対して、業務上のリスクには、

発注者の違反又は発注者の計画変更による発注者の中断がある。その他の政治的リスクとして

は、戦争行為、反乱、不履行、及び公共部門側の過誤がある。公共セクターは、通常、政治的

環境の変化というリスクを処理する能力が最も大きいプロジェクト参加者であり、このリスク

を負担することが多い。 

(2) 法令・制度変更リスク 

法令変更リスクは、PPP 事業実施中に発生する修正又は廃止であり、基本的には公共が負担す

べきリスクと考えられる。法令又は規制の変更が事業の実施及び運用による、事業実施コスト

負担の増加、あるいは収益の減少に結びつく場合には特に、入札日付後のこれら法令変更に対

処するメカニズムを設けておくことが重要である。 

重大な法令変更とは、一般的に例えば次のものが挙げられる： 

 通貨又は資本の本国送金の制限、モラトリウム又は強力な為替制限  

 開発資産の国有化又は没収 

 輸出入禁止又は厳しい外貨割り当て 

 開発者に授与された開発権の剥奪 

ただし、①法令変更の対象者が広く一般的である場合、②事業者の創意工夫により費用の増加

の影響を抑えることができる場合、③（民間収益事業など）法令変更によるコストの増加を一

般利用者等に転嫁しうる場合は、事業者が負担するリスクと考える。 

(3) 経済リスク 

経済リスクは利率変動、インフレ、外国為替の変動などのリスクを指すが、公共が担保すべき

事項および施設供用開始前までのリスクは公共負担と考え、供用開始後は事業者負担のリスク

と考える。一方、建設期間中の資材物価高騰並びに維持管理運営期間中の一定の範囲を超える

物価変動については、合理的な費用負担のルール設定が必要であると判断する。 

金利変動リスク 
本事業においても、資金調達の融資は通常変動利率であり、一般的には公共部門がその責任

を負うことはなく、市場情勢に委ねざるを得ないことがあるが、いわゆる異常事態、金融危

機と呼ばれる状況になった場合に、利率が極端に上昇し、これが事業実施・運営に直接駅に

影響を与えることとなる場合についての取り決めをしておくことは求められる。 

インフレ率変動のリスク 

インフレーションはプロジェクトコストに重大な影響を与えることがある。代表的な PPP プ

ロジェクトでは、入札と運営・維持管理との間隔は長く、時間の経過に伴うインフレの累積

影響が大きくなる。 
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外国為替レート変動のリスク 
プロジェクト実施に必要な資機材の調達、資金調達は、その内容により外国為替レートの変

動に、プロジェクトが影響を受けるものも多い。PPP プロジェクトは、ODA 借款、債券発行、

市中銀行融資などの形をとり、外貨で資金調達を行うことが多いが、一方 PPP 事業収入は、

現地通貨建となり、外国為替相場の変動は、計画収入レベルに影響を与えることがある。 

(4) 社会リスク（住民対応リスク、環境リスク等） 

社会リスクは、事業実施に伴い発生する住民移転対応、建設期間中の交通規制などを、また環

境リスクは、事業実施・運営に伴い発生する自然環境、例えば大気・日照・水質・騒音などに

関わる内容を指し、これらについては、公共が担保すべき事項および施設供用開始前までのリ

スクは公共負担と考えられ、一方施設等の供用開始後は事業者負担のリスクと考えられる。 

(5) 不可抗力リスク 

計画段階で想定していない暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地滑り、落盤、落雷などの自然

災害、及び、戦争、暴動その他の人為的な事象等の不可抗力リスクは、事業者ではコントロー

ルできないリスクである。基本的には公共で負担することが適当である。一方で、不可抗力

による建設遅延・損傷等の損害に対して、より効率的な回復を促すためにも、リスクの一部

は事業者に負担させることが望ましいと判断する。 

2) 設計・建設段階でのリスク 

設計・建設段階のリスク、すなわち、設計・調査リスク、地質・地盤リスク、工事・監理リス

ク等は、公共が実施した調査・指示・変更・工事等は公共負担のリスクと考える。特に、計画

地の土壌汚染及び地中障害物等に関するものは、公共が負担するものと考える。これ以外の事

業者の事由によるものは事業者負担のリスクと考える。 

3) 運営・保守/維持管理段階のリスク 

維持管理・運営段階のリスク、すなわち維持管理運営コスト増リスク、施設損傷リスク、陳腐

化リスク等については、公共の責に帰する事由については公共負担と考える。一方、施設内の

テナント占有率や賃料水準が、想定されているレベルよりも下回るリスクが存在するが、これ

らは事業者負担のリスクと考える。また、事故・火災等による施設の損傷、第三者（施設の利

用者を含む）による施設の損傷等については、帰責事由に基づきリスクを分担する必要がある。

さらに、技術革新等に伴う施設・設備の陳腐化については、公共の指示により整備した施設・

設備については公共負担、それ以外の技術革新等に伴う施設・設備の陳腐化の増加費用は事業

者負担と考える。 

4) PPP 官民役割分担の考え方 

これらを踏まえ、官民のリスク分担は以下の表の内容となると考える。 
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分担 段
階 

リスクの種類 リスクの内容 
公共 民間

備考 

選定手続リスク 
募集要項等の誤り、内容の変更に関
するもの ●  

公共作成の民間事業者選定に係る書類の
誤り、手続きの誤りなどにより発生した追
加費用 等 

応募リスク 
応募事業者の応募費用の負担に関
するもの 

 ●
 

選
定
手
続
リ
ス
ク 契約締結リスク 

選定事業者と契約が結べない、又は
契約手続きに時間がかかる場合 ● ●

選定事業者と契約が結べない場合、それ
までに各々にかかった費用は各々が負担
する。 

本事業に直接的に関わる法制度等
の新設・変更に関するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 
法令リスク 本事業に関わらず、広く一般的に適

用される法制度の新設・変更に関す
るもの。 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

本事業に直接的に影響を与える税制
度の新設・変更に関するもの 

●  

消費税の範囲変更及び税率変更に
関するもの 

●  

税制変更リスク その他の税制度の変更に関するもの
（例：法人の利益に関する法人税の
新設・変更等）  ●

基本的には公共がリスクを取るべきである
と考えられる。ただし、①法令変更の対象
者が広く一般的である場合、②事業者の
創意工夫により費用の増加の影響を抑え
ることができる場合、③（民間収益事業な
ど）法令変更によるコストの増加を一般利
用者等に転嫁しうる場合は、事業者がリス
クを取るべきである。 
＊上述を PPP 事業契約書の条項として明

記 

許認可の遅延に関するもの（公共で
取得するもの） 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 
許認可リスク 

許認可の遅延に関するもの（公共で
取得するもの以外） 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

政治リスク 
政治上の理由、公共の政策変更によ
る事業の変更・中断・中止等に関する
もの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

制
度
変
更
リ
ス
ク 

公共支援リスク 
法律、協定、契約で定められた公共支
援が実施されないことに伴い事業者
側に発生した費用増加に関するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

公共が調達する必要な資金の確保に
関するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

VGF 資金確保・適時供給に関するも
の 

●  

＊建設段階、運営・管理段階双方におい
て、公共リスクとして PPP 事業契約書の
条項として明記。適時供給が困難な場
合の民間事業者への中央・政府保証に
よる資金調達円滑化も明記 

資金調達リスク 

事業者が調達する必要な資金の確
保に関するもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

建設期間中における一定の範囲を超
える資材物価変動に伴う事業者の費
用の増減 

● ●
＊費用分担ルールをPPP事業契約書の条

項として明記 

維持管理運営期間における一定の
範囲を超える物価変動（インフレ・デ
フレ）に伴う事業者の費用の増減
【サービス購入部分】 

● ●

サービス購入部分とは、官側が所有権を
有しており、プロパティマネジメントを民に
委託している部分を指す。 
＊費用分担ルールをPPP事業契約書の条

項として明記 

物価変動リスク 

維持管理運営期間における物価変
動（インフレ・デフレ）に伴う事業者の
費用の増減 
【独立採算部分】 

 ●

独立採算部分：民側が所有権を有する部
分を指す。 
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

基準金利確定前の金利変動に関す
るもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

経
済
リ
ス
ク 

金利変動リスク 
基準金利確定後の金利変動に関す
るもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

施設の設置・運営に関する反対運動
の訴訟・要望に関するものおよび実
施期間中に必要となる交通規制から
生ずるもの 

●  

＊公共リスクであることを PPP 事業契約書
の条項として明記 

共 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

通 

社
会
リ
ス
ク 

住民対応リスク 

上述以外のもの（事業者が行う調査、
建設、維持管理・運営に関するもの）

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 
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分担 段
階 

リスクの種類 リスクの内容 
公共 民間

備考 

環境リスク 

事業者が行う業務に起因する日照・
景観・有害物質の排出・漏洩や騒音、
振動、地盤沈下、地下水の断水、臭
気の発生等に関するもの 

 ●

＊民間リスクであることを PPP 事業契約書
の条項として明記 

公共の要因による事故で第三者に損
害を与えた場合 

●  

施設管理者である公共が損害賠償の責を
負う。 
＊上述を PPP 事業契約書の条項として明

記 

社
会
リ
ス
ク 第三者賠償、 

補償リスク 事業者が行う業務に起因する事故、
事業者の維持管理業務の不備に起
因する事故等で第三者に損害を与え
た場合 

 ●

施設管理者である公共側は損害賠償の責
を負うが、事業者に帰責性がある場合は
事業者に求償する。 
＊上述を PPP 事業契約書の条項として明

記 

公共の責に帰すべき事由による債務
不履行に関するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 
債務不履行リスク 

事業者の事業放棄、破綻に関するも
の 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

要求サービス水準未達
リスク 

事業者の提供するサービスの品質が
要求水準書の示す一定のレベルを下
回ったことに関するもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

不可抗力に起因する増加費用及び事
業の中断に伴う増加費用その他損害
に関するものの内、一定の金額まで、
又、保険等の措置により合理的にカ
バーされる損害の範囲を超えるもの 

●  

共 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

通 

不可抗力リスク 
不可抗力に起因する増加費用及び
事業の中断に伴う増加費用その他損
害に関するものの内、一定の金額ま
で、又、保険等の措置により合理的
にカバーされる損害の範囲のもの 

 ●

不可抗力リスクは、事業者ではコントロー
ルできないリスクであるため、基本的には
公共で負担することが適当である。一方
で、不可抗力による建設遅延・損傷等の損
害に対して、より効率的な回復を促すため
にも、リスクの一部を事業者が負担すること
が望ましい。 
＊費用分担ルールをPPP事業契約書の条
項として明記 

公共が実施した測量・調査に不備が
あったことに起因するリスク 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 
測量調査リスク 

上述以外の測量、調査に起因するリ
スク 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

公共が実施した基本設計、実施設計
等の不備に関するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

公共の施設設計要求内容、設計与条
件等の内容の不備に関するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

事業者が実施した設計の不備に関す
るもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

公共の指示・判断の不備・変更に関
するもの（コスト増加や完工の遅延） 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

設
計
・
調
査
リ
ス
ク 

設計リスク 

上述以外の要因による不備・変更に関
するもの（コスト増加や完工の遅延） 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

建設予定地の確保に関するもの 
●  

＊公共リスクであることを PPP 事業契約書
の条項として明記 

用地取得リスク 
建設に要する仮設、資材置き場に関
するもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

計画地の土壌汚染及び地中障害物
並びに不発弾処理等に関するもの
（公共が公表した資料に示されたもの
又は公共が公表した資料から合理的
に予測できる土壌汚染及び地中障害
物は除く） 

●  

＊公共リスクであることを PPP 事業契約書
の条項として明記 

地質・地盤リスク 
（既存地下埋設物への
対応） 

計画地の土壌汚染及び地中障害物
等に関するもの（上述を除く） 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

公共の要求による工事請負契約の内
容及びその変更に関するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 
発注者責任リスク 

事業者の発注による工事請負契約の
内容及びその変更に関するもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

公共の要求による設計変更により契
約に定める工期より遅延する又は完
工しないことに関するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

設 

計 
･ 

建 

設 

段 

階 

工
事
・監
理
リ
ス
ク 

工事遅延・未完工リ
スク 

上述以外の要因により契約に定める
工期より遅延する又は完工しないこと
に関するもの  ●

＊民間リスクであることを PPP 事業契約書
の条項として明記 

＊工事請負契約に基づき、コントラクター
の責任とすることを PPP 事業契約書の
条項として明記。 
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分担 段
階 

リスクの種類 リスクの内容 
公共 民間

備考 

工事監理リスク 
事業者が実施する工事監理の不備
により工事内容・工期等に不具合が
発生したことによるもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

公共の指示による工事費の増大に関
するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

費用超過リスク 
上述以外の要因による工事費の増大
に関するもの 

 ●

＊民間リスクであることを PPP 事業契約書
の条項として明記 

＊工事請負契約に基づき、コントラクター
の責任とすることを PPP 事業契約書の
条項として明記 

要求性能未達リスク 
施設完成後の要求性能の不適合、施
工不良に関するもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

設 

計 
･ 

建 

設 

段 

階 

施設損傷リスク 

使用前に工事目的物、材料、その他
関連工事に関して生じた損害に関す
るもの  ●

＊民間リスクであることを PPP 事業契約書
の条項として明記 

＊工事請負契約に基づき、コントラクター
の責任とすることを PPP 事業契約書の
条項として明記。 

要求水準未達リスク 
事業者の行う運営・維持管理業務の
内容が、要求水準に達しないことに
関するもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

公共の責に帰する事業内容・用途の
変更に起因する業務量及び費用の
増大に関するもの 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

維持管理・運営コス
トリスク 上述以外の業務量及び費用の増大 

 ●

テナント占有率や賃料水準が想定されてい
るレベルよりも下回るリスクが存在する。 
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

修繕費コストリスク 
事業期間内に発生した修繕で、事業
者が当初に想定した修繕費が予想を
上回ったことに関するもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

施設の劣化に対して、事業者が適切
な維持管理業務を実施しなかったこと
及び維持管理の不備に起因するもの

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

事故・火災等による施設の損傷 

● ●

帰責事由に基づきリスクを分担する。 
＊費用分担ルールをPPP事業契約書の条

項として明記 
＊民間事業者は、火災・損害保険契約の付

保を PPP 事業契約書の条項として明記 

工
事
・監
理
リ
ス
ク 

施設損傷リスク 第三者（本件施設の利用者を含む）
による施設の損傷 

● ●

事業者の善管注意義務違反、管理義務の
懈怠によって引き起こされた第三者の施設
損傷リスクは事業者、それ以外は公共の
負担とする。 
＊費用分担ルールをPPP事業契約書の条

項として明記 
＊民間事業者の責に負う場合には、火災・

損害保険契約の付保を PPP 事業契約
書の条項として明記 

瑕疵担保期間中に施設に隠れた瑕
疵が見つかったことに関するもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

瑕疵担保期間外に施設に隠れた瑕
疵が見つかったことに関するもの 

●  

当該瑕疵について事業者に帰責性がある
場合には事業者のリスク負担とする。 
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

施
設
瑕
疵
リ
ス
ク 

施設瑕疵リスク 

民間施設部分の瑕疵に関するもの 
 ●

＊民間リスクであることを PPP 事業契約書
の条項として明記 

技術革新等に伴う施設・設備の陳腐
化の内、公共の指示により発生する
増加費用 

●  
＊公共リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

維 

持 

管 

理 

・ 

運 

営 

段 
階 

技
術
革
新
リ
ス
ク 

陳腐化リスク 
上述以外の技術革新等に伴う施設・
設備の陳腐化により発生する増加費
用 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

公共の債務不履行に起因する契約
解除 

●  
＊損害賠償ルールをPPP事業契約書の条

項として明記 
事業の中途終了リスク 

事業者の債務不履行に起因する契
約の解除（一部解除を含む） 

 ●
＊損害賠償ルールをPPP事業契約書の条

項として明記 

施設の性能確保リスク 
事業終了時における施設の性能確
保に関するもの 

 ●
＊性能確保ルールをPPP事業契約書の条

項として明記 

終
了
時 

移管手続きリスク 
事業契約満了時の移管手続き、業務
引継ぎ及び事業者側の清算手続きに
要する費用に関するもの 

 ●
＊民間リスクであることを PPP 事業契約書

の条項として明記 

出典：調査団
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8.2 事業プログラム 

8.2.1 事業プログラム 

本事業プログラムはプネ都心部とヒンジャワディ ITパークとを結ぶ都市鉄道事業をPPP官民連携

方式での実施を行う。PPP 事業方式は民間セクターの参画の度合いにより区分されているが、公

共が基本的に責任を負う Design-Build 方式から、完全民営化 Privatization に至るまでいくつかの

選択肢があり、それぞれにおける公共と民間の分担が異なる。 

まずは、たとえば BOT（Build-Operate-Transfer）方式は、公共が用地取得を行うが、民間が資金

調達を行い、土木・路盤工事および E&M, 車両などの調達し、運営・維持管理を行う方式として

一般的となっている。さらに、公共・民間の分担区分について、大きく分けて、“上下一体型”

と、“上下分離型”とに分類される。上下一体型（One-Tiered model）はある一つの事業者下部・

上部構造すべてを、上下分離型（Two-tiered model）の場合には、たとえば下部(Sub-structure)の土

木・路盤については公共部門が実施し、上部（Super-structure）の E&M、車両を民間部門が責任を

負うという方法である。これ以外には BLT（Build-Lease-Transfer）、BTO（Build-Transfer- Operate）、

BOO（Build-Own-Operate）などの方式が行われている。 

表 8.2.1 PPP 鉄道事業プログラムにおける各国スキーム 

 
出典：調査団 
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1) インドにおける PPP 都市鉄道事業プログラムの状況 

現在インドにおいては 7 つの PPP 都市鉄道計画が実施・計画中である。 

表 8.2.2 インド PPP 都市鉄道事業 

State govt has approved. RFP 
to be floated in Oct 2012

Dak bunglow Square-
Saguna Morh, Danapur-
Patna city

40Patna

4 bidders qualified the RFQ 
floated in May 2011

Sitapura-Ambabari23Jaipur
State govt has approvedVanaz-Ramvadi15Pune
Under constructionAll routes71Hyderabad

DPR approved, Design tenders 
floated and designing to be 
completed by September 
2012

Phase 2 -Gottigere to 
Nagawara, RV Road to 
Bommasandra

40Bangalore
CompletedNew Delhi to Delhi Airport23Delhi
Under constructionVersova-Andheri-Ghatkopar12Mumbai
Project statusProject routekmCity

State govt has approved. RFP 
to be floated in Oct 2012

Dak bunglow Square-
Saguna Morh, Danapur-
Patna city

40Patna

4 bidders qualified the RFQ 
floated in May 2011

Sitapura-Ambabari23Jaipur
State govt has approvedVanaz-Ramvadi15Pune
Under constructionAll routes71Hyderabad

DPR approved, Design tenders 
floated and designing to be 
completed by September 
2012

Phase 2 -Gottigere to 
Nagawara, RV Road to 
Bommasandra

40Bangalore
CompletedNew Delhi to Delhi Airport23Delhi
Under constructionVersova-Andheri-Ghatkopar12Mumbai
Project statusProject routekmCity

 
出典：調査団 

本事業との関連での事業スキーム検討に資することを目的に、すでに開通しているデリーメト

ロ空港線、並びに建設が進捗しているムンバイメトロ 1 号線、およびハイデラバードメトロ、3

路線の事例を検討する。 

表 8.2.3 インド PPP 都市鉄道 3路線まとめ 

（デリー空港線、ムンバイメトロ 1 号線、ハイデラバードメトロ） 

  Delhi Airport Metro Mumbai Metro Line 1  Hyderabad Metro 

Project length 23km 12km 71km 

Concessioning 
authority 

Delhi Metro Rail Corporation Mumbai Metropolitan Region 
Development Authority 

Hyderabad Metro  
Rail Ltd 

SPV Delhi Airport Metro Express 
Pvt Ltd 

Mumbai Metro One Pvt Ltd L&T Metro Rail (Hyderabad) 
Ltd 

SPV partners Reliance Infrastructure (95%) 
CAF, Spain (5%) 

Reliance Infrastructure (59%) 
MMRDA (26%) 
Veolia, France (5%) 

SPV is a subsidiary of L&T 
Infrastructure Development 
Projects Ltd 

Concession type BOOT- 30 years BOOT - 35 years DBFOT – 35 years 
(extendable) 

Bidding Criteria Highest Annual Concession 
Fee (INR 510 Mn) 

Lowest  Viability Gap 
Funding (INR 6.5 Bn) 

Lowest Viability Gap Funding 
(INR 14.6 Bn) 

Bid Award Date January 2008 May 2006 July 2010 

Tot Project Cost INR 28.85 Bn INR 23.56 Bn INR 141.32 Bn 

Financing details 95% equity from R Infra 70% debt, 30% equity 77% debt, 23% equity 

Project status Completed Under Construction Under Construction 

Completion February 2011 March 2013 (deadline) July 2017 (deadline) 

出典：調査団 
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デリーメトロ空港線（Delhi Airport Metro Express） 

Delhi Airport Metro Express は DMRC が 51％を出資、49％は民間コンセショネアが Delhi Metro 

Airport Express Line Pvt Ltd.（DMAEL）を設立、当社が出資する形となっている。DMRC 自身が

路線のデザイン・企画を行い、建設にかかる必要な許可を取得し、建設工事と資金調達を自ら

行い、職員雇用も行う。一方 DMAEL は DMRC に対してコンセッションフィー、売上の一部お

よびラインセンスフィーを支払う。DMAEL は運賃収入を直接収受するほか、広告収入および

スペース賃貸料収入を得る形となっている。旅客の需要確保は DMAEL が行い、基本的には一

定金額のフィー等を支払う仕組みである。 

Delhi Airport Metro Express Line
DELHI METRO RAIL CORPORATION
•Design and planning of the route
•Obtaining approvals
•Finance & execute civil works for the 
metro rail link
•Setting tariff

Concessioning Authority – 51%
INDEPENDENT ASSESSOR

Independent assessor certifying safety 
and readiness of projects systems

Reporting

DELHI METRO AIRPORT EXPRESS 
LINE PVT LTD

•Finance, procure, install and operate 
the rail system
•Provide passenger facilities such as 
information system, check – in 
facilities etc

1. Concession Fee
2. Fixed Revenue Share (increment every 3 yrs)
3. License Fee

Concessionaire – 49%

CIVIL WORKS

DELHI AIRPORT
METRO EXPRESS

RAIL SYSTEM

PASSENGERS

Fare box collection

1. Advertisements
2. Lease of commercial spaces

Revenue

 

図 8.2.1 デリーメトロ空港線 PPP スキーム 

出典：調査団作成 

DMRC 本体はすでにデリーおよび周辺の州とを結ぶ数路線を開業・運営しているが、当初不動

産収益が大きな収益の一部であった。2011 年には運賃収入を主体とする営業収益が、1 億 7,066

万米ドル相当であったのに対して、不動産収益は 1,789 万ドルと 10％強に過ぎないが、メトロ

路線は 2002 年に最初のレッドライン、2004 年にイエローライン、そして 2005 年にはブルーラ

インお開業したが、まだ現在ある 6 路線 193 ㎞の半分強でありネットワークが十分ではなく、

2007 年でもまだ運賃収入が不動産収益を下回る状況にあった。DMRC は駅周辺および沿線に土

地を保有し、売却、リースによる収益が DMRC の収益を支えていた時期があったといっても過

言ではない。 
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表 8.2.4 DMRC 収益推移 

 
出典：調査団 

ムンバイメトロ 1 号線 

ムンバイメトロ 1 号線は、ムンバイ首都圏地域開発庁（MMRDA）が 26％、民間コンセショネ

アの 74％出資により実施・運営される。MMRDA が用地収用、許可取得、運賃水準決定を行い、

一方民間は DBFOT（Design, Build, Finance, Operate and Transfer）による契約となっている。中

央政府がさらに 20％、州政府が 7.5％の VGF を提供している。民間が土木・E&M, 車両、資金

調達から運営・保守管理までを引き受ける方式となっており、民間がラライダーシップの責任

を負い、運賃等を直接収受し、MMRDA に対しコンセッションフィーを支払う。 

Mumbai Metro Line 1
MMRDA (Rs. 134 cr Equity)

•Land acquisition
•Obtaining approvals
•Equity contribution
•Setting tariff
•Provisioning for Right of Way

Concessioning Authority – 26%
EPMC CONSULTANTS

•Parsons Brinkerhoff 
•Systra

Reporting

MUMBAI METRO ONE PRIVATE 
LTD (Rs. 369 cr Equity)

•Design, build, finance, operate, 
own and maintain 
•Transfer of ownership and assets at 
end of concession period

Concessionaire – 74%

Central Government
•Formal project approval
•Viability Gap funding at 
20% of Project Cost

Viability Gap 
Funding Rs. 650 cr

Civil Works

Rolling Stock

S&T, AFC 
Systems

Operations &
Maintenance

Versova –
Andheri –
Ghatkopar

Metro 
Corridor

PASSENGERS1. Advertisements
2. Lease of commercial spaces

Fare box revenue 

STATE GOVERNMENT 
•Project approvals
•Viability Gap funding at 
7.5% of Project Cost

 

図 8.2.2 ムンバイメトロ 1 号線 PPP スキーム 

出典：調査団 
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ハイデラバードメトロ 

ハイデラバードメトロのケースでは、Hyderabad Metro Rail Corp. が事業権契約許認可機関とし

て用地取得および許可取得の支援は行うが、沿線の用地取得および開発は民間セクター L&T 

Hyderabad Metro Rail が実施し、設計・建設・不動産開発・資金調達を自らの責任で実施、公共

工事・調達、保守管理も行っている。この民間事業者の運営状況は、別途独立したエンジニア

リグ企業がモニターする契約となっている。 

Hyderabad Metro Rail
Hyderabad Metro Rail Ltd

•Assistance in Land acquisition
•Assist in Obtaining approvals
•Setting tariff
•Provisioning for Right of Way
•Corridor planning

Concessioning Authority

Independent Engineer
•Louis Berger 

Reporting

L&T HYDERABAD METRO RAIL 
PRIVATE LTD  (Rs. 3,439 cr Equity)
•Design, build, finance, operate, 
own and maintain 
•Transfer of ownership and assets at 
end of concession period
•Real estate development along the 
project corridor

Concessionaire – 100%

Central Government
•Formal project approval
•Viability Gap funding at 
10% of Project Cost

Viability Gap 
Funding Rs. 1,458 cr

Civil Works

Rolling Stock

S&T, AFC 
Systems

Operations & 
Maintenance

Hyderabad
Metro 

Corridor

PASSENGERS

1. Advertisements
2. Lease of commercial spaces
3. Real estate development revenue

Fare box revenue 

Real estate 
development

 
図 8.2.3 ハイデラバードメトロ PPP スキーム 

出典：調査団 

2) 都市交通管理体制 

PPP 都市交通システムは、鉄道・バスシステムの双方を実施・運営することが一般的で、この

これら公共交通の計画・規制・監督業務を公的部門が責任をにない、かつ PPP 方式を採用する

場合のコンセッションを付与有機能を持つが、MoUDは統合的首都圏交通庁（United Metropolitan 

Transport Authority – UMTA）の設置を大都市に提言しているが、かならずしも、実施されるに

は至っていない。 
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図 8.2.4 ムンバイ単一監督庁方式  

出典：調査団 

ムンバイのケースでは MMRDA が、ムンバイメトロおよびムンバイモノレールの双方を管轄す

る単一監督庁方式を、Chennai については、中央政府が関与する Chennai Metro Rail Corporation 

と、Tamil Nadu 州政府が関与する Metropolitan Transport Corporation の二重体制となっている。

ムンバイの場合はそもそもMMRDAの業務範囲が広く、都市交通に限らず多くの分野で関与し、

窓口が一本化している点大きなメリットとなるが、多くが集中することの難しさも指摘できよう。 

 

 

図 8.2.5 チェンナイ二重監督庁方式 

出典：調査団 

8.2.2 事業プログラムの評価 

以上 PPP 都市鉄道事業プログラムには、インドにおいて、また海外諸国においても種々のスキー

ムが実施・予定されている。これら諸ケースから学ぶことができる内容は以下のとおりに評価で

きよう。 

都市鉄道事業を PPP 方式で実施することの是非 

インド政府をはじめ各国政府は、民間活力・事業ノウハウ・資金調達の活用並びに自らの財政負

担の軽減を目的に、各国経済・社会開発政策の大きな柱として PPP 方式による推進を掲げている。

これまでの実績では交通インフラ部門で言えば、圧倒的に道路が多く、これ以外は港湾・空港な

どが続き、鉄道分野における PPP の計画・実績はまだ少ない状況にある。とは言えこれまで公共
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セクターがほぼ全面的に担ってきた交通事業を公共交通サービスとしての性格を維持しつつ、公

共セクターが民間の競争原理、経営手法、資金調達面でのメリットを活用すべく PPP 方式を採用

し連携を深めることには十分な意義があると考えられる。 

公共交通としての鉄道の料金政策 

専用軌道を走行し相当程度の速達性を提供する高速鉄道を除き、一般の都市間鉄道および都市鉄

道についていえば、バス、バイク、オートリキシャ、あるいは徒歩に代わる代替交通手段として

みなされ、自家用車、飛行機などとの輸送機関分担としての発想はあるものの、実際の計画検討

にあたっては、これらバス、バイク等からの代替という視点から、公共交通機関指向型政策を検

討するにあたって、どうしても料金設定が低めに抑えられる傾向にある。たしかに、道路、航空

機利用との比較における交通手段としての公共普遍性が高くみなされている点、導入は難しいが、

たとえば各停/急行運行、あるいは車両の差別化による料金水準設定などの事例は我が国でも多く

みられるケースである。 

鉄道事業の他の交通インフラ事業との相違 

ところで鉄道事業は、他の交通インフラ事業との比較においては、PPP で事業を実施した場合、

インフラ施設建設・保有・運営者と、該当するインフラの利用者（道路＝クルマ、港湾＝船舶、

空港＝飛行機）が異なり、各利用者が、自家用車を道路に走らせ便益を享受、あるいは海運会社、

航空会社が船舶・飛行機を運用し、港湾・空港を利用するかたちとなっている。したがって、路

線にかかわる土木工事・路盤工事などインフラ施設（区分しやすくするためい「下部インフラ」

Sub-structure と言う）の建設者がその施設を利用するに必要な設備・機材・手段を提供すること

はない。一方、鉄道は事業者が利用のための設備（車両・E&M をまとめて「上部インフラ」

Super-structure と言う）も調達し、上部インフラ及び下部インフラの双方合わせて運営に供する必

要がある点、他の交通インフラとは異なる内容の事業である。 

都市鉄道事業の収益性確保の難しさ 

これまでインドで行われてきた PPP インフラプロジェクトは都市鉄道事業も含めはいずれも上下

インフラが一つの事業体、すなわち上下一体型（One-tiered System）による事業方式が採用されて

きているが、その運営は必ずしも順調とは言えない。その多くは、資金の調達計画に時間を要し

また事業の実施までの期間を要する難点があった。都市鉄道についてみると、その主な理由とし

ては、膨大な上下インフラへの建設費負担を上述のように公共交通政策上の要請から運賃を低め

に抑えざるを得ず、運賃収入に依存することが難しく収益の確保が難しい。 

不動産開発収益の鉄道事業への導入期待 

これまでインドで行われてきた PPP 都市鉄道事業は上下一体型（One-tiered System）による事業方

式が採用されてきているが、その運営は必ずしも順調とは言えない。その主な理由としては、膨

大な建設費負担を運賃収入に依存することが難しく、MoUD による不動産開発収益の補足（Value 

Capture of Property Development）はあるものの、その運用は容易ではないことにあると考えられる。

旅客運賃収入を主体とし、鉄道の関連施設、たとえば駅構内商業施設、駐車場運営にかかわる不

動産施設建設・運営は、鉄道関連じ事業として乗客への利便性効果を期待できるが、この範囲を
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離れて一般の住宅・オフィス・商業開発となる場合には、その事業スコープが鉄道とは大きく異

なり事業リスクのありようがかなり異なる分野をまとめた形での運用となる。事業経営的には、

我が国の大手私鉄各社はこれまでの 60 年を超える事業経験から培ってきた運営方式ではあるも

のの、直ちにその方式をインドに持ち込むにはあまりにリスクが高いと言えよう。 

BOT 上下分離方式の採用 

これら検討を踏まえ本調査では、下部インフラ（Sub-structure）、と上部インフラ（Super-structure）

のすべてを PPP SPV が一括して引き受けて事業実施・運営を行うことには、かなりの無理が生ず

ることとなり、BOT 上下分離方式（Two-tiered System）による官民協力の形が望ましいと考える。

この場合には、用地取得を含め、路線の土木工事・路盤建設を下部インフラとし、公共セクター

が実施する一方、車両・E&M などの上部インフラの調達は民間が行う。またそれぞれに必要な資

金調達は官民がそれぞれの分担に応じ行うことが求められる。ちなみに本プロジェクトにおいて

も、具体論は後述するが、当初所要資金額の約 50％が下部インフラ（用地・土木）向けであり、

上部インフラ（路盤・電気/機械・車両）が残り 50％となっている。（表 9.1.2 参照） 

BOT グロスコスト方式 

さらに鉄道事業運営期間において、その最大の収入源である運賃について、その収受を公共・民

間のどちらが行うかについても検討を要する。すなわち運営・維持管理は PPP 方式いずれのケー

スにおいても民間が行うこととされている。旅客需要の確保 (Ridership risk) は、これまでいくつ

かのケースが実施され、民間が全面的にその責任をとるケース(Net Cost Scheme) があるが、これ

は上述した公共交通としての性格に徴し、運賃水準を自らの自由には決定できないことから、民

間事業者からみると、その収益性の確保に大きな不確定要因とならざるを得ない状況にある。 

最近の事例としては、タイ MRT の Blue Line では Net Cost Scheme を採用し、その運営のむずか

しさの反省から、後継の Purple Line ではコンセッションスキームを変更し、公共セクターが運賃

水準ならびに運賃収受を行い、民間事業者はサービスフィーを受け取る方式（Gross Cost Scheme）

に改められた。また PPP 先進国であるフランスでも最近鉄道 PPP プロジェクトで法改正を含めて

行っている方式である。 

またインドで先行する BOT Net Cost Scheme 方式は、別途不動産開発益などを見込まない限り、収

益性確保は難しいことが、すでにインド当局も懸念としているところである。これを踏まえて、

2012 年 8 月に、Planning Commission の Urban Transport Working Group が「都市交通は運賃収入に

PPP による事業者が依存するよりも、運輸当局からサービスフィーの支払いによる方式、すなわ

ち BOT Gross Cost Scheme が望ましい」との提言をまとめている。 

VGF の活用 

VGF の一般適用規定・承認手続きは上述したが、本事業に即して考えるとその十分な活用が本事

業実施にあたっては重要なポイントとなる。一般的には中央政府からプロジェクト費用の 20％ま

で、また州政府から 20％を上限に、そして本事業に関しては、関係自治体の PMC/PCMC 双方か

ら 10％の財政支援を行うという表明が繰り返しなされている。調査団としては鉄道事業という他

の交通インフラと異なり上部・下部インフラ双方を投資する必要があるという業種別の特徴、そ
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の一方において運賃レベルを民間事業者 SPVが自ら決定できず交通政策上低めに抑えられる懸念

から招来される事業収益の不確実性などから判断して、VGF の最大限の活用が必至であると判断

している。 

また財務省 PPP Cell ユニットでの一般見解として、VGF の使途は、下部インフラに優先的にとう

解釈もあるが、一方において同ユニットからは、個別の事業内容ごとに検討をしたいとの言質も得

ており、本調査での提言および今後の DPR 等の進展を待って、改めて VGF の必要性と、上下分

離方式の場合でも公共・民間の双方に VGF 支援が行われるというケースも取り扱うこととする。 

日本企業の参画した PPP 

本事業での提案の大きな特徴の一つとして、SPV に日本企業が参画することを前提としている。 

マイナーな出資レベルを検討しているが、上述した PPP 方式での民間セクター参画がもたらすメ

リット、特に本邦企業が参画することのアドバンテージは次のようにまとめられる。 

 環境にやさしい技術の提供 

本事業では本邦企業が開発した技術を活用した架線レス LRT を提案している。これは環境

にやさしいリチウム電池使用による給電方式を想定している。 

 低いライフサイクルコスト 

初期投資額の比較では既存の方式を採用しているプネ・メトロとの比較における優位性は

それほどでもないが、事業期間全体でみると、メンテナンス費用が少ないこともあり、ラ

イフサイクルコストはもっとも少ないオプションとなる。 

 JICA PSIF の活用 

インドにおけるインフラ事業の課題のひとつは投資・運営にかかわる金融費用である。本

事業では後述するように、JICA PSIF による資金調達を目途している。この JICA PSIF は本

邦企業の海外投資を支援する目的で、その長期、低金利性に特徴があり、この JICA PSIF

活用による資金調達コストの低減効果は、事業の収益性にも大きな影響を与える。 

8.2.3 事業実施体制 

これまでの諸検討を踏まえ、本調査団として事業実施体制としては、民間主導 PPP による上下分

離型、BOT グロスコスト方式、加えて VGF, 日本からの JICA PSIF 資金導入を可能にしより日印

民間が参画しやすいような事業実施・運営体制を提言する。また、日本からの進んだ技術導入も

併せ行うことにより、より環境にやさしい、ライフ・サイクルコストも低い設備の提言を行うこ

とが可能となる事業実施を目指す。  

1) 公共セクターの実施・運営規制監督機関 

High Power Committee 

まず公的部門では、PMC/PCMC/MIDC および州政府関係者から構成される High Power 

Committee (HPC)が、都市交通にかかわる基本政策、路線・事業認可、運賃決定などの判断を行

う。この HPC は、現在すでに設置され、10 名の委員メンバーも確定している。 
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Maintenance
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Building Works
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(Concessionaire)
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Maharashtra State Government

 

図 8.2.6 プネ都市鉄道 PPP スキーム 

出典：調査団 

 

Pune Metro Rail Corporation（PMRC） 

PMRC は、プネ地域における都市交通、すなわちプネ・メトロ 1－2 号線および本 LRT 計画の

規制監督機関である。その役割は、 対象となる都市鉄道事業にかかわる、企画、工事・調達、

運営面の監理業務であり、各社基準・標準の検討・提言、運賃設定提案などを HPC に行う一方、

PPP での事業実施にあっては、事業監督機関として監督責任を負う。 

その組織としては、実施準備期間にあっては、企画・調達部門が、建設期間にあっては、調達・

施工管理部門が、そして運営期間にあっては、運営管理部門が大きな責任部署となる。ちなみ

に、一般的に採用されている組織図は以下のようなものが考えられる。 

なお、本事業対象の LRT は、路線運行上 MRT とは性格・機能が異なること、PPP として民間

が参加する SPV と、他の MRT の財政・収支が混在せず、路線別に収益状況が把握しやすい、

分別会社方式による管理を提案している。現在、PMRC の設立の承認を州政府に申請しており、

今後、人事が決まって設立される見通しである。 
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図 8.2.7 PMRC 組織図案 

出典：調査団 

 

BOT グロスコスト方式 

本計画における事業運営方式としては、上述したように、都市鉄道のもつ公共交通サービスと

しての性格に徴し、運賃水準を民間事業者が自らの自由には決定できず、民間投資の事業性確

保に不確定要因となること、ならびにインドにおける最近の都市交通に関してのワーキンググ

ループ提言を考慮し、また最近の他諸国での事例にも徴し、公共セクターが運賃水準ならびに

運賃収受を行い、民間事業者はサービスフィーを受け取る BOT グロスコスト方式（BOT Gross 

Cost Scheme）を提案する。 

Gross Cost Scheme を採用した場合の、運賃収入の流れを図式化すると次のようになる。すなわ

ち、運賃収入は一義的に PMRC が収受し、一方、サービスフィーとして SPV が鉄道運行にかか

わる対価を受け取り、そのフィーから自らの運営・管理費および借入金などの返済に充当する

こととなる。 
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図 8.2.8 BOT Gross Cost Scheme 運営期間資金フロー 

出典：調査団 

 

都市交通プロジェクト実施にかかわる公共部門組織・体制上の課題 

これまでの多くの PPP 方式によるプロジェクト実施体制の議論は、公的部門のプロジェクトの

政策的優先付および資金支援を行う場合のその内容・手段に集中、またマクロ的視点からのプ

ロジェクト評価に集まっている。 

しかしながら公共サービスの一環としての都市鉄道事業は、単に PPP 契約上民間セクターのコ

ンセショネアに、契約にしたがい建設・調達・運営・保守管理を委託すると同時に、委託者と

して都市鉄道事業の運営にかかわる諸課題についての基準・標準を用意し、それらがコンセショ

ネアによって順守されているかどうかを自ら判断を行うことが求められる。これは、官民のリ

スク分担の問題ではなく、公共部門が公共交通サービスを市民に対して、安心・安全・快適な

移動手段を提供するうえでは不可欠と考えられる。 

具体的には、公共セクターはたとえば、技術・安全・運転などの内容についての標準・基準・

資格につきコンセショネアに提示し、PPP 事業契約に盛り込み、かつコンセショネアの順守を

監理する必要がある。また能力養成・職業訓練なども求められることとなる。 

2) 民間部門、特定目的会社（Special Purpose Vehicle：SPV）の組織・体制 

公共部門から本事業にかかわるコンセッショネアとして事業権契約に基づき本事業の運営を行

う SPV は、建設・調達・運営・保守管理を委託された民間セクターの会社は、都市鉄道事業の

運営という特定目的のために設立される。SPV は、本事業に関心のある日本を含むインドその

他諸国の民間企業よりの出資を前提に構成され、事業権入札が確定する段階で参画企業により

設立され、事業権契約、その後事業の実施・運営管理を行う。 

SPV の組織は、建設・調達期間と運営・保守期間で多少の相違があるものの、事業運営部門と

技術運用部門の大きく二つに分かれる。建設・調達期間は、事業運営側として調達・資金管理・
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広報を中心とし、技術運用側は、調達品・建設状況の技術的管理が中心となる。また、運営・

保守期間は、事業運営側は、会社経営のための各部門を設け、会社機能を担い、技術運用側は、

車両運行と保守、更には要員育成をし、長期間のコンセッショネア期間の委託契約の履行を可

能とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.2.9 SPV 組織図（建設期間中） 

出典：調査団 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 8.2.10 SPV 組織図（運営期間中） 

出典：調査団 
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8.2.4 事業スケジュール 

本プロジェクトでは、事業実施までにインド側における組織の確立、州政府に提出する DPR と

EIA の作成、具体的な活動に向けたコンサルタントの選定およびコンセッション契約による SPV

の設立と建設の実施、さらに引続く SPV の活動は事業全体と連動することが必要であり、資金調

達を含め実施スケジュール案を設定した。 

大きくは 

 インドの公共側の活動（2013 年から 2015 年） 

 建設の実施（2016 年から 2020 年） 

 コンセッション契約による SPV の活動(2015 年から 2016 年の設立期間、2017 年～2020 年

の建設期間、その後の運営・維持管理期間) 

 SPV による資金調達と返済（2016 年から 2020 年、それ以後の返済期間） 

となる。 
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8.3 資金調達計画 

PPP としての事業化 

本案件は、PPP 方式による事業化を目的としているが、その資金調達については、インド国内一

般財政支出あるいは海外からの開発援助資金に極力依存することなく、プロジェクトの将来収益

を担保とした資金調達の道を探るとしている。一方、インド政府は持続的な経済・社会発展のた

めにはインフラ整備が不可欠とし、1990 年代以降一般財政資金だけでなくインド中央政府自ら、 

India Infrastructure Project Development Fund（IIPDF）、Viability Gap Funding（VGF）、インドイン

フラ金融会社（IIFCL）など、PPP 案件を推進させる制度を整備してきている。 

中央政府機関 

1) Viability Gap Funding - VGF 

VGF は、長期の検討期間や事業採算性の制約などから、PPP 事業としての財務的な事業可能性

が確保できない事業を対象に、事業可能性ギャップを補填する目的で、民間会社の参加する公

共インフラ整備に対し、建設事業開始段階において想定事業費の 20％を限度に中央政府が補助

金として供与するものであり、本事業でも有望な資金調達手段と考えられる。VGF は、DEA 内

の PPP セルが所管し、窓口となっている。中央政府に対して VGF に申請する PPP プロジェク

トに関して、窓口機能およびその審査・承認を行っている。 

主な申請のための要件としては、 

 VGF は通常、建設段階の資本的投資に対する補助金の形をとり、会計上は負債として処

理されるが、無期限、無利息、返済不要の資金である。 

 VGFは、事業に対し民間セクターが51％以上を出資しているPPP事業契約を対象とする。 

 インフラ分野としては、道路・橋梁、鉄道、港湾、空港、灌漑・水路、電力、都市交通、

上水道、下水道、廃棄物処理、食料品の冷凍運輸・保管、その他物的都市インフラ、経

済特区内のインフラ事業、国際コンベンション・センター、その他観光関連インフラで

ある。 

 VGF の適用を受けられるのは、調達方式が公開競争入札であり、民間セクターが事業の

建設・資金調達・運営・保守管理を行う場合に限られる。 

 所定の料金体系に応じてサービスを提供する事業である（サービス提供の対価を利用者

から直接収受する事業である）。 

 加えて、下記に関する政府/主務官庁による確認・証明が得られている。 

 事業採算性の補填のために料金/使用料金を引き上げることが不可能である。 

 事業採算性の補填のために事業期間を延長することが不可能である。 

 資本的支出が、同種のプロジェクトを参考とした合理的かつ標準的な手法に基づいて算

出されており、かつ事業性の向上の制約となっている。 
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VGF 申請要件 
VGF は対象 PPP 事業の総事業費のうち 20％までを中央政府が、さらに州政府および同政府関

係機関も VGF 予算を有し、総事業費に対して別途 20％まで上乗せすることが可能である。

したがって、総事業費のうち最大 40％が VGF として提供され得ることとなる。VGF 供与は

民間セクターによるプロジェクト出資金の払い込みがされることが要件であり、その実行確

認後、負債による資金調達と連動する形で VGF の供与が行われる。 

VGF 手続き 
VGF の供与申請は実施機関、すなわち州事業における州政府（または州政府機関）、連邦事

業における各省庁（または省庁管轄下の事業実施機関）が行なう。VGF の申請は財務省経済

局歳出管理委員会（Department of Expenditure and Planning Commission）による評価/調査の後、

事業の実施主体は承認機関から基本的承認（in-principle approval）を得て、事業権入札を行な

うことを承認される。その後、事業者は公開競争入札で選定される。事業者選定および SPV

の形成、融資団による承認の後に、事業実施機関により正式な VGF の申請がなされ、承認機

関により正式な VGF 供与の承認がなされる。 

2) JICA 海外投融資 Private Sector Investment Finance 
JICA は開発途上地域において民間企業等が実施する開発事業に対し、長期・低金利での融資

を提供しており（最長 25 年の償還期間、固定金利、円建て）、インド市中銀行と比較し、金

利・償還期間の面で有利な条件での資金調達が期待されている。 

これとは別に、JICA は 円借款(ODA Yen Loan)もメニューとしてもっている。円借款は政府

対政府ベースのローンで、各国政府からの要請に基づき検討をし、より長期、固定金利、円

建て融資という特徴を持つ。さらに JICA は、政府からの要請ベースで、技術協力も行って

おり、これらのメニューをどのように組み合わせつつ、さらにいっそう投資の有効性、実効

性を高めることも検討が可能な内容となっている。 

3) India Infrastructure Finance Company Ltd. - IIFCL  

IIFCL は 2006 年に、インフラプロジェクトへの直接融資、または銀行や金融機関へのリファイナ

ンスを提供し融資を長期化させるなどの方法で、インフラ資金調達の財源を補うために設立され

た。融資対象は、民間からの投資の可能性のあるインフラ事業、すなわち IIFCL は商業的に収益

性が確保された案件に融資し、競争入札で選定された民間企業によって実施されている PPP プロ

ジェクトを優先している。IIFCL 自身は案件審査を行わず、主要銀行の審査を参考にする。 

IIFCL は、インフラ PPP プロジェクトの SPV に対して、資本コストの 20％を上限にリファイ

ナンスまたは直接貸付を供与し、インフラ・プロジェクトにおける長期融資を提供する。対象

セクターは、道路、橋梁、鉄道、港湾、空港、灌漑、電力、都市交通、上水道、下水道、固形

廃棄物管理など都市における物理的インフラ、ガスパイプライン、経済特区のインフラ、国際

コンベンション・センターなど他の観光関係のインフラなどである。また、IIFCL は商業的に

融資可能なインフラ事業に対して、該当する事業への直接融資あるいは 5 年以上の銀行や金融

機関へのリファイナンス供与により資金調達を支援する。 
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インフラデットファンド（Infrastructure Debt Fund – IDF） 
とはいえ、インフラ事業への負債による資金調達については、インド地場商業銀行は長期の負

債獲得手段をもたないところから、資金のミスマッチのために長期融資をすることが難しい状

況にある。これらの状況を踏まえて、財務大臣は 2011～12 年の予算で、インフラ部門の長期借

入金による資金調達を容易にするために、IDF の創設を発表し、2011 年 6 月にガイドラインを

公表した。 

これを受けて IIFCL は 2012 年 4 月に ADB の支援の下、インフラデットファンド（Infrastructure 

Debt Fund）を設定した。合計 10 億ドルの資金に ADB ほかが投資、これを IIFCL はシニア・ロー

ン債権をもつインド商業銀行からそのインフラ事業融資の 85％までを IDF によりリファイナン

スする方法である。IDF は運営段階にある事業を対象としてリファイナンス融資を行い、商業

銀行の債権を継承し、その長期エクスポージャー軽減を可能ならしめ、一方、商業銀行の新規

インフラ事業に対する融資枠の確保を行うというものである。 

4) IDFC 

IDFC は、民間資金のインフラ・セクターへの投入を促進する指導的役割を担うため、1997 年

に設立された。重点分にはエネルギー、運輸、通信および IT、SEZ、工業団地等の産業・商業

インフラ等が含まれるが、都市鉄道への融資はまだ少ない。 

5) 州政府レベル公的金融機関 

これら中央政府レベルでの支援の仕組みに加えて、州政府も金融公社などを設置、投資を行っ

ているが、本プロジェクトの所在するマハラシュトラ州については、州立の金融機関はもっぱ

ら中小企業、地場企業が中心で、大規模なインフラプロジェクトには対応が難しいとのことで

あっった。具体的には次の 2 機関である。MUIDCL マハラシュトラ州都市開発プロジェクトの

融資機関、MSRDC は交通インフラのための機関であるが、資金量に限界があり活動は限界的。 

6) 国有商業銀行 PSU 銀行 

インドの大企業への融資は PSU 銀行を介して行われ、SBI と PNB（Punjab NationalBank、パン

ジャブ国立銀行）が主要なプレイヤーである。 

SBI 
1806 年に設立された SBI は、収益、資産、預金、支店数や従業員数において、国内最大規模

の商業銀行である。銀行の資産基盤は各部門や各融資クラス（個人、法人、中小企業、国際

等）に分散されている。16,000 以上の支店を持ちインドで最大の銀行支店網を持っている。

また海外に約 130 の支店を持っており東京支店もそのひとつである。 

PNB 
PNB は 1894 年に設立され、今日ではインドで 2 番目に大きい州有商業銀行である。2011 年

3 月時点で、PNB は 3 兆 7,832 億 5,000 万ルピーの資産基盤を持っている。PNB は 5,161 の支

店と全国 5,050 の ATM を持っており広範囲で活動している。 
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インド産業開発銀行（IDBI） 
長期融資の提供元である IDBI は開発金融機関として始まり、国の金融構造の発展において重

要な役割を果たしてきた。2004 年 9 月、IDBI は前身の DFI から、業的サービスを提供する機

関となった。 

7) プライベートエクイティファンド 

インドにおけるプライベートエクイティ（PE）市場の必要性は、同国の高い借入金利を背景と

して高まってきた。さらに負債調達市場は、多くの規制等に伴うインフラ・セクターの度重な

る事業の遅れと資金回収期間の長さから、同セクターへの融資に対して懸念をもっている。こ

うした背景から、エネルギー部門は、数年にわたって最大の投資先となっており、2005 年～2011

年 5 月までの期間で 52 億 5,540 万米ドルの総投資額を得ている。続いて、通信部門は 48 億 3,670

万米ドル、エンジニアリング＆建設部門は 33 億 7,580 万米ドル海運・物流部門は 18 億 1,010 万

米ドル、交通部門は 5 億 7,590 万米ドルとなっている。 

8) 新金融メカニズム 

インド政府はインフラプロジェクト資金調達を目的に、土地を資金調達源として活用すること

を MoUD の NUTP 2006 で提唱している。 

間接利益バリューキャプチャー（Indirect Benefit Value Capture） 
都市鉄道路線の開業により、沿線の地価上昇がみこまれ、これにともない追加的に不動産税

の追加的の納税あるいは、生活が改善したことにより所得の上昇、支出の増加が税納付の増

加として還元される。 

不動産バリューキャプチャー（Property Value Capture） 

不動産の利用価値が大きくなることから、新たに商業ビルの建設、これに伴い容積率 (Floor to 

Space Index) の改訂により新たな不動産開発が実施される。また公共から新たな行業・住宅

などの開発を目的として開発権申請・付与も発生する。 

都市交通基金（Urban Transport Fund） 
首都圏インフラ基金（Metro Infrastructure Fund）としてバンガロールが基金を設立。不動産税

に市場価格の 5％加算、建蔽率上昇分について不動産税を住宅の 10％、商業ビルは 20％分課

税し、これらを原資として基金に投入し、バンガロールメトロほか公的機関がインフラ資本

支出に活用している。 

 

8.4 財務状況 

「9.1.3 PPP 事業の財務分析」を参照。 
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第9章 事業評価 

9.1 財務分析と経済分析 

9.1.1 財務分析 

1) 財務分析の目的と方法、前提条件 

財務分析は本事業の財務的妥当性を評価することを目的として実施される。本節においては、

前章までに算定された概算事業費と需要予測に基づき、プロジェクト総額を資金源（資本及び

借入金）別に区別せず、投入される資金一単位がプロジェクト期間における各期末に生み出す

収入を推定し、一般的な資本の機会費用との比較により収益性を判断する。その手法としては

標準的手法である割引キャッシュフロー法に基づき行われる。評価指標として、プロジェクト

の財務的内部収益率（Project FIRR）及び財務的正味現在価値（FNPV）を算出する。 

本事業は PPP 案件として形成されているが、ここではまず上記の前提により算出されたプロ

ジェクトのキャッシュフローのみで十分なリターンがあり、PPP 事業として成立し得るか否か

を検証し、PPP スキームのあり方や外部借入金・補助金等の必要性について今後検討を進める

際のベース・ケースとして供することを意図している。 

本財務分析の前提条件は以下の通りである。 
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表 9.1.1 財務分析の前提条件 

対象路線 JM Temple – Mahindra Tech Phase 3 
全長 21.6km 

支出と収入 支出：プロジェクトコスト、運営・維持管理費 
収入：運賃収入、運賃外収入（関連事業収入、広告収入等） 

収入の算定条件 交通需要予測の予測年次に対応して、2018 年、2028 年、2038 年の各年について算定。
上記予測年以外の年については、補間法で推定。2039 年以降は需要が 2038 年のレベル
で一定との想定の下で算定。 

実施スケジュール 2013 年より F/S 調査、2014 年より埋設物移設・土地収用等、2016～2020 年に 2 段階に分
けて建設、2018 年末から供用開始と設定 

プロジェクト・ライフ 供用開始後 30 年と設定 

評価指標 FIRR は、資本の財務的機会費用との比較により評価され、本財務分析においては最近の
インド 10 年国債の利率 8％程度を資本の財務的機会費用と考える。FNPV 算定にはこの
割引率を利用する。 

価格基準年次 2012 年価格をベースとする。 

財務価格 一般に、財務価格分析で用いる価格は、非貿易財については諸税を考慮した市場価格と
し、貿易財については、CIF 価格に輸入関税、国内輸送費、その他経費を考慮したもので
ある。本分析では、プネメトロ DPR 等の過去の調査を参考に、中央政府・州税を合わせて
18％を想定する。 

インフレーション 追加投資を含む投資費用及び運営・保守費について、インフレーションによる上昇を考慮
する。内貨は 4.2％、外貨は 2.1％／年と想定する。 

為替レート 2012 年 11 月の為替レートを参考に、2012 年において 1 ルピー=1.5 円と設定。その後、建
設完了年（2020 年）まで円・ルピーレートが年 5％低下（ルピーが減価）するものと想定す
る。2021 年以降は同レートが 2020 年レベルで一定とする。 

残存価値 償却資産のうち、プロジェクト・ライフの最終年（2038 年）における未償却資産は、残存価
格を算出して負の投資費用として計上する。残存価格は、以下の耐用年数に基づいて算
定する。 

土木構築物（桁、橋脚を含む）：50 年間 
建築（駅舎、車両基地を含む）：50 年間 
電気機械設備（電力、信号、通信設備を含む）：30 年間 
車両：30 年間 

支出関連 (1)建設・調達費 
将来の運転本数の増加に応じて、2023 年、2028 年、2033 年にそれぞれ車両の追加投
資が実施されるものとする。 

(2)運営保守費 
上述の通りインフレを考慮した。 

(3)コンサルティング・サービス 
建設・調達費（土地収用費用等は含まない）の 5％を想定する。追加調達時には計上し
ない。 

(4)予備費 
予備費として、建設・調達費及びコンサルティング・サービス費用の 5％を計上する。 

収入関連 (1)運賃収入 
需要予測で設定した運賃設定のうち、レベル2について、それぞれ年間需要を乗じて算
出した。 

(2)運賃外収入 
運賃外収入としては、鉄道駅内及び車両内外における広告収入等を想定し、各年にお
いて運賃収入の 5％相当とし算出した。 

 

2) 支出 

(1) 建設費 

第 5 章（5.9）に示した概算事業費の年次配分及び内貨・外貨別の内訳は表 9.1.2 及び表 9.1.3 の

通りである。 
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表 9.1.2 概算事業費の年次配分及び内貨・外貨別の内訳 

（プライスエスカレーション、為替変動考慮前） 

【外貨・内貨合計】 (Unit:  Million Rs.)
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2023 2028 2033  Total

(1)建設・調達費用
Civil Works 0 0 1,460 5,839 5,109 1,752 438 0 0 0 14,597
Track 0 0 282 564 669 209 209 0 0 0 1,933
E&M 0 0 743 1,485 2,037 552 276 0 0 0 5,093
Rolling Stock 0 0 0 3,285 3,285 1,643 0 2,746 845 704 12,508

0 0 2,484 11,173 11,100 4,155 923 2,746 845 704 34,131
(2)その他

Land acquisition, Utility relocation 1,112 1,894 1,112 0 0 0 0 4,118
Consulting service 0 0 124 559 555 208 46 1,492
Contingency 0 0 130 587 583 218 48 137 42 35 1,781

1,112 1,894 1,367 1,145 1,138 426 95 137 42 35 7,391
(3)税金

Tax & Duty 200 341 670 2,112 2,098 785 174 494 152 127 7,153
合計 1,312 2,235 4,521 14,430 14,336 5,367 1,192 3,377 1,039 866 48,675

【外貨】

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2023 2028 2033 Total
(1)建設・調達費用

Civil Works 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Track 0 0 66 132 157 49 49 0 0 0 453
E&M 0 0 330 660 905 245 123 0 0 0 2,262
Rolling Stock 0 0 0 3,285 3,285 1,643 0 2,746 845 704 12,508

0 0 396 4,077 4,347 1,937 172 2,746 845 704 15,223
(2)その他

Land acquisition, Utility relocation 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Consulting service 0 0 20 204 217 97 9 546
Contingency 0 0 21 214 228 102 9 137 42 35 788

0 0 41 418 446 199 18 137 42 35 1,335
(3)税金

Tax & Duty 0 0 75 771 822 366 32 494 152 127 2,838
合計 0 0 511 5,266 5,614 2,501 222 3,377 1,039 866 19,396

【内貨】

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2023 2028 2033 Total
(1)建設・調達費用

Civil Works 0 0 1,460 5,839 5,109 1,752 438 0 0 0 14,597
Track 0 0 216 432 512 160 160 0 0 0 1,480
E&M 0 0 413 826 1,132 307 153 0 0 0 2,831
Rolling Stock 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2,088 7,096 6,753 2,219 752 0 0 0 18,908
(2)その他

Land acquisition, Utility relocation 1,112 1,894 1,112 0 0 0 0 0 0 0 4,118
Consulting service 0 0 104 355 338 111 38 945
Contingency 0 0 110 373 355 116 39 0 0 0 993

 1,112 1,894 1,326 727 692 227 77 0 0 0 6,056
(3)税金

Tax & Duty 200 341 595 1,341 1,276 419 142 0 0 0 4,315
合計 1,312 2,235 4,009 9,165 8,722 2,865 971 0 0 0 29,279

小計

小計

小計

小計

小計

小計

 
出典：調査団 
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表 9.1.3 概算事業費の年次配分及び内貨・外貨別の内訳 

（プライスエスカレーション、為替変動考慮後） 

【外貨・内貨合計】 (Unit:  Million Rs.)
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2023 2028 2033  Total

(1)建設・調達費用

Civil Works 0 0 1,721 7,172 6,539 2,336 609 0 0 0 18,377
Track 0 0 343 720 897 295 310 0 0 0 2,564
E&M 0 0 927 1,960 2,844 815 431 0 0 0 6,977
Rolling Stock 0 0 0 4,711 5,063 2,721 0 5,202 1,776 1,642 21,113

0 0 2,990 14,563 15,343 6,167 1,350 5,202 1,776 1,642 49,032
(2)その他

Land acquisition, Utility relocation 1,207 2,143 1,311 0 0 0 0 0 0 0 4,662
Consulting service 0 0 150 728 767 308 67 0 0 0 2,021
Contingency 0 0 157 765 805 324 71 260 89 82 2,553

1,207 2,143 1,617 1,493 1,573 632 138 260 89 82 9,235
(3)税金

Tax & Duty 217 386 801 2,752 2,900 1,166 255 936 320 296 10,028
合計 1,425 2,529 5,409 18,808 19,815 7,964 1,744 6,398 2,184 2,019 68,295

【外貨】

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2023 2028 2033 Total
(1)建設・調達費用

Civil Works 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Track 0 0 88 189 241 81 87 0 0 0 688
E&M 0 0 440 946 1,394 406 218 0 0 0 3,405
Rolling Stock 0 0 0 4,711 5,063 2,721 0 5,202 1,776 1,642 21,113

0 0 528 5,846 6,699 3,208 305 5,202 1,776 1,642 25,206
(2)その他

Land acquisition, Utility relocation 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Consulting service 0 0 26 292 335 160 15 0 0 0 829
Contingency 0 0 28 307 352 168 16 260 89 82 1,302

0 0 54 599 687 329 31 260 89 82 2,131
(3)税金

Tax & Duty 0 0 100 1,105 1,266 606 58 936 320 296 4,686
合計 0 0 682 7,550 8,651 4,143 395 6,398 2,184 2,019 32,023

【内貨】

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2023 2028 2033 Total
(1)建設・調達費用

Civil Works 0 0 1,721 7,172 6,539 2,336 609 0 0 0 18,377
Track 0 0 254 530 655 214 223 0 0 0 1,877
E&M 0 0 487 1,014 1,449 409 213 0 0 0 3,572
Rolling Stock 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 2,462 8,717 8,644 2,959 1,045 0 0 0 23,826
(2)その他

Land acquisition, Utility relocation 1,207 2,143 1,311 0 0 0 0 0 0 0 4,662
Consulting service 0 0 123 436 432 148 52 0 0 0 1,191
Contingency 0 0 129 458 454 155 55 0 0 0 1,251

 1,207 2,143 1,563 893 886 303 107 0 0 0 7,104
(3)税金

Tax & Duty 217 386 701 1,647 1,634 559 197 0 0 0 5,342
合計 1,425 2,529 4,726 11,258 11,163 3,822 1,349 0 0 0 36,272

小計

小計

小計

小計

小計

小計

 
出典：調査団 

 

(2) 保守運営費 

各年の保守運営費については、表 9.1.4 及び表 9.1.5 の通り算定された。 

表 9.1.4 年次別保守運営費（プライスエスカレーション、為替変動考慮前） 

(Unit: Million Rs.)
2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

人件費 内貨 164 166 168 169 171 177 178 180 182 184 187 189 191 193 195 198
その他費用 外貨 43 43 43 43 43 176 176 176 176 176 121 121 121 121 121 193

内貨 287 287 292 292 366 532 532 532 532 558 490 490 490 490 522 612
税金 89 89 90 91 104 159 159 160 160 165 144 144 144 145 151 181

583 585 593 595 684 1,043 1,045 1,048 1,050 1,084 941 943 945 948 988 1,184

2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 合計

人件費 内貨 200 202 204 206 208 208 208 208 208 208 208 208 208 208 5,783
その他費用 外貨 193 193 193 193 161 161 161 161 161 136 136 136 136 136 4,155

内貨 612 612 612 612 571 571 571 571 571 541 541 541 541 541 15,312
税金 181 181 182 182 169 169 169 169 169 159 159 159 159 159 4,545

1,187 1,189 1,192 1,194 1,109 1,109 1,109 1,109 1,109 1,045 1,045 1,045 1,045 1,045 29,794

合計

合計  
出典：調査団 
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表 9.1.5 年次別保守運営費（プライスエスカレーション、為替変動考慮後） 

(Unit: Million Rs.)
2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

人件費 内貨 219 231 243 255 269 289 304 320 337 355 376 396 417 439 462 489
その他費用 外貨 72 77 79 81 82 341 348 355 362 370 260 265 271 276 282 461

内貨 383 399 422 440 575 871 907 946 985 1,079 985 1,027 1,070 1,115 1,238 1,514
税金 121 127 134 140 167 270 281 292 303 325 292 304 316 329 357 444

795 834 878 916 1,092 1,771 1,840 1,913 1,988 2,128 1,913 1,991 2,073 2,159 2,338 2,908

2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 合計

人件費 内貨 515 542 570 600 632 658 686 715 745 776 809 843 878 915 15,286
その他費用 外貨 470 480 490 500 424 433 442 451 461 400 408 417 426 435 10,221

内貨 1,578 1,644 1,713 1,785 1,735 1,808 1,884 1,963 2,045 2,019 2,104 2,192 2,284 2,380 41,088
税金 461 480 499 519 502 522 542 563 585 575 598 621 646 671 11,987

3,024 3,146 3,273 3,405 3,294 3,421 3,554 3,693 3,837 3,770 3,919 4,073 4,234 4,401 78,581

合計

合計  
出典：調査団 

 

3) 収入 

(1) 運賃収入 

運賃収入は、第 3 章（3.3）で示した需要予測から得られた乗客の年間需要と運賃を乗じて算出

した。運賃設定については、需要予測で採用された運賃モデル（レベル-2）を基礎として、本

財務分析で想定している内貨インフレ年率（4.2％）から、運営効率化相当分として 10％を減じ

た 3.78％の料金増加を行うものと設定した。各年次の料金の想定は表 9.1.6 の通りである。第 3

章（3.3）に示した予測年次の需要と料金想定に基づき、表 9.1.7 に、各年次の運賃収入の算出

結果を示した。なお、予測年次間の各年次の運賃収入の算出にあたっては、その間の収入伸び

率が一定であると想定している。また、開業 2 年次までは部分区間営業となることも考慮して

いる。 

表 9.1.6 年次別の料金想定（運賃レベル-2） 
(Unit: Rs.)

Distance (Km) 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030
<=3 12 12 13 13 14 14 15 16 16 17 17 18 19 19 20 21 22 23 23
3-6 17 18 18 19 20 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33
6-9 21 22 23 23 24 25 26 27 28 29 30 32 33 34 35 37 38 39 41
9-12 26 27 28 29 30 31 32 34 35 36 38 39 41 42 44 45 47 49 51
12-15 32 33 34 36 37 39 40 41 43 45 46 48 50 52 54 56 58 60 62
15-18 36 37 39 40 42 43 45 47 48 50 52 54 56 58 61 63 65 68 70
18-21 41 43 44 46 48 49 51 53 55 57 59 62 64 66 69 72 74 77 80
21-24 46 48 50 51 53 55 57 60 62 64 67 69 72 75 77 80 83 86 90

Distance (Km) 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048
<=3 24 25 26 27 28 29 30 31 33 34 35 37 38 39 41 42 44 46
3-6 34 36 37 38 40 41 43 45 46 48 50 52 54 56 58 60 62 65
6-9 42 44 46 48 49 51 53 55 57 59 62 64 66 69 71 74 77 80
9-12 53 55 57 59 61 63 66 68 71 73 76 79 82 85 88 92 95 99
12-15 65 67 70 72 75 78 81 84 87 90 94 97 101 105 109 113 117 122
15-18 73 76 78 81 85 88 91 94 98 102 106 110 114 118 122 127 132 137
18-21 83 86 89 93 96 100 104 108 112 116 120 125 130 134 139 145 150 156
21-24 93 97 100 104 108 112 116 121 125 130 135 140 145 151 156 162 169 175  

出典：調査団 
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表 9.1.7 年次別の運賃収入 

(Unit: Million Rs.)

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

運賃収入 772 843 2,301 2,514 2,746 2,999 3,275 3,578 3,907 4,268 4,707 5,191 5,725 6,314 6,963

2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048

運賃収入 7,679 8,469 9,340 10,301 11,360 11,790 12,235 12,698 13,178 13,676 14,193 14,729 15,286 15,864 16,464

出典：調査団 
 

(2) 運賃外収入 

運賃外収入としては上述の通り、駅構内や車両内外における広告収入等を想定し、各年におい

て運賃収入の 5％相当として算出した。 

4) 分析結果 

以上より得られた財務分析の結果は以下の通りである。Project FIRR は 5.2％であり、評価指標

としたインドの 10 年国債の利率 8％を下回った。財務的正味現在価値（FNPV）はマイナス 16,067

百万ルピーと算出された。 

併せて、算出された Project FIRR に対し、初期投資費用の上昇、収入の減少、及び供用開始の

遅延が発生した場合を想定した感度分析を行った。結果は以下の通りである。また、表 9.1.9 に

キャッシュフロー表を示した。 

表 9.1.8 財務分析キャッシュフローの感度分析 

 
ベース・ 
ケース 

初期投資 
10％上昇 

便益 
10％減少 

供用開始 
1 年遅延 

Project FIRR 5.2％ 4.7％ 4.4％ 4.5％ 

出典：調査団 

調達資金源を考慮せずに総資本の資金効率性を求めたこれらの結果からは、本事業は理論的に

はフィージブルとはいえず、PPP 事業として本事業を成立させるために事業会社による投資範

囲の切り分けを含め、政府と事業会社の事業分担及び資金負担のあり方を検討する必要がある。

事業会社の観点からは、外部借入金や補助金等、資金調達の諸条件を検討し、投資家の自己資

本に対する財務的内部収益率である自己資本 FIRR（Equity FIRR）等の算出と分析を通じて、十

分な収益性が確保されるような仕組みが成立し得るかどうかの検討を行う。これらの分析は

9.1.3 で述べる。 
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表 9.1.9 財務分析キャッシュフロー（ベース・ケース） 

 

(Unit: Mil. Rs.)

Investment O&M Total Passenger
Revenue

Off-rail
Revenue

Total

-6 2013 0 0 0
-5 2014 1,425 1,425 0 -1,425
-4 2015 2,529 2,529 0 -2,529
-3 2016 5,409 5,409 0 -5,409
-2 2017 18,808 18,808 0 -18,808
-1 2018 19,815 19,815 0 -19,815
1 2019 7,964 795 8,759 772 39 810 -7,949
2 2020 1,744 834 2,577 843 42 885 -1,692
3 2021 878 878 2,301 115 2,417 1,539
4 2022 916 916 2,514 126 2,639 1,724
5 2023 6,398 1,092 7,490 2,746 137 2,883 -4,607
6 2024 1,771 1,771 2,999 150 3,149 1,378
7 2025 1,840 1,840 3,275 164 3,439 1,599
8 2026 1,913 1,913 3,578 179 3,756 1,844
9 2027 1,988 1,988 3,907 195 4,103 2,115

10 2028 2,184 2,128 4,312 4,268 213 4,481 169
11 2029 1,913 1,913 4,707 235 4,942 3,029
12 2030 1,991 1,991 5,191 260 5,451 3,459
13 2031 2,073 2,073 5,725 286 6,011 3,938
14 2032 2,159 2,159 6,314 316 6,629 4,470
15 2033 2,019 2,338 4,358 6,963 348 7,311 2,953
16 2034 2,908 2,908 7,679 384 8,063 5,156
17 2035 3,024 3,024 8,469 423 8,892 5,868
18 2036 3,146 3,146 9,340 467 9,807 6,661
19 2037 3,273 3,273 10,301 515 10,816 7,543
20 2038 3,405 3,405 11,360 568 11,928 8,523
21 2039 3,294 3,294 11,790 589 12,379 9,086
22 2040 3,421 3,421 12,235 612 12,847 9,426
23 2041 3,554 3,554 12,698 635 13,333 9,778
24 2042 3,693 3,693 13,178 659 13,837 10,144
25 2043 3,837 3,837 13,676 684 14,360 10,523
26 2044 3,770 3,770 14,193 710 14,902 11,132
27 2045 3,919 3,919 14,729 736 15,466 11,547
28 2046 4,073 4,073 15,286 764 16,050 11,977
29 2047 4,234 4,234 15,864 793 16,657 12,423
30 2048 -13,965 4,401 -9,564 16,464 823 17,287 26,850

FIRR 5.2%
長期金利 8%
B-NPV 38,755
C-NPV 54,822
NPV -16,067

Year
Cost (Expenditure) Revenue Net Cash

Flow

 
出典：調査団 
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9.1.2 経済分析 

1) 経済分析の目的と方法、前提条件 

経済分析は、国民経済の観点から本事業が価値を生み出す効率性を評価し、経済的妥当性を評

価することを目的として実施される。その手法としては、標準的手法である割引キャッシュフ

ロー法に基づく費用便益分析により行われる。評価指標として、経済内部収益率（EIRR）及び

正味現在価値（NPV）を算出する。 

経済便益は、プロジェクトが実施された場合（with）と、実施されなかった場合（without）の

移動に係る経費の差額として算出される。具体的には、交通需要予測年次に関して With ケース

と Without ケースのそれぞれについて車両走行経費（VOC）と走行時間費用（VOT）を集計し、

差額を当該年の便益として算出した。中間年次については、補間法により推定した。 

本経済分析の前提条件は以下の通りである。 

表 9.1.10 経済分析の前提条件 

対象路線 JM Temple – Mahindra Tech Phase 3 

全長 21.6km 

費用と便益 費用：プロジェクトコスト、保守運営費 

便益：車両走行費用削減便益、走行時間短縮便益 

便益の算定条件 交通需要予測の予測年次に対応して、2018 年、2028 年、2038 年の各年について算

定。上記予測年以外の年については、補間法で推定。2039 年以降は便益を一定と

想定。 

実施スケジュール 2013 年より F/S、2014 年より埋設物移設・土地収用等、2016～2020 年に 2 段階に

分けて建設、2018 年末から供用開始と設定 

プロジェクト・ライフ 供用開始後 30 年と設定 

評価指標（社会的割引率） 社会的割引率（SDR）＝12％とする。NPV 算定にはこの割引率を利用する。EIRR

は、資本の機会費用との比較により評価され、経済分析においては社会的割引率を

資本の機会費用と考える。 

価格基準年次 2012 年。全ての価格は 2012 年価格で表示する。 

経済価格 一般に全ての費用は貿易財（外貨）と非貿易財（内貨）に分類される。経済価格の算

定には、国民経済の観点から、税金、輸入関税、補助金のような全ての移転項目を

除外する必要がある。また、市場価格から経済価格への変換には標準換算係数

（SCF）を用いる。内貨部分の換算には SCF=0.95 を適用する。 

インフレーション 経済分析では考慮しない。 

為替レート 1 ルピー＝1.5 円で計算（2012 年 10 月のレートに基づき設定）。為替変動は考慮しな

い。 

残存価値 償却資産のうち、プロジェクト・ライフの最終年（2048 年）における未償却資産は、残

存価格を算出して負の投資費用として計上する。残存価格は、以下の耐用年数に

基づいて算定する。 

土木構築物（桁、橋脚を含む）：50 年間 

建築（駅舎、車両基地を含む）：50 年間 

電気機械設備（電力、信号、通信設備を含む）：30 年間 

車両：30 年間 
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費用関連 (1)建設・調達費 

将来の運転本数の増加に応じて、2023年、2028年、2033年にそれぞれ車両の追

加投資が実施されるものとする。土地の取得関連費用は含まない。 

(2)保守運営費 

インフレは考慮していない。 

(3)コンサルティング・サービス 

建設・調達費（土地収用費用等は含まない）の 5％を想定する。追加調達時には

計上しない。 

(4)予備費 

予備費として、建設・調達費及びコンサルティング・サービス費用の 5％を計上す

る。 

便益関連 (1)車両走行費用削減便益 

下記 3) (1)を参照。 

(2) 走行時間短縮便益 

下記 3) (2)を参照。 

 

2) 費用 

(1) 建設費 

9.1.1 財務分析 2) (1)において示した概算事業費の年次配分より土地、税金を除き、内貨分につ

いて標準換算係数(SCF)を乗じて経済価格を算出した。SCF は下表に示す過去 4 年間の平均値を

考慮して 95％と設定した。 

表 9.1.11 標準換算係数（SCF）の算定 

（単位：Million Rs.） 
 2006-07 2007-08 2008-09 2009-10 Average 

Import 8,405,063 10,123,117 13,744,356 13,637,356 11,477,473

Import Tax 858,670 1,006,480 945,830 796,797 901,944

Export 5,717,792 6,558,635 8,407,551 8,455,336 7,284,829

Export Tax 4,600 34,710 52,960 11,160 25,858

Estimated SCF 94.3％ 94.5％ 96.1％ 96.6％ 95.5％

注：2006-09 年の Export Tax は、関税収入全体と輸入税との差額から推定。 

出典：Statistical Year Book 2012; Receipt Budget, 2011-2012/ 2012-13 

(2) 保守運営費 

本事業が実施される場合の保守運営費は、9.1.1 財務分析 2) (2)において示した各年の保守運営

費（税金を除く）のうち、内貨分に SCF=95％を乗じることにより算出した。 

3) 便益 

(1) 車両走行費用（VOC）削減便益 

車両走行費用削減便益とは、本事業の実施により、同一の輸送サービスの提供に要する費用が、

本事業が実施されないケースに比べて減少する効果を示したものであり、モード別の単位走行

費用に With Project と Without Project の総走行台・キロの差を乗ずることにより算定した。単位

走行費用は、下表に示す通りとした。 
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表 9.1.12 単位車両走行費用 

（単位：Rs./Km） 
車種 単位車両走行費用 

二輪 2.20 

乗用車 7.70 

オート三輪 4.16 

バス 23.10 

出典：調査団 
 

また、需要予測から得られる総走行台・キロの With ケースと Without ケースの差は、以下の通

り算定された。 

表 9.1.13 総走行台・キロの With と Without ケースの差異 

（単位：千台・キロ） 
車種 2018 2028 2038 

二輪 183.0 543.0 1,889.7 

乗用車 75.0 759.7 2,297.4 

オート三輪 86.5 402.7 1,050.5 

バス 10.4 11.2 16.3 

出典：調査団 

(2) 走行時間費用（VOT）短縮便益 

走行時間費用短縮便益とは、本事業の実施により、実施されないケースよりも、同一の旅客の

移動に対して所要時間が短縮される効果を経済価格に換算したものであり、単位車両時間費用

に With Project と Without Project の総走行台・時間の差を乗じることにより算定した。単位車両

時間の実質的な価値が将来にわたって増価することを見込み、下表に示す単位車両時間費用と

した。 

表 9.1.14 単位車両時間費用 

（単位：Rs./分） 
単位車両時間費用 

車種 
2012 2018 2028 2038 

二輪 0.50 0.60 0.80 1.08 

乗用車 0.86 1.03 1.38 1.85 

オート三輪 0.50 0.60 0.80 1.08 

バス 0.36 0.43 0.58 0.78 

出典：調査団 

また、需要予測から得られる総走行台・時の With ケースと Without ケースの差は、以下の通り

算定された。 
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表 9.1.15 総走行台・時間の With と Without ケースの差異 

（単位：千台・時） 
車種 2018 2028 2038 

二輪 41.7 134.3 247.5

乗用車 13.5 58.3 102.7

オート三輪 7.5 29.1 58.5

バス 0.5 0.7 0.9

出典：調査団 

事業の実施においては、上述した車両走行費用削減便益、走行時間費用短縮便益以外にも、他

のモードから転換した旅客の快適度の向上、交通事故による損害の減少、CO2 の削減等による

自然環境や社会環境の改善などの直接・間接的な便益が生み出されることが考えられる。しか

しこれらの便益は定量的な評価が困難であることから本項においては取り扱わなかったが、本

事業の採否においては同時に検討されるべき要素であると考えられる。 

4) 分析結果 

以上より得られたキャッシュフロー表を表 9.1.16 に示した。本経済分析の結果は以下の通りで

ある。EIRR は 14.0％であり、評価指標として国際金融機関や援助機関等で社会的割引率として

一般に採用されている 12％を上回った。同レートを割引率とした場合の経済的正味現在価値

（ENPV）は 5,300 百万ルピーとなった。上述の通り、本算定に含めた便益以外にも定量化が困

難な直接的・間接的な便益の発生が見込まれることも併せて考慮すると、国民経済の観点から

本事業を実施する意義は十分に認められる。 
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表 9.1.16 経済分析キャッシュフロー 

(Unit: Mil. Rs.)

Investment O&M Total Time Value VOC Saving Total
-6 2013 0 0
-5 2014 0 0
-4 2015 0 0
-3 2016 2,624 2,624 0 -2,624
-2 2017 11,927 11,927 0 -11,927
-1 2018 11,865 0 11,865 0 -11,865
1 2019 4,459 472 4,931 886 537 1,424 -3,507
2 2020 976 473 1,450 1,057 652 1,709 259
3 2021 480 480 1,260 791 2,051 1,571
4 2022 481 481 1,503 959 2,462 1,980
5 2023 2,883 553 3,436 1,792 1,163 2,955 -481
6 2024 849 849 2,137 1,411 3,547 2,699
7 2025 850 850 2,548 1,711 4,259 3,409
8 2026 852 852 3,039 2,075 5,114 4,262
9 2027 854 854 3,623 2,517 6,141 5,287

10 2028 887 881 1,768 4,321 3,053 7,374 5,606
11 2029 764 764 4,728 3,403 8,131 7,368
12 2030 765 765 5,174 3,794 8,967 8,202
13 2031 767 767 5,661 4,229 9,890 9,123
14 2032 769 769 6,195 4,714 10,908 10,139
15 2033 739 802 1,541 6,779 5,254 12,033 10,492
16 2034 963 963 7,418 5,857 13,274 12,311
17 2035 965 965 8,117 6,528 14,645 13,680
18 2036 967 967 8,882 7,277 16,159 15,192
19 2037 969 969 9,719 8,112 17,830 16,861
20 2038 971 971 10,635 9,042 19,677 18,706
21 2039 901 901 10,635 9,042 19,677 18,776
22 2040 901 901 10,635 9,042 19,677 18,776
23 2041 901 901 10,635 9,042 19,677 18,776
24 2042 901 901 10,635 9,042 19,677 18,776
25 2043 901 901 10,635 9,042 19,677 18,776
26 2044 848 848 10,635 9,042 19,677 18,828
27 2045 848 848 10,635 9,042 19,677 18,828
28 2046 848 848 10,635 9,042 19,677 18,828
29 2047 848 848 10,635 9,042 19,677 18,828
30 2048 -8,070 848 -7,222 10,635 9,042 19,677 26,899

EIRR 14.0%
SDR 12%
B-NPV 25,880
C-NPV 20,580
NPV 5,300

Year Cost Benefit Net Cash
Flow

 
出典：調査団 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

9-13 

本分析において設定した費用及び便益には変動要素があることから、算出された EIRR に対し、

初期投資費用の上昇、収入の減少、及び供用開始の遅延が発生した場合を想定した感度分析の

結果は以下の通りである。 

表 9.1.17 経済分析キャッシュフローの感度分析 

 
ベース・ 

ケース 

初期投資 

10％上昇 

便益 

10％減少 

供用開始 

1 年遅延 

EIRR 14.0％ 13.3％ 13.1％ 12.8％ 

出典：調査団 

上記の結果からは、供用開始が 1 年遅延したケースにおいて EIRR の減少幅が最も大きいが、

いずれも評価指標とした社会的割引率を上回っている。 

9.1.3 PPP 事業の財務分析 

1) PPP 事業の財務分析の目的と方法、前提条件 

本節では、前章で検討した PPP 事業スキーム及び実施プログラムの考え方、並びに前節までに

見てきた本プロジェクト全体の財務分析の結果を受けて、如何なる実施スキームの下で、事業

会社(SPV)にとってどのような事業収支構造が確保されれば PPP 事業が財務的に成立し得るの

かを検討する。具体的には、政府と SPV の事業分担及び資金負担のオプションを検討すると共

に、SPV の観点からは外部借入金や補助金等、資金調達の諸条件を検討し、投資家の自己資本

に対する財務的内部収益率である自己資本 FIRR（Equity FIRR）等の算出と分析を通じて、十分

な収益性が確保されるような仕組みが成立し得るかどうかを検証する。 

表 9.1.18 に、本分析において設定したパラメーターを示す。それぞれにおける各オプションを

組み合わせることにより分析を行った。また、各分析を行う上で共通する前提条件は表 9.1.19

の通りである。 

表 9.1.18 PPP 事業会社の財務分析のパラメーターと検討オプション 

PPP 事業形態 本事業の実施形態（民間の事業範囲）として、以下のオプションを検討する。 
A) 民間が土地取得、土木工事、E&M・車両の調達、事業運営を全て行う（純粋な民間事業） 
B) 公共が土地取得、土木工事を行い、民間が E&M・車両の調達、事業運営を行う（上下分離

方式 1） 
C) 公共が土地取得、土木工事、軌道敷設を行い、民間が E&M・車両の調達、事業運営を行う

（上下分離方式 2） 
B)及び C)においては第 8 章で提案された Gross Cost Scheme に基づく PPP 事業を想定する。 

資金調達 (1) Debt/Equity Ratio 
   金融機関からの借入を 70％、投資家等からの出資を 30％と想定した。 
(2) 借入オプション（金利及び融資期間） 

A) 現地金融機関からのインドルピー建て借入：金利 12％ 
直近のベースレート事例（9％程度）に、他都市のメトロプロジェクト（ハイデラバード）にお
ける貸し手の上乗せ幅を勘案して設定。融資期間 17～19 年（据置含む）、据置期間 5～
7 年とした。 

B) JICA 海外投融資からの円建て借入：金利 4％ 
融資期間 20～22 年（据置含む）、据置期間 5 年とした。 

(3) 建設中金利 
元加した。 

インド政府補助金 Viability Gap Funding (VGF)等のインド政府補助金により初期投資額の 0％～50％を賄うケースを
検討する。 
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表 9.1.19 PPP 事業会社の財務分析の前提条件 

対象路線 JM Temple – Mahindra Tech Phase 3 
全長 21.6km 

支出と収入 支出：プロジェクトコスト（負担分）、運営・維持管理費 
収入：運賃収入もしくはサービス・フィー収入、運賃外収入（広告収入、その他事業収入
等）、沿線容積率増加による沿線開発利益からの配分収入 

収入の算定条件 交通需要予測の予測年次に対応して、2018 年、2028 年、2038 年の各年について算定。上
記予測年以外の年については、補間法で推定。2039 年以降は需要が 2038 年のレベルで一
定との想定の下で算定。 

実施スケジュール 2013 年より F/S 調査、2014 年より埋設物移設・土地収用等、2016～2020 年に 2 段階に分
けて建設、2018 年末から供用開始と設定 

コンセッション期間 建設期間＋運営期間 30 年と設定 

評価指標 Equity IRR は、プロジェクトのスポンサー（PPP 事業会社への出資者）の投資利回りを分析
する指標である。スポンサーの出資金の現在価値と受取配当金の現在価値が等しくなる割
引率として計算される。従って、その値は事業会社の負債・資本構成や、借入条件に左右さ
れる。Equity IRR の評価はスポンサーが求める目標利回り（ハードル・レート）との比較によ
り行われるが、ハードル・レートは投資家により異なる。ここでは 15％と設定する。一般に都
市交通プロジェクトにおいては需要リスクにさらされることから、電力事業プロジェクト等と比
較してハードル・レートは高めとなる。 

価格基準年次 2012 年価格をベースとする。 

財務価格 一般に、財務価格分析で用いる価格は、非貿易財については諸税を考慮した市場価格と
し、貿易財については、CIF 価格に輸入関税、国内輸送費、その他経費を考慮したものであ
る。本分析では、プネメトロDPR等の過去の調査を参考に、中央政府・州税を合わせて18％
を想定する。 

インフレーション 追加投資を含む投資費用及び運営・保守費について、インフレーションによる上昇を考慮す
る。内貨は 4.2％、外貨は 2.1％／年と想定する。 

為替レート 2012 年 11 月のレートを参考に、2012 年において 1 ルピー＝1.5 円と設定。その後、建設完
了年（2020 年）まで円・ルピーレートが年 5％低下（ルピーが減価）するものと想定する。2021
年以降は同レートが 2020 年レベルで一定とする。 

残存価値 償却資産のうち、プロジェクト・ライフの最終年（2048 年）における未償却資産は、残存価格
を算出して負の投資費用として計上する。残存価格は、以下の耐用年数に基づいて算定す
る。 

土木構築物（桁、橋脚を含む）：50 年間 
建築（駅舎、車両基地を含む）：50 年間 
電気機械設備（電力、信号、通信設備を含む）：30 年間 
車両：30 年間 

支出関連 以下の項目から構成されるが、SPV の事業範囲の想定ケースに応じて支出額を調整する。
(1)建設・調達費 

将来の運転本数の増加に応じて、2023 年、2028 年、2033 年にそれぞれ車両の追加投資
が実施されるものとする。 

(2)運営保守費 
上述の通りインフレを考慮した。 

(3)コンサルティング・サービス 
建設・調達費（土地収用費用等は含まない）の 5％を想定する。追加調達時には計上しな
い。 

(4)予備費 
予備費として、建設・調達費及びコンサルティング・サービス費用の 5％を計上する。 

収入関連 (1)運賃収入もしくはサービス・フィー収入 
運賃収入については、需要予測で設定した運賃設定のうち、レベル 2 について、それぞ
れ年間需要を乗じて算出した。 
サービス・フィー収入については、運賃収入の一定比率（80～100％）として複数ケースを
想定した。 

(2)運賃外収入 
運賃外収入としては、鉄道駅内や車両内外における広告収入等として運賃収入の 5％相
当を得るものとして想定した。 

(3)沿線容積率増加による沿線開発利益からの配分 
下記 3)(3)参照。 
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2) 支出 

9.1.1 -2)で算定した建設費及び保守運営費を使用した。 

3) 収入 

(1) 運賃収入もしくはサービス・フィー収入 

本分析で検討される事業実施形態により、SPV にとっての主たる収入項目は異なる。すなわち、

本事業を純粋な民間事業として実施する場合には、運賃収入を当該 SPVが収受することになる。

その場合の年次別料金想定及び予測年次における運賃収入は、9.1.1 -3)に示した通りである。 

他方、第 8 章において提案した Gross Cost Scheme により本事業を PPP として官民の上下分離方

式により実施する場合、運賃収入の収受はパブリック側（PMRC）が行う一方で、SPV にとっ

ては PMRC から支払われるサービス・フィーが主要な収入となる。サービス・フィーの設定レ

ベルについては、SPV が期待するリターンを確保し得る水準を確認するために、複数のケース

を検討する。すなわち、パブリック側が運賃収入額の 90～100％の幅でサービス・フィーを SPV

に支払う場合について、SPV の Equity IRR への影響を見る。 

また、SPV からパブリック側へのライダーシップ・リスクの移転という Gross Cost Scheme の趣

旨に沿って、Gross Cost Schemeに基づく各ケースの検討で SPVの税引前損失が生じた場合には、

赤字分をパブリック側が補填するという想定を本分析では置いている。 

(2) 運賃外収入 

運賃外収入としては 9.1.1 において示したように、運賃収入の 5％相当を駅構内や車両内外にお

ける広告収入等から得ることを想定している。 

(3) 沿線容積率増加による沿線開発利益からの配分 

第 8 章（8.3）にて述べた通り、インド政府はインフラプロジェクトの資金調達を目的として、

土地を活用した不動産開発もしくは間接利益の PPP 事業への取り込みを提唱している。本調査

の検討過程においても、沿線地域の容積率（Floor Space Index: FSI）を増加させることにより得

られる沿線開発利益の一部を SPV が収入として受け入れることについて、インド側関係自治体

からも実現可能な手段として言及が成された。そうした背景から FSI 増加による SPV への収入

貢献を検討し、本財務分析において同収入を想定した。その考え方と試算内容を以下に示す。 

 LRT 沿線地域において PMC、PCMC、MIDC が政策的に容積率を増加することにより生

じる FSI プレミアム販売収入からの利益を LRT 事業会社に取り入れる可能性を検討した。

プレミアムとは、FSI 増加により可能となった開発権の対価として開発主体から市に対

して支払われるもので、プネ市ではメトロ建設において同方式による沿線開発利益の取

り込みが検討されている。以下の試算でも、プネメトロ・プロジェクトにおいて検討さ

れている考え方を基にしている。 

 LRT 沿線から 500 メートル内の地域（両側合計で 1,000 メートル幅）について、Floor Space 

Index（FSI）を現在の 1.0（基本）から 4.0 に増加させるものと想定した。 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

9-16 

 LRT 沿線の 1,000m 幅の地域のうち、公園、大学、軍用地等、開発に供しない面積を除外

した開発可能面積を算定した。 

 上記の開発可能面積のうちの 50％が、FSI の増加分を利用した開発もしくは再開発事業

が行われるものと想定した。 

 開発会社は当該地域の開発事業を行うために PMC/PCMC/MIDCに FSIプレミアムを支払

う。プレミアムの価格はプネメトロ・プロジェクトの Detailed Project Report で採用され

ている 5,000 ルピー／㎡で計算した。 

 FSI の売却収入のうち、40％分を PMC、PCMC、MIDC が確保し、LRT 沿線のインフラ

（道路、上下水道等）整備に充当する。残りの 60％が LRT 事業会社に配分されると想定

した。 

 但し、本事業と一部ルートが重複する PCMC の BRT プロジェクトにおいては、既に沿

線における容積率の増加（FSI=1.0 から 1.8 へ）が提案されている。また、MIDC の管轄

である Rajiv Gandhi Infotech Parkでは、IT 企業については容積率が既に 2.5 となっている。

こうした状況を踏まえ、PCMC と MIDC の管轄地域においては 60％分の半額（すなわち

30％）を LRT 事業会社が獲得するものと想定する。 

この結果、LRT 事業会社への最大配分額は合計 19,982 百万ルピーと算定された（表 9.1.20）。

FSI 増加による沿線開発は実際には長期間にわたり行われるものと見込まれるため、LRT への

収入貢献も長期的に考える必要がある。従って、この配分額が 30 年間にわたり均等に発現する

と仮定すると、年間 666 百万ルピーと算定された。一方、こうした開発の進行程度については

経済、政策、社会状況等の影響を大きく受けるため、言うまでもなく不確実性が存在する。従っ

て、本分析においては、上記の算定総額のうち半分が発現すると想定し、LRT 事業会社への収

入貢献を年間 333 百万ルピーとした。 

表 9.1.20 FSI プレミアム販売による SPV への収入貢献 

PMC PCMC MIDC 合計

LRT走行距離 km 6.5 7.1 7.8 21.4
影響幅 両側m 1,000 1,000 1,000
開発可能面積 m2 2,807,000 2,212,000 1,055,000 6,074,000
開発（再開発）実施割合 0.5 0.5 0.5
開発（再開発）実施面積 m2 1,403,500 1,106,000 527,500 3,037,000
現在Basic FSI 100% 100% 100%

（BRT提案180%） (ＩＴ企業250%）

提案FSI 400% 400% 400%
増加分 300% 300% 300%
追加FSIフロア面積 m2 4,210,500 3,318,000 1,582,500 9,111,000
FSIプレミアム Rs./m2 5,000 5,000 5,000
沿線のFSI収入 Mil. Rs. 21,053 16,590 7,913 45,555
  うち、インフラ整備への配分(40%） Mil. Rs. 8,421 6,636 3,165 18,222
  残り(60%） Mil. Rs. 12,632 9,954 4,748 27,333
LRT会社への配分可能割合 1 0.5 0.5
LRT会社への最大配分額 Mil. Rs. 12,632 4,977 2,374 19,982
実現想定額 Mil. Rs. 9,991
LRT会社の年間収入 Mil. Rs. 333

項目

 
出典：調査団 
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4) 検討ケースと分析結果 

表 9.1.18 に示したパラメーター並びにサービス・フィーの設定レベルを変化させることにより

各ケースを検討した。各ケースの内容とそれぞれ算出された Equity FIRR を表 9.1.21 に示す。 

表 9.1.21 検討ケースと Equity FIRR 

オプション別の Equity IRR 

サービス・フィー受取型 

（運賃収入に対する割合）
区分 

直接運賃

収受型 

90％ 95％ 100％

1a： 政府補助金なし 5.0％ - - - 

1a(i)：政府補助金 10％ 5.7％ - - - 

1a(iii)：政府補助金 30％ 7.5％ - - - 

1a. JICA 海外

投融資からの

借入 

1a(v)：政府補助金 50％ 9.8％ - - - 

1x： 政府補助金なし 2.3％ - - - 

1x(i)：政府補助金 10％ 2.9％ - - - 

1x(iii)：政府補助金 30％ 4.5％ - - - 

1. 全て民間資金で実施 

1x. 現地借入

1x(v)：政府補助金 50％ 6.6％ - - - 

2a： 政府補助金なし - 9.4％ 10.1％ 10.8％

2a(i)：政府補助金 10％ - 10.2％ 11.0％ 11.7％

2a(ii)：政府補助金 20％ - 11.2％ 12.0％ 12.8％

2a(iii)：政府補助金 30％ - 12.4％ 13.3％ 14.1％

2a(iv)：政府補助金 40％ - 13.8％ 14.7％ 15.7％

2a. JICA 海外

投融資からの

借入 

 

 

2a(v)：政府補助金 50％ - 15.5％ 16.6％ 17.6％

2. 上下分離 

 民間：軌道、E&M、車両 

政府：土地、土木 

2x. 現地借入 2x(v)：政府補助金 50％ - 13.4％ 14.1％ 14.8％

3a： 政府補助金なし - 10.3％ 11.1％ 11.8％

3a(i)：政府補助金 10％ - 11.2％ 12.0％ 12.8％

3a(ii)：政府補助金 20％ - 12.2％ 13.1％ 13.9％

3a(iii)：政府補助金 30％ - 13.4％ 14.3％ 15.3％

3a(iv)：政府補助金 40％ - 14.8％ 15.9％ 16.9％

3a. JICA 海外

投融資からの

借入 

 

 

3a(v)：政府補助金 50％ - 16.6％ 17.8％ 18.9％

3. 上下分離 

 民間： E&M、車両  

政府：土地、土木、軌道 

3x. 現地借入 3x(v)：政府補助金 50％ - 14.1％ 14.9％ 15.8％

注： マーカーを付したケースは基本シナリオ 

出典：調査団 
 

上記のケースを検討した結論は以下の通りまとめられる。 

(a) 本プロジェクトを全て民間資金により実施するケースにおいては、資金借入手段や政府

補助金の程度に関わらず、いずれも Equity FIRR は 10％に達しない。したがって、SPV

の収益性の観点からは、上下分離方式によるプロジェクト実施が前提となる。 

(b) 更に、民間とインド政府との実施分担による上下分離方式によりプロジェクトを行う場

合においても、SPV が一定の収益率（例えば、Equity FIRR 15％前後）を達成するために

は、JICA 海外投融資を利用した上で、ある程度のインド政府による資金補助が必要とな

る。補助金の規模は SPV が受け取るサービス・フィーの設定レベルとの関係で検討され
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る必要があるが、おおむね、SPV が担うプロジェクトコストの 30～40％が最低ラインと

考えられる。 

(c) インドの都市交通（メトロ）PPP プロジェクトにおいては、上下分離方式を採用しつつ、

SPV に補助金が提供されたケースはこれまでにないことから、その成立可能性について

はインド側の意向を確認しつつ判断する必要がある。その一方で、本調査の実施過程に

おけるインド政府関係者とのステークホルダー会合等の場において、本プロジェクトが

実施される場合の一定程度の補助金提供について前向きなコメントが得られている。 

以上を踏まえて、上記の検討ケースのうち、2a(iii)、2a(v)、及び 3a(v)の各ケース（共にサービ

ス・フィーは運賃収入の 95％と設定）を基本シナリオとした。これらの財務キャッシュフロー

表を Appendix-27-1 に示した。 

表 9.1.22 基本シナリオの選定 

 基本シナリオ 1 
基本シナリオ 2 
（中位シナリオ） 

基本シナリオ 3 

ケース名 2a(iii) 2a(v) 3a(v) 

Equity IRR 13.3％ 16.6％ 17.8％ 

出典：調査団 
 

5) 基本シナリオの返済能力指標と感度分析の結果 

基本シナリオとした 3 ケースについて、収益性に加えて借入金の返済能力の安全性を示す指標

を確認すると共に、両シナリオにおいて収入の減少及びコストの増加が発生した場合を想定し

た感度分析を行った。 

返済能力を確認するための代表的指標として、ここでは以下の 2 指標を見る。 

 Debt Service Coverage Ratio（DSCR） 

DSCR は借入金の返済開始以降の一定期間における元利金返済必要金額に対して元利支払前

キャッシュフローがどれだけ生み出されているかを示す倍率である。DSCR が 1 を下回る場

合、その期間（年など）に生み出されるキャッシュフローのみでは元利返済が賄えないこと

を示す。本分析では元金返済期間中の各年の DSCR のうち最低値と平均値を示す。 

（各年の）元利支払前キャッシュフロー

（同年の）元利支払金額
DSCR=

 

 Loan Life Coverage Rario（LLCR） 

LLCR はある時点における借入金残高に対して、残存返済期間中に全体としてどれだけの

キャッシュフローが生み出されるのかを示す倍率である。LLCR が 1 を下回る場合、返済予

定期間中に借入金を全額返済することができないことを示す。本分析では初年度返済前時点

での LLCR を確認する。 
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残存返済期間における元利支払前
キャッシュフローの現在価値

その時点の借入金元本残高
LLCR=

 
 

(1) 基本シナリオ 1：ケース 2a(iii) 

本シナリオにおける Equity IRR は 13.3％であるが、本 PPP 事業において調査団が提案する Gross 

Cost Scheme の採用でライダーシップ・リスクのパブリック側への移転が図られることを鑑み、

若干低めであっても投資家に許容され得る収益率レベルの代表例として本ケースを基本シナリ

オとして採用した。 

ベース・ケースにおける DSCR の平均値は 2.35、最低値は返済初年度の 1.05 であり、融資期間

通期において元利金を返済するキャッシュフローが生み出されている。一方、LLCR は初年度

返済前に 0.93 で、融資期間中に借入金元本の全額返済ができないことを示しているが、翌年度

以降は LLCR が 1 を上回る。 

次に、ベース・ケースから(A)初期投資が 10％増加、(B)運営維持費が 10％増加、(C)サービス・

フィー収入が 10％低下した場合の感度分析を行った。Equity IRR は(C)の場合において 11.5％に

低下し、最も影響幅が大きい。返済能力指標についても、(A)及び(C)において DSCR 最低値が 1

を割り込む。これらのコスト増もしくは収入減に対して財務面で十分にフィージビリティが確

保されているとはいえない。それぞれ 20％の影響を想定した(A’)(B’)(C’)のケースでは、各指標

値は一層悪化する。 

表 9.1.23 収益・返済能力指標と感度分析結果（基本シナリオ 1） 

 Equity IRR 
NPV（@15％）

Rs. Mil. 
DSCR 
（平均） 

DSCR 
（最低） 

LLCR 
(@15％) 

ベース・ケース 13.3％ -866 2.35 1.05 0.93 

(A)初期投資 10％増加 12.5％ -1,335 2.15 0.98 0.86 

(B)運営維持費 10％増加 12.6％ -1,207 2.21 1.01 0.88 

(C)サービス・フィー10％低下 11.5％ -1,673 2.02 0.95 0.82 

上記(A)(B)(C)が同時発生 10.3％ -2,389 1.75 0.92 0.72 

(A’)初期投資 20％増加 11.8％ -1,802 1.98 0.92 0.80 

(B’)運営維持費 20％増加 11.9％ -1,535 2.09 0.97 0.84 

(C’)サービス・フィー20％低下  9.8％ -2,389 1.72 0.92 0.72 

上記(A’)(B’)(C’)が同時発生  7.9％ -3,481 1.37 0.92 0.62 

出典：調査団 
 

(2) 基本シナリオ 2：ケース 2a(v) 

ベース・ケースにおける Equity IRR は 16.6％である。DSCR は平均値 3.27、最低値も 1.42 が確

保されており、融資期間通期において元利金を返済するキャッシュフローが生み出されている。
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LLCR も 1.29 であり、融資期間中に借入金元本の全額返済が可能なキャッシュフローであるこ

とを示している。 

次に、ベース・ケースから (A) 初期投資が 10％増加、(B) 運営維持費が 10％増加、(C) サービ

ス・フィー収入が 10％低下した場合の感度分析を行った。Equity IRR は (A)及び(B)の場合は共

に 15％以上を確保できているが、(C)の場合において 14.5％にまで低下する。返済能力指標につ

いては、(A) (B) (C) いずれの場合でも DSCR 最低値は 1.2 以上を確保している。これらのコス

ト増もしくは収入減の各ケースに対しては、財務面でのフィージビリティが確保されていると

いえる。但し、(A’) (B’) (C’)の各ケースが示すように、これらのネガティブ要素の発現幅がこの

想定以上となった場合、もしくは各要素が複合的に発生した場合には収益性及び財務面の

フィージビリティへのマイナスの影響も大きくなることには注意が必要である。 

表 9.1.24 収益・返済能力指標と感度分析結果（基本シナリオ 2） 

 Equity IRR 
NPV（@15％）

Rs. Mil. 
DSCR 
（平均） 

DSCR 
（最低） 

LLCR 
(@15％) 

ベース・ケース 16.6％ 621 3.27 1.42 1.29 

(A)初期投資 10％増加 15.7％ 284 2.98 1.32 1.19 

(B)運営維持費 10％増加 15.7％ 262 3.08 1.37 1.22 

(C)サービス・フィー10％低下 14.5％ -212 2.80 1.28 1.12 

上記(A)(B)(C)が同時発生 13.0％ -841 2.41 1.15 0.98 

(A’)初期投資 20％増加 14.9％ -40 2.75 1.24 1.10 

(B’)運営維持費 20％増加 14.8％ -78 2.89 1.31 1.15 

(C’)サービス・フィー20％低下 12.4％ -984 2.36 1.14 0.96 

上記(A’)(B’)(C’)が同時発生 10.3％ -1,882 1.85 1.14 0.81 

出典：調査団 
 

(3) 基本シナリオ 3：ケース 3a(v) 

ベース・ケースにおける Equity IRR は 17.8％である。DSCR は平均値 3.68、最低値も 1.57 が確

保されており、融資期間通期において元利金を返済するキャッシュフローが生み出されている。

LLCR は 1.45 であり、融資期間中に借入金元本の全額返済が可能なキャッシュフローである。 

次に、ベース・ケースから(A) 初期投資が 10％増加、(B) 運営維持費が 10％増加、(C) サービ

ス・フィー収入が 10％低下した場合の感度分析を行った。Equity IRR は (A) 及び (B) では共

に 16.8％、(C) の場合においても 15％以上が確保されている。返済能力指標については、

(A) (B) (C)いずれの場合でも DSCR 最低値は 1.4 以上となっており、財務面でのフィージビリ

ティが確保されているといえる。(A’) (B’) (C’)に示すようにこれらのネガティブ要素の発現幅が

この想定以上となった場合、もしくは各要素が複合的に発生した場合には注意が必要であるが、

全般的には良好なキャッシュフローであるといえる。 
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表 9.1.25 収益・返済能力指標と感度分析結果（基本シナリオ 3） 

 Equity IRR 
NPV（@15％）

Rs. Mil. 

DSCR 

（平均） 

DSCR 

（最低） 

LLCR 

(@15％) 

ベース・ケース 17.8％ 1,013 3.68 1.57 1.45 

(A)初期投資 10％増加 16.8％ 716 3.36 1.45 1.33 

(B)運営維持費 10％増加 16.8％ 650 3.46 1.50 1.36 

(C)サービス・フィー10％低下 15.4％ 162 3.15 1.40 1.25 

上記(A)(B)(C)が同時発生 13.8％ -450 2.69 1.25 1.08 

(A’)初期投資 20％増加 16.0％ 419 3.09 1.36 1.23 

(B’)運営維持費 20％増加 15.8％ 296 3.25 1.44 1.28 

(C’)サービス・フィー20％低下 13.2％ -636 2.64 1.24 1.06 

上記(A’)(B’)(C’)が同時発生 10.8％ -1,603 2.00 1.14 0.85 

出典：調査団 

 

6) オプション・シナリオの検討 

以上の 3 つの基本シナリオを軸としつつ、ここでは以下のオプション・シナリオを検討する。 

 投資家の魅力を高めるための免税等による SPV の収益向上シナリオ 

 その一方で、LRT 事業への投資全体を見通した政府部門の投資負担規模を考慮した SPV の

収益シナリオ 

(1) 免税等による SPV の収益向上シナリオ 

基本シナリオでは、本事業の投資・支出に関連するインド政府の中央税及び州税が全て適用さ

れることを想定している。想定される主要な中央税及び州税を下表に示す。 

表 9.1.26 本事業で想定される主要な中央税・州税 

中央政府税 州税 

Custom duty 
Excise duty 

VAT (Sales tax) 
Works contract tax 

出典：調査団 

一方、デリーメトロにおいては、上記の主要項目について DMRC に対して税免除が与えられて

おり、課税適用項目は僅かである。また、PPP スキームで事業が実施されているハイデラバー

ド・メトロプロジェクトにおいても、プロジェクトコストの高騰に際してコンセッショネアと

州政府との間で免税適用についての交渉が行われているとの報道もある。 

また、DMRC の運営に際しては電力料金への補助が行われており、そのレートは市場価格の半

額となっている。なお、そうした政府補助という手段以外に、本調査におけるインド側関係者

との議論において、電力公社ではなく民間電力事業者からの購入により電力費の抑制を図る可

能性についても検討し得るオプションのひとつであるとのコメントがあった。 
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本 LRT プロジェクトを PPP 事業として実現するためには、十分な技術・資金力や運営ノウハウ

を有するインド国内外の投資家の参画・コミットメントが不可欠である。SPV に対する税免除

等が確保されるのであれば、そうした潜在投資家の大きな誘引策となり得るものと考えられる。 

従ってここでは、それぞれの基本シナリオにおいて、税免除が追加的に最大限行われたと仮定

した場合、並びに電力料金が政府補助もしくは SPVの調達努力により抑制された場合について、

SPV の収益性を見た。その結果は下表に示す通りである。 

表 9.1.27 免税等による SPV の Equity IRR 

 シナリオ 1 シナリオ 2 シナリオ 3 

ベース・ケース 13.3％ 16.6％ 17.8％ 

免税ケース* 16.5％ 20.5％ 22.0％ 

免税＋電力費抑制** 17.3％ 21.6％ 23.2％ 

注：*免税ケースは中央税・州税をゼロと想定した場合。**電力費は 30％削減を想定。 

出典：調査団 

 

(2) 政府部門の負担規模を考慮した SPV の収益シナリオ 

上下分離方式では政府部門と民間部門との間で事業を構成するサブセクターに応じた投資分担

が行われるが、政府部門から民間部門に対して補助金の提供が行われる場合には、政府は自ら

が担当するセクターへの投資に加えて、民間が担当するセクターの投資に供するための資金提

供を行うことになる。提供される補助金の規模が大きいほど民間部門の収益率は上がり、投資

家の魅力も高まるが、それは事業全体に対する政府部門の総体としての投資負担が増加するこ

とを意味する。従って、民間が満足し得る収益率と政府部門が許容する投資負担との適切なバ

ランスが確保されることが本事業成立の鍵となる。 

基本シナリオにおける公的部門の投資負担については、次節 9.1.4 の公的部門の財務分析におい

て再述するが、ここでは上述した観点から、SPV が政府補助金を受領せず、その代りに(1)で述

べた免税適用等が行われると仮定した場合の SPV の Equity IRR と政府負担率を見る1。表 9.1.28

に試算結果を示した。 

SPV が補助金を全く受領しない場合、政府部門の負担は担当セブセクターへの投資額と等しく

なり、政府負担率はシナリオ 1 及び 2（政府部門は土地、土木を担当）では 50.6％、シナリオ 3

（土地、土木、軌道を担当）では 56.3％である。一方、基本シナリオが前提とするように SPV

が運賃収入の 95％をサービス・フィー収入として受け取る場合、補助金の代わりに免税や電力

費の削減を進めたいずれのケースにおいても SPV の Equity IRR は 15％に達しない（表の I）。 

次に、I から政府負担率を変えずに SPV の収益率を改善するために、基本シナリオの前提を変

化させて SPV が運賃収入の全額をサービス・フィーとして受け取る想定とした場合、各ケース

                                                        
1 ここで述べる政府負担率とは、LRT 事業の初期投資総額に対する政府部門担当サブセクターへの投資額と SPV

を対象とする VGF 等補助金の合計額の割合を示す。各種の免税相当額やオペレーション段階での補助金、

PMRC から SPV に対して支払われるサービス・フィーは考慮しない。 
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における SPV の Equity IRR は若干上昇し、シナリオ 3 で免税と電力費削減の両者が図られた場

合には 15.5％となる（表の II）。 

他方、運賃収入の 95％というサービス・フィーのレベルを維持したままで、SPV の Equity IRR

が 15％に達するには政府部門が SPV にどの程度の補助金を提供する必要があるかという観点

からの各ケースの試算も行った（表の III）。その結果、シナリオ 1 及び 2 で免税と電力削減の

両者が行われる場合に、SPV に対して投資額の 14％分の補助金を提供することにより、政府負

担率は 57.9％で最小となる。 

以上の検討の結論として、SPV の収益率を確保しつつ達成可能な政府負担率の低減ラインは 6

割弱と判断される。但し、SPV のサービス・フィー等の収入増加や免税等によるコスト削減が

行われることが前提となる。以上の結果から、政府部門が適切な税金免除などの措置を検討・

実施することは自らの投資負担の軽減の観点からも重要であると結論付けられる。 

表 9.1.28 SPV の Equity IRR と政府部門の負担レベルの関係 

I. ≪サービス・フィー支払：運賃収入の95％≫

シナリオ1 シナリオ2 シナリオ3 シナリオ1 シナリオ2 シナリオ3
ベース・ケース（基本シナリオ） 13.3% 16.6% 17.8% 65.5% 75.3% 78.2%
補助金ゼロ(A) 11.1%
(A)+免税ケース* 13.9%
(A)+免税＋電力費抑制** 14.6%

II. ≪サービス・フィー支払：運賃収入の100%とした場合のEquity IRR≫

シナリオ1 シナリオ2 シナリオ3 シナリオ1 シナリオ2 シナリオ3
ベース・ケース（サービス・フィー100％） 14.1% 17.6% 18.9% 65.5% 75.3% 78.2%
補助金ゼロ(A) 11.8%
(A)+免税ケース* 14.7%
(A)+免税＋電力費抑制** 15.5%

III. ≪Equity IRR=15%を達成する政府負担率≫（サービス・フィー支払は運賃収入の95％）

シナリオ1 シナリオ2 シナリオ3 シナリオ1 シナリオ2 シナリオ3

ベース・ケース（基本シナリオ） 13.3% 16.6% 17.8% 65.5%
（補助金30%)

75.3%
（補助金50%）

78.2%
（補助金50%）

補助金ゼロ(A) - -

(A)+免税ケース* ＋補助金必要分 15.0% 61.4%
(補助金10%)

(A)+免税＋電力費抑制**＋補助金必要分 15.0% 58.8%
(補助金4%)

ベース想定の税率（一律18%）を0%とした。

電力費はO&M総額の40％相当、電力費削減率30％を想定（＝O&M総額に対して12％の削減を想定）

56.3%

政府部門の初期投資負担率

10.1%
12.7%
13.4%

SPVのEquity IRR 政府部門の初期投資負担率

SPVのEquity IRR

50.6% 56.3%

15.0%

60.8%
(補助金20%)

政府部門の初期投資負担率
（必要となるSPVへの補助金率）

SPVのEquity IRR

57.9%
(補助金14%)

-

50.6%
10.8%
13.5%
14.2%

-

15.0%

 
出典：調査団 

 

(3) その他の検討ケース 

これまでに述べた基本シナリオを含む検討ケース以外に、各種の条件設定を変更して算出した

諸ケースの Equity IRR を参考として Appendix-27-2 に掲載した。掲載ケースは以下の通りである

（既述のケースを含む）。 
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A. 基本シナリオを含むベース・ケース 

B. 中央政府・州政府税免除の想定ケース 

C. 中央政府・州政府税免除＋電力費削減の想定ケース 

D. FSI 収入を見込まないケース 

E. FSI 収入を見込まない＋中央政府・州政府税免除の想定ケース 

9.1.4 公的部門の財務分析 

本項では、前項の PPP 事業で検討した基本シナリオに対応した政府部門のキャッシュフロー分析

を行う。その主な目的は以下の 2 点である。 

i) 本 LRT 事業の政府側事業組織となることが想定される Pune Metro Railway Corporation 

（PMRC）の各ケースにおけるキャッシュフローを確認し、予算化が必要となる財源規模

や外部資金の調達オプションに基づく毎年の元利返済資金規模を把握すること 

ii) PPP の事業形態により本 LRT 事業の総投資額における政府部門の負担割合がどのように影

響を受けるかを確認すること 

1) 検討ケース 

PMRC の収支構造は PPP の事業形態に左右される。ここでは PMRC の財務分析の検討ケースと

して、前項で検討した Gross Cost Scheme に基づく SPV の 3 つの基本シナリオに対応するケース

を想定する（それぞれケース P2a(iii)、P2a(v)、P3a(v)とする）。また、上下分離ケースとの比較

のために、本事業全体を政府プロジェクトとして実施した場合のケースも検討する（ケースP1）。

これらの各ケースについて、資金調達の手段（市中借入もしくは円借款）及び借入比率の相違2

により区別される下表の合計 10 ケースを検討することにする。 

                                                        
2 上下分離ケースにおける借入比率は政府補助金を含む政府拠出額との差額から算出した。政府補助金は、対応

する SPV の財務ケースにおける VGF 補助率と同率の補助金が中央政府・州政府より PMRC に提供されるもの

と想定している。但し、既述の通り土地収用に関わるコストは VGF の適用対象外であるため、補助金率の算

定から除外している。 
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表 9.1.29 政府部門の財務分析の検討ケース 

ケース 投資範囲
初期投資額
（Mil. Rs) 投資範囲 ケースの内容

Case P2a(iii)-1 Land  29,235 PMC/PCMC/MIDC 5,501 18.8% Track work Case 2a(iii)
Civil work VGF State government 3,560 12.2% E&M * 30% of initial investment subsidized by public

VGF Central government 3,560 12.2% Rolling Stock * 95% of fare box revenue is received as service fee
Debt (JICA ODA loan) 16,614 56.8% SPV equity IRR: 13.3%

Case P2a(iii)-2 Land  29,235 PMC/PCMC/MIDC 5,501 18.8% Track work Case 2a(iii)
Civil work VGF State government 3,560 12.2% E&M * 30% of initial investment subsidized by public

VGF Central government 3,560 12.2% Rolling Stock * 95% of fare box revenue is received as service fee
Debt (Commercial loan) 16,614 56.8% SPV equity IRR: 13.3%

Case P2a(v)-1 Land  29,235 PMC/PCMC/MIDC 5,501 18.8% Track work Case 2a(v)
Civil work VGF State government 5,933 20.3% E&M * 50% of initial investment subsidized by public

VGF Central government 5,933 20.3% Rolling Stock * 95% of fare box revenue is received as service fee
Debt (JICA ODA loan) 11,867 40.6% SPV equity IRR: 16.6%

Case P2a(v)-2 Land  29,235 PMC/PCMC/MIDC 5,501 18.8% Track work Case 2a(v)
Civil work VGF State government 5,933 20.3% E&M * 50% of initial investment subsidized by public

VGF Central government 5,933 20.3% Rolling Stock * 95% of fare box revenue is received as service fee
Debt (Commercial loan) 11,867 40.6% SPV equity IRR: 16.6%

Case P3a(v)-1 Land  32,546 PMC/PCMC/MIDC 5,501 16.9% E&M Case 3a(v)
Civil work VGF State government 6,761 20.8% Rolling Stock * 50% of initial investment subsidized by public
Track work VGF Central government 6,761 20.8% * 95% of fare box revenue is received as service fee

Debt (JICA ODA loan) 13,523 41.5% SPV equity IRR: 17.8%
Case P3a(v)-2 Land  32,546 PMC/PCMC/MIDC 5,501 16.9% E&M Case 3a(v)

Civil work VGF State government 6,761 20.8% Rolling Stock * 50% of initial investment subsidized by public
Track work VGF Central government 6,761 20.8% * 95% of fare box revenue is received as service fee

Debt (Commercial loan) 13,523 41.5% SPV equity IRR: 17.8%
Case P1-1 57,693 Gov. Budget (PMC/PCMC/MIDC) 17,308 30%

Debt (JICA ODA loan) 40,385 70% - -

Case P1-2 57,693 Gov. Budget (PMC/PCMC/MIDC) 17,308 30%
Debt (Commercial loan) 40,385 70% - -

Case P1-3 57,693 Gov. Budget (PMC/PCMC/MIDC) 5,769 10%
Gov. Budget (State government) 11,539 20%
Gov. Budget (Central government) 11,539 20% - -
Debt (JICA ODA loan) 28,847 50%

Case P1-4 57,693 Gov. Budget (PMC/PCMC/MIDC) 5,769 10%
Gov. Budget (State government) 11,539 20%
Gov. Budget (Central government) 11,539 20% - -
Debt (Commercial loan) 28,847 50%

政府部門 (PMRC)の検討ケース SPVの対応ケース

資金調達先
(Mil. Rs)

Fullly public
undertaking

Fullly public
undertaking

Fullly public
undertaking

Fullly public
undertaking

 
出典：調査団 

 

外部資金の調達方法として想定する円借款及び市中借入の設定条件は下表の通りである。 

表 9.1.30 政府部門の資金調達オプションと設定条件 

項目 調達オプション／設定条件 

調達方法 円借款（一般条件） 現地金融機関からの市中借入 

金利 1.4％ 12％ 

融資期間 30 年（据置期間 10 年） 17 年（据置期間 5 年） 

建設中金利 現金払い 元加 

融資比率（上限） 投資コストの 40～70％（但し、土地収用、税金等の費

用を除いた適格部分を上限とする） 

投資コストの 40～70％ 

出典：調査団 

 

2) 分析結果 

以下では、上記の各ケースのうち、SPV の基本シナリオに対応する 3 つのケースについて個別

に説明を示した後に、他のケースとの比較の要約表を示す。ここで取り上げる 3 ケースは、ケー

ス P2a(iii)-1、P2a(v)-1、P3a(v)-1 である。なお、これら 3 ケースにおける PMRC のキャッシュフ

ロー表は Appendix-27-3 に示した。また、検討した全 10 ケースの資金構成とキャッシュフロー

を示した図は Appendix-27-4 に掲載した。 
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(1) ケース P2a (iii)-1 

本ケースは SPV のケース 2a(iii)に対応し、PMRC は土地関連及び土木工事を担うと共に中央・

州政府より初期投資額（土地収用費用を除く）の 30％の VGF が提供されることを想定してい

る。総投資額は 29,235 百万ルピーで、そのうち 57％分の 16,614 百万ルピーを JICA の円借款に

より調達する。PMC/PCMC/MIDC は、土地関連費用分の 5,501 百万ルピーを負担する。 

時系列キャッシュフローを見ると、建設期間中においてパブリック側（中央・州政府の VGF と

PMC/PCMC/MIDC 拠出分を合計したもの）が最大で年間 2,800 百万ルピーの財源確保が必要と

なる。また、円借款の元本返済が開始される 2026 年から 2045 年にかけて毎年 1,000 百万ルピー

程度のデッド・サービス（元利支払い）が生じる。一方、Gross Cost Scheme の下で PMRC が得

る運賃収入から SPV への支払額を差し引いた純収入が年々増加するため、元利支払いを行うた

めにパブリックが毎年確保すべき純財源（すなわち、PMRC のネット・キャッシュフローのマ

イナス幅）は徐々に縮小する。借入金返済完了後にはネット・キャッシュフローはプラスに転

じ、2048 年のコンセッション契約終了に伴い SPV より資産を受け入れる場合には取得資金が必

要となる。 

また、このケースにおいて SPV 担当分を併せた本プロジェクト全体の初期投資額における政府

部門のコスト負担率は、約65％となる（政府部門の負担率の試算表はAppendix-27-5に掲載した）。 

Investment cost and financing sources
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 Total % *Terms of JICA ODA loan

Total investment Mil. Rs. 1,425 2,529 3,769 9,263 8,445 3,017 786 29,235 100% Borrowing rate: 1.4%
Debt Mil. Rs. 0 0 1,556 6,484 5,912 2,112 550 16,614 57% Loan (grace) period: 30(10) years
Central Government Mil. Rs. 402 713 624 784 715 255 67 3,560 12%
State Government Mil. Rs. 402 713 624 784 715 255 67 3,560 12%
PMC/PCMC/MIDC Mil. Rs. 621 1,102 965 1,211 1,104 394 103 5,501 19%

Net cash flow for equity IRR
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出典：調査団 

図 9.1.1 PMRC の資金構成とキャッシュフロー図：ケース P2a(iii)-1 

 

(2) ケース P2a (v)-1 

本ケースは SPV のケース 2a(v)に対応し、PMRC は土地関連及び土木工事を担うと共に中央・

州政府より初期投資額（土地収用費用を除く）の 50％の VGF が提供されることを想定してい

る。総投資額は 29,235 百万ルピーで、そのうち 41％分の 11,867 百万ルピーを JICA の円借款に

より調達する。PMC/PCMC/MIDC は、土地関連費用分の 5,501 百万ルピーを負担する。 
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時系列キャッシュフローを見ると、建設期間中においてパブリック側（中央・州政府の VGF と

PMC/PCMC/MIDC 拠出分を合計したもの）が最大で年間 4,500 百万ルピーの財源確保が必要と

なる。また、円借款の元本返済が開始される 2026 年から 2045 年にかけて毎年 700 百万ルピー

前後のデッド・サービス（元利支払い）が生じる。一方、Gross Cost Scheme の下で PMRC が得

る運賃収入から SPV への支払額を差し引いた純収入が年々増加するため、元利支払いを行うた

めにパブリックが毎年確保すべき純財源（すなわち、PMRC のネット・キャッシュフローのマ

イナス幅）は徐々に縮小し、借入金返済完了 1 年前の 2044 年にネット・キャッシュフローはプ

ラスに転じる。2048 年のコンセッション契約終了に伴い SPV より資産を受け入れる場合には取

得資金が必要となる。 

また、このケースにおいて SPV 担当分を併せた本プロジェクト全体の初期投資額における政府

部門のコスト負担率は、約 75％となる（Appendix-27-5）。 

Investment cost and financing sources
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 Total % *Terms of JICA ODA loan

Total investment Mil. Rs. 1,425 2,529 3,769 9,263 8,445 3,017 786 29,235 100% Borrowing rate: 1.4%
Debt Mil. Rs. 0 0 1,111 4,631 4,223 1,509 393 11,867 41% Loan (grace) period: 30(10) years
Central Government Mil. Rs. 487 864 908 1,582 1,443 515 134 5,933 20%
State Government Mil. Rs. 487 864 908 1,582 1,443 515 134 5,933 20%
PMC/PCMC/MIDC Mil. Rs. 451 801 842 1,467 1,337 478 124 5,501 19%

Net cash flow for equity IRR
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出典：調査団 

図 9.1.2 PMRC の資金構成とキャッシュフロー図：ケース P2a(v)-1 

 

(3) ケース P3a (v)-1 

本ケースは SPV のケース 3a(v)に対応し、PMRC は土地関連及び土木工事、軌道を担うと共に

中央・州政府より初期投資額（土地収用費用を除く）の 50％の VGF が提供されることを想定

している。総投資額は 32,546 百万ルピーで、そのうち 42％分の 13,523 百万ルピーを JICA の円

借款により調達する。PMC/PCMC/MIDC は、土地関連費用分の 5,501 百万ルピーを負担する。 

時系列キャッシュフローを見ると、建設期間中においてパブリック側（中央・州政府の VGF と

PMC/PCMC/MIDC 拠出分を合計したもの）が最大で年間 5,100 百万ルピーの財源確保が必要と

なる。また、円借款の元本返済が開始される 2026 年から 2045 年にかけて毎年 800 百万ルピー

前後のデッド・サービス（元利支払い）が生じる。一方、Gross Cost Scheme の下で PMRC が得

る運賃収入から SPV への支払額を差し引いた純収入が年々増加するため、元利支払いを行うた

めにパブリックが毎年確保すべき純財源（すなわち、PMRC のネット・キャッシュフローのマ

イナス幅）は徐々に縮小する。借入金返済完了後の 2046 年にネット・キャッシュフローはプラ

スに転じる。2048 年のコンセッション契約終了に伴い SPV より資産を受け入れる場合には取得

資金が必要となる。 
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また、このケースにおいて SPV 担当分を併せた本プロジェクト全体の初期投資額における政府

部門のコスト負担率は、約 78％となる（Appendix-27-5）。 

Investment cost and financing sources
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 Total % *Terms of JICA ODA loan

Total investment Mil. Rs. 1,425 2,529 4,212 10,192 9,603 3,398 1,187 32,546 100% Borrowing rate: 1.4%
Debt Mil. Rs. 0 0 1,332 5,096 4,802 1,699 593 13,523 42% Loan (grace) period: 30(10) years
Central Government Mil. Rs. 506 899 1,023 1,811 1,707 604 211 6,761 21%
State Government Mil. Rs. 506 899 1,023 1,811 1,707 604 211 6,761 21%
PMC/PCMC/MIDC Mil. Rs. 412 731 833 1,474 1,388 491 172 5,501 17%

Net cash flow for equity IRR
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出典：調査団 

図 9.1.3 PMRC の資金構成とキャッシュフロー図：ケース P3a(v)-1 

 

(4) 他ケースとの比較 

上で取り上げた SPV の基本シナリオへの対応ケースを含めた全 10 ケースの検討結果の要約を

表 9.1.31 に示す。 

調査団が提案する基本シナリオをはじめとする上下分離方式と政府一体方式の比較、及び資金

調達における円借款と市中借入の比較の結果は以下の通り要約される。 

【上下分離方式と政府一体方式の比較】 

 上下分離ケースとの比較を目的として検討したパブリック一体型ケース（P1 の 4 ケース）

においては、上下分離ケースと比較して初期投資額が倍増するため、必要資金の財源確

保がより大きな問題となってくる。例えば、建設期間中における財源確保の最大必要額

は P2a(v)-1 ケースでは年間 4,600 百万ルピーであったが、一体型で 50％を円借款により

調達する P1-3 ケースの場合には、最大 9,000 百万ルピーとなる。 

 借入額も一体方式では 300～400 億ルピー程度に増加することに伴い、上下分離ケースと

比較しておおむね 2 倍程度の元利支払が必要となる。 

 また、プロジェクト全体の投資を民間と分け合う上下分離型と異なり、当然ながらパブ

リック側がプロジェクト総投資額の 100％を負担することになる。これに対して上下分

離型（基本シナリオ）では政府部門の投資コスト負担率は 65～78％となっている。 

 その一方で、本調査で試算されたプロジェクトコスト及び収入条件によりパブリックに

よる一体型プロジェクトが実施されると仮定するなら、当初は投資及び元利返済のため

の財源確保が必要になるものの、長期的には投資を上回る収入が得られることになる。 
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【円借款と市中借入の比較】 

 資金調達手段の異なるケースとして、ケース P2a(iii)-2、P2a(v)-2、P3a(v)-2、P1-2、P1-4

ではルピー建ての市中借入を想定したが、円借款と比較して毎年の元利支払い負担は大

幅に（最大 4 倍程度）増加する。 

(5) 政府部門の投資コスト負担率に関する考察 

上述の通り、本事業の初期投資総額のうち政府部門が負担する割合は、基本シナリオにおいて

それぞれ 65.5％、75.3％、78.2％と算出された。9.1.3 6)で述べた通り、政府部門の負担率を低減

する方策として、SPV に対する政府補助金提供額を削減する代わりに免税等の収益向上策を講

じることにより、SPV の一定の収益率を確保しつつ同負担率を 50％台にまで引き下げることが

可能であると試算された。 
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9.2 開発者意向調査 

本事業の範囲・内容および事業に参画を予定者は未定であるが、メインの鉄道事業に関しては、

PMC / PCMC / MIDC それぞれ強い関心をもっている。PPP 案件として民間セクター、特に日本か

らの民間企業の資本参加、事業経営参加への期待感は高い。 

日印それぞれの民間企業について、特にインド企業については意向調査の前段階としての、候補

企業の選定および各社の企業戦略、財務状況・体質などを調査中である。日本側からの投資予定

企業の意向も確認しつつ、今後候補となる各企業の意向確認調査を行う。 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

10-1 

第10章  事業効果 

10.1 JICA における事業評価の概要 

JICA のプロジェクト・レベルの評価は、①プロジェクトの現状把握・検証を行い、②それらを

DAC 評価基準から判断し、③提言や教訓を導き出して次の段階にフィードバックするという 3 

つの枠組みから構成されている。JICA のプロジェクト評価では、評価における価値判断の基準と

して、評価 5 項目を採用している。評価 5 項目は 1991 年に経済協力開発機構開発援助委員会

（OECD-DAC）で提唱された開発援助にかかわる 5 項目からなる評価基準である。 

1) 妥当性（relevance） 

開発援助と、ターゲットグループ・相手国・ドナーの優先度ならびに政策・方針との整合性の

度合いを指す。 

2) 有効性（effectiveness） 

開発援助の目標の達成度合いを測る尺度として示される。 

3) 効率性（efficiency） 

インプットに対するアウトプットを定性的および定量的に計測する。開発援助が、その期待さ

れる結果を達成ために最もコストのかからない資源を使っていることを示し、最も効率的なプ

ロセスが採用されたかを確認するため、通常、他のアプローチとの比較を行う。 

4) インパクト（impact） 

開発援助によって直接または間接的に、意図的または意図せずに生じる変化。開発援助が地域

社会・経済・環境、ならびにその他の開発の指標にもたらす主要な影響や効果を含む。 

5) 持続性（sustainability） 

ドナーによる支援が終了しても、開発援助による便益が継続するかを測る。開発援助は環境面

でも財政面でも持続可能でなければならない。 

10.1.1 各段階における評価の概要 

これらの DAC 評価 5 項目は、事業実施の価値を総合的な視点から評価する基準である。5 項目の

評価の視点は、評価の時期、すなわち事前・実施中・事後毎に設けられる。 

1) 事前評価 

事業の必要性や効果、実施計画等を確認する。また可能な限り定量的な指標を用いて成果目標

を設定し、今後の評価計画を明確にする。評価の視点としては、DAC 評価 5 項目の考え方を用



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

10-2 

いつつ、特に事業の必要性、妥当性、目的、内容、効果（有効性）、外部要因・リスク等を整

理し、事業計画の適切性を総合的に検証する。 

2) 実施中評価 

事業が順調に効果発現に向けて実施されているかを検証し、評価対象事業の計画見直しや運営

体制の改善に資する。現状・実績に基づき、妥当性、有効性（当初想定した事業効果が発現す

るか）、効率性について、影響する貢献・阻害要因とともに検証する。 

3) 終了時・事後評価 

目標が協力期間終了までに達成されたかを総合的に検証し、事業終了の適否、延長の必要性の

判断に活用する。現状・実績に基づき、特に有効性（事業効果の達成状況）を総合的に検証す

る。インパクト、持続性は、見込みについて検証する。 

10.1.2 継続的評価のための指標設定 

プロジェクト・レベルの評価で広く用いられているツールとして、ロジカル・フレームワーク方

式があり、プロジェクトの計画・実施・評価に用いられている。一般的には、 

1) 上位目標（インパクト）は、長期的な開発効果、 

2) プロジェクト目標（アウトカム）は、プロジェクトの直接的な便益の指標、 

3) アウトプット目標は、プロジェクトが生み出す財とサービスの指標、そして 

4) 活動目標は、アウトプットを生み出すためのプロジェクトの活動の指標 

より構成されている。 

またプロジェクトを取りまく環境とその変化を把握する横断的な視点の指標も必要と考えられる。 

すなわち、 

 政策：プロジェクトの分野の優先度、関連政策への配慮、制度上の整備状況等 

 経済・財政：運営維持管理のための財源確保、事業の費用と便益の分析等 

 技術：適正な技術の選択、技術者の有無や継続的育成と確保、関連資機材の入手可能性等 

 組織制度・管理運営：必要な組織制度体制、人員の確保、能力、責任の所在等 

 環境：天然資源の管理・開発・利用、環境の保護、環境に与える影響等 

社会・文化：地域社会への影響・浸透度、様々なグループ（ジェンダー、民族、宗教、貧富等）

に対する影響、グループ毎のプロジェクトの裨益度とアクセス等 

 

 

 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

 

10-3 

10.2 本事業における事業効果の評価の枠組み設定 

以上、JICA における事業評価をふまえて、業績指標（Performance Indicator）を本事業に即し事業

効果を考える。 

1) 上位目標（インパクト） 

「プネ地域における交通渋滞が軽減し、公共交通主体型交通システムが定着し、沿線自治体等

の経済・社会が発展する。」と定める。 

2) プロジェクト目標（アウトカム） 

アウトカムとしての効果指標としては、都市鉄道利用客の移動にかかわる時間短縮効果および、

費用削減効果が挙げられる。 

3) アウトプット目標 

LRT 都市鉄道事業としての旅客輸送量を運用指標として設定する。 

4) 活動 

LRT 都市鉄道事業建設・運営管理が本事業により実施される活動内容である。 

10.2.1 本事業における事業効果の評価指標の設定 

1) 運用指標（アウトプット） 

LRT 都市鉄道事業としての旅客輸送量をアウトプット目標として、すなわち運用指標として設

定する。なお、本事業は PPP 方式により、BOT Gross Cost Scheme の採用を提言しており、こ

の場合旅客運賃は公共セクターが決定、運賃収受も行う方式を採用することとしている。運賃

レベルの価格弾力性が輸送旅客量に逆相関を与えるが、これは需要予測の章で分析している。 

2) 効果指標（アウトカム） 

アウトカムとしての効果指標としては、都市鉄道利用客の移動にかかわる時間短縮効果および、

費用削減効果が挙げられる。 

加えて一般的には、公共交通導入による交通事故削減効果、鉄道への自動車などからの輸送手

段代替による温暖化ガス排出削減効果なども考えられるが、本章における費用・便益分析（経

済分析）では、もっぱら時間短縮効果、費用削減効果の視点からの分析を行っている。 

さらに、これら以外に本事業は PPP による事業実施・運営を企図しており、都市鉄道沿線の自

治体にとっての開発効果、および開発が進展することに伴う不動産関連税の増加を原因として

た財政面への寄与も考えられるが、財務分析では特に SPV からの視点での収益性をアウトカム

としてみている。 
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また、上述以外のプロジェクトを取りまく環境を考慮した横断的な視点からの定性的な指標と

しては以下のようなものが考えられ、今後の実施過程でさらに詳細な検討が望まれる。 

 政策： 

中央・州政府および関連自治体等の本事業への優先的配慮、FSI 指数引きあげなど関連政

策への配慮、制度上の整備状況。 

 経済・財政： 

運営維持管理のための VGF による資金調達支援を通じた財源確保状況。 

 技術： 

本事業で提案し、ライフサイクルコストが他の方式に比し廉価である架線レス鉄道技術な

ど適正な技術への理解と選択、 

 組織制度・管理運営： 

LRT およびメトロ 1－2 号線の規制・監督機関となる PMRC にとって必要な組織制度体制、

人員の確保、能力、責任の所在の明確化 

 環境： 

EIA の実施、用地取得などを通じ、天然資源の管理・開発・利用、環境の保護、環境に与

える影響の把握および適切な対応。 

 社会・文化： 

地域社会への影響・浸透度、BRT、MRT など計画されている他のプロジェクトも含め、本

事業の裨益度とアクセス等 

10.2.2 本プロジェクトにおける目標値の設定案 

この稿については、第 9 章を参照。 
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第11章  調査結果概要および今後の対応 

11.1 調査結果概要 

本報告書は、「インド国プネ市都市鉄道準備調査（PPP インフラ事業）」の調査結果を取りまと

めたものである。調査にあたってはプネ市都市鉄道がプネ市（PMC）、ピンプリチンチワッド

（PCMC）およびマハラシュトラ工業土地開発公社（MIDC）にまたがって建設されるため実務的

な協議調整を行い進めてきた。調査結果は 3 つの関係機関のメンバーからなるステークホルダー

会議に報告され、逐次改良され、以下に示す基本計画方針のもとに報告書にまとめた。 

✓ 先行してデリーメトロによる大量交通システムの事業性調査のプネメトロ 1・2 号線との連

絡を考慮して整備する。 

✓ プネ都市圏では、多極型都市構造を促進するため、MIDC により郊外部のヒンジャワディ

工業団地が IT パークとして開発され、既にフェーズ 3 まで開発され、現在フェーズ４の用

地取得が公示され、フェーズ 5、6 は開発計画の段階であり、都市鉄道をプネーヒンジャワ

ディコリドーの開発戦略として整備（PPP 事業）する。 

これらの基本方針を基に、現地調査を行って路線計画および鉄道システム計画と概略検討を行い、

計画図面の作成、施工計画検討、概算事業費の算出を行っている。 

環境社会配慮事項に関する調査に関しては、EIA と RAP 調査の作成支援として関係機関との協議

を踏まえて、次のステップに必要な TOR と本調査で求められる EIA の手続きと概略の用地買収面

積と戸数をまとめている。 

本調査では、プロジェクトの経済分析、財務分析および PPP 業務としてエクイティ IRR を事業実

施の面から有効性を確認した。 

今後は、プネ LRT 事業の各種リスクの軽減と鉄道システムとしての LRT として実施に向け関係

機関との調整と申請が必要になる。 

調査結果全体概要を表 11.1.1 に示す。 
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る
承

認
 

国
レ

ベ
ル

へ
は

未
申

請
 

州
に

お
け

る
「
都

市
交

通
に

関
す

る
コ

ミ
テ

ィ
・

H
P

C
」
は

設
立

済
み

。
「
都

市
鉄

道
鉄

会
社

・

P
M

R
C

」
の

設
立

に
向

け
、

市
か

ら
州

に
申

請

が
行

わ
れ

た
(1

/
28

)。
承

認
後

の
組

織
体

制
と

人
事

の
確

認
 

ヒ
ン

ジ
ャ

ワ
デ

ィ
工

業
団

地
 

M
ID

C
に

よ
り

工
業

団
地

開
発

が
進

ん
で

い
る

フ
ェ

ー
ズ

３
ま

で
開

発
が

進
み

、
フ

ェ
ー

ズ
４

は
用

地
取

得
の

公
示

。
フ

ェ
ー

ズ

５
，

６
は

開
発

計
画

段
階

 

フ
ェ

ー
ズ

４
の

土
地

取
得

の
期

間

は
、

用
地

交
渉

か
ら

約
1
.5

年
掛

か

る
。

 

M
ID

C
に

よ
る

フ
ェ

ー
ズ

４
の

用
地

取
得

に
向

け
、

用
地

交
渉

の
開

始
時

期
の

確
認

 

計 画 条 件 

B
R

T
計

画
 

P
C

M
C

（
ピ

ン
プ

リ
チ

ン
チ

ワ
ッ

ド
市

）
で

世
銀

の
支

援
に

よ
る

B
R

T
路

線
の

整
備

 

幅
員

4
5
m

で
道

路
の

拡
幅

中
。

一
部

区

間
で

B
R

T
走

行
路

盤
の

建
設

中
 

B
R

T
駅

と
L
R

T
駅

間
の

連
絡

施
設

と
歩

道
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

整
備

 

報
告

書
に

駅
お

よ
び

道
路

断
面

で
L
R

T
と

の

位
置

関
係

を
提

示
 

 
プ

ネ
メ

ト
ロ

１
・
２

号
線

の
プ

ネ
市

内
の

駅
周

辺
開

発
。

 
駅

周
辺

開
発

 
 

プ
ネ

L
R

T
で

州
立

病
院

と
の

連
絡

施
設

計

画
 

 
各

駅
の

周
辺

開
発

や
特

に
シ

バ
ジ

ナ
ガ

ー
ル

国
鉄

駅
前

開
発

は
未

着

手
 

メ
ト

ロ
１

・
２

号
線

の
プ

ネ
市

内
の

駅

位
置

の
確

定
お

よ
び

駅
周

辺
開

発

と
出

入
り

口
計

画
の

策
定

 

 
将

来
の

周
辺

開
発

と
プ

ネ
L
R

T
の

S
t.
1

お

よ
び

S
t.
2

の
駅

か
ら

の
連

絡
施

設
計

画
案

を
報

告
書

に
提

示
。

 

 
州

立
病

院
へ

の
連

絡
施

設
計

画
を

提
示

 

計 画 方 針 

車
両

基
地

 
ヒ

ン
ジ

ャ
ワ

デ
ィ

工
業

団
地

の
フ

ェ
ー

ズ
４

に
計

画
 

M
ID

C
に

よ
る

フ
ェ

ー
ズ

４
に

プ
ネ

L
R

T

の
車

両
基

地
の

建
設

を
確

認
 

プ
ネ

L
R

T
事

業
の

州
で

の
承

認
と

フ
ェ

ー
ズ

４
の

用
地

取
得

 

州
の

責
任

部
署

（
工

業
省

）
に

プ
ネ

L
R

T
事

業

を
説

明
し

、
事

業
承

認
に

向
け

理
解

を
得

る
 

需
要

予
測

 

開
業

か
ら

基
本

的
に

1
0

年
、

2
0

年
で

の
予

測
。

需
要

予
測

を
運

賃
レ

ベ
ル

で
検

討
。

L
R

T

輸
送

力
は

2
0
1
8

年
か

ら
2
0
2
8

年
ま

で
1
5
,0

0
0

人
/
時

間
/
方

向
で

あ
り

、
そ

し
て

、
2
0
2
8

年
か

ら
2
0
3
8

年
ま

で
輸

送
力

は
1
6
,5

6
0

人
/
時

間
/

方
向

と
な

る
。

 

 
運

賃
レ

ベ
ル

を
L
R

T
計

画
に

お
い

て

も
デ

リ
ー

メ
ト

ロ
の

運
賃

レ
ベ

ル
を

希

望
。

 

 
L
R

T
の

３
０

年
後

の
需

要
増

の
対

応

を
要

請
 

プ
ネ

メ
ト

ロ
路

１
・
２

号
線

と
同

レ
ベ

ル
の

運
賃

を
期

待
 

 
P

P
P

事
業

と
し

て
、

プ
ネ

L
R

T
は

収
支

に
見

合
う

運
賃

レ
ベ

ル
を

支
払

意
思

調
査

結
果

か
ら

設
定

。
 

 
3
0

年
後

の
需

要
対

応
は

、
L
R

T
の

1
0
m

延

長
で

対
応

（
輸

送
力

は
1
9
,3

2
0

人
/
時

間
/

方
向

）
 

計
画

・
設

計
 

 
プ

ネ
ー

ヒ
ン

ジ
ャ

ワ
デ

ィ
コ

リ
ド

ー
の

都
市

鉄

道
を

L
R

T
と

し
て

整
備

。
 

 
L
R

T
の

特
性

を
生

か
す

た
め

、
（
地

上
＋

高

架
）
で

検
討

。
最

少
曲

線
半

径
(2

0
m

)で
用

地
取

得
の

最
小

化
を

計
画

 

 
L
R

T
の

基
本

構
成

を
6
0
m

(3
0
m

+3
0
m

)で

バ
ッ

テ
リ

ー
使

用
の

架
線

レ
ス

で
検

討
 

 
M

ID
C

は
ヒ

ン
ジ

ャ
ワ

デ
ィ

工
業

団
地

の
フ

ェ
ー

ズ
３

（
経

済
特

区
）
ま

で
高

架
構

造
で

延
伸

（
約

5
km

）
を

要
望

 

 
P

C
M

C
は

B
R

T
と

の
並

走
区

間
に

お
い

て
、

L
R

T
の

高
架

形
式

を
要

望
。

 

 
 

全
線

高
架

形
式

と
し

た
時

の
建

設

費
の

増
加

。
L
R

T
の

特
性

の
確

保

全
線

高
架

と
し

た
案

を
報

告
書

に
追

加
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項
目

 
概

要
 

イ
ン

ド
側

の
検

討
状

況
 

課
題

 
対

応
予

定
 

施
工

計
画

 

 
都

心
部

の
建

設
時

に
お

け
る

道
路

混
雑

と

L
R

T
の

早
期

試
運

転
か

ら
フ

ェ
ー

ズ
を

二

つ
に

分
け

て
建

設
。

 

工
事

期
間

中
の

道
路

交
通

の
確

保
 

 
都

心
部

の
道

路
阻

害
へ

の
配

慮
 

 
ム

ラ
河

に
お

け
る

軍
の

用
地

を

避
け

た
施

工
の

配
慮

 

課
題

に
対

応
す

る
案

を
報

告
書

に
記

載
 

事
業

費
概

算
 

土
木

費
は

デ
リ

ー
で

の
実

績
を

参
照

。
L
R

T
の

車
両

は
、

イ
ン

ド
国

内
で

の
一

部
製

造
を

考

慮
、

 

車
両

基
地

の
用

地
取

得
費

の
計

上
 

 
車

両
基

地
の

用
地

取
得

 

 
バ

ッ
テ

リ
ー

の
リ

サ
イ

ク
ル

と
処

分
 

 
M

ID
C

に
よ

る
用

地
取

得
の

確
認

 

 
バ

ッ
テ

リ
ー

の
リ

サ
イ

ク
ル

、
処

分
に

つ
い

て
報

告
書

に
記

載
 

周
辺

開
発

 

プ
ネ

L
R

T
１

・
２

号
線

の
接

合
と

し
て

、
シ

バ
ジ

ナ
ガ

ー
ル

国
鉄

駅
前

再
開

発
と

車
両

基
地

の

有
効

活
用

を
検

討
 

 
プ

ネ
メ

ト
ロ

１
・
２

号
線

と
の

接
続

は
２

号
線

と
は

高
架

構
造

の
連

絡
施

設

で
、

１
号

線
と

は
地

上
出

口
で

対
応

を
希

望
 

 
周

辺
左

右
5
0
0
m

の
容

積
率

(F
S
I)
を

4
.0

で
考

察
を

希
望

 

周
辺

開
発

の
検

討
の

未
着

手
 

 
報

告
書

で
再

開
発

案
を

提
示

。
 

 
容

積
率

増
加

を
財

務
分

析
に

て
収

益
に

計

上
 

環
境

社
会

配
慮

 

 
L
R

T
設

計
案

を
も

と
に

環
境

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

作
成

、
環

境
予

備
評

価
を

実
施

し
、

事
業

実
施

に
お

け
る

重
要

環
境

社
会

配
慮

項
目

を
整

理
。

 

 
同

項
目

を
も

と
に

今
後

必
要

と
な

る
用

地
取

得
交

渉
の

あ
り

方
や

E
IA

、
沿

道
樹

木
伐

採
の

許
認

可
取

得
に

必
要

と
な

る
各

種
調

査
の

T
o
R

、
並

び
に

環
境

管
理

方
針

を
提

案
 

 
車

両
基

地
建

設
予

定
地

の
用

地
買

収
は

M
ID

C
 

(州
工

業
土

地
開

発
公

社
)で

実
施

予
定

。
L
R

T
本

線
沿

い

の
用

地
買

収
で

は
P

M
C

と
P

C
M

C

で
実

施
予

定
 

 
L
R

T
事

業
の

環
境

許
認

可
は

未
取

得
 

 
州

環
境

局
と

し
て

は
E
IA

調
査

の
実

施
を

推
薦

 

 
事

業
実

施
に

必
要

な
沿

道
樹

木
伐

採
許

可
は

未
取

得
 

2
0
1
8

年
：
 

6
,9

7
8

人
 

2
0
2
8

年
：
 1

0
,8

6
5

人
 

2
0
3
8

年
：
 1

5
,1

0
2

人
 

 
E
IA

実
施

主
体

の
確

認
、

予
算

措
置

、
業

者
選

定
の

た
め

の
入

札
準

備
 

 
用

地
取

得
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る

J
IC

A
と

の
共

同
調

査
体

制
（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

含
め

た
）
の

確
立

 

 
沿

道
樹

木
伐

採
に

伴
う

植
樹

、

移
設

樹
木

の
長

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
の

確
立

、
関

連
社

会
環

境
調

査
の

実
施

 

 
沿

道
樹

木
伐

採
許

可
取

得
に

必

要
な

関
連

植
生

調
査

の
実

施
 

 
J
IC

A
の

P
S
IF

の
申

請
と

融
資

条
件

と
し

て
J
IC

A
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

に
よ

る
E
IA

の
確

認
が

必
要

 

 
J
IC

A
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

も
と

づ
く
環

境
社

会

配
慮

調
査

の
実

施
 

 
P

M
R

C
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

の
確

立

を
予

定
 

 
J
IC

A
に

よ
る

専
門

家
派

遣
の

検
討

も
可

能
 

 
J
IC

A
の

P
S
IF

に
つ

い
て

報
告

書
に

記
載

 

2
0
1
8

年
：
 
6
,9

7
8

人
 

2
0
2
8

年
：
 1
0
,8

6
5

人
 

2
0
3
8

年
：
 1
5
,1

0
2

人
 

事
業

ス
キ

ー
ム

 

公
共

の
資

金
を

少
な

く
し

、
民

間
参

入
の

P
P

P

を
可

能
と

す
る

上
下

分
離

案
に

よ
る

G
ro

ss
 

C
o
st

 S
c
h
e
m

e
を

提
案

。
 

プ
ネ

メ
ト

ロ
１

・
２

号
線

は
一

体
方

式
（
土

木
＋

鉄
道

シ
ス

テ
ム

）
で

行
う

と
説

明
。

 

 
一

体
方

式
と

上
下

分
離

方
式

の

共
存

 

 
G

ro
ss

 C
o
st

 S
c
h
e
m

e
の

理
解

 
報

告
書

に
両

者
に

よ
る

得
失

を
記

載
 

 
G

ro
ss

 
C

o
st

 
S
c
h
e
m

e
を

報
告

書
に

記
載

す
る

と
共

に
イ

ン
ド

国
に

お
け

る
浸

透
を

図

る
 



  

インド国プネ市都市鉄道事業準備調査

ファイナル・レポート （PPP インフラ事業）

11-4 

項
目

 
概

要
 

イ
ン

ド
側

の
検

討
状

況
 

課
題

 
対

応
予

定
 

経
済

分
析

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
E
IR

R
は

1
4
%
で

あ
り

、
社

会
と

し
て

必
要

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

評
価

 

 
L
R

T
で

は
全

線
高

架
の

検
討

を
希

望
 

 
沿

線
開

発
の

促
進

 

 
全

線
高

架
形

式
と

し
た

時
の

E
IR

R
概

算
値

は
若

干
の

低
下

 

 
周

辺
開

発
を

報
告

書
に

提
示

 

 
全

線
高

架
ケ

ー
ス

の
E
IR

R
を

報
告

書
に

付

記
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

F
IR

R
は

5
.2

％
で

あ
り

、
公

共
事

業
と

し
て

は
一

般
的

な
数

値
 

 
全

線
高

架
の

検
討

を
希

望
 

 
全

線
高

架
形

式
と

し
た

時
の

F
IR

R
概

算
値

は
若

干
の

低
下

 

 
全

線
高

架
ケ

ー
ス

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
F
IR

R
を

報
告

書
に

付
記

 

 
エ

ク
イ

テ
ィ

IR
R

は
民

間
が

参
入

す
る

た

め
、

1
5
%
以

上
を

考
察

 

 
軌

道
を

土
木

（
公

共
）
資

金
と

す
る

案

に
言

及
 

 
民

間
の

収
益

率
を

確
保

し
た

実

施
体

制
・
収

益
構

造
の

確
保

 

 
報

告
書

で
G

ro
ss

 C
o
st

 
S
c
h
e
m

e
に

基
づ

く
望

ま
し

い
基

本
シ

ナ
リ

オ
を

提
示

 

 
報

告
書

で
S
P

V
に

対
す

る
免

税
等

の
考

慮

を
提

案
 

 
補

助
金

(V
G

F
)を

考
察

 
 

V
G

F
は

国
2
0
％

、
州

2
0
％

、
関

係
す

る
市

で
1
0
%
を

期
待

 

 
希

望
す

る
割

合
の

V
G

F
が

提
供

さ
れ

る
か

 

 
報

告
書

で
V

G
F

が
0
～

5
0
％

で
の

各
ケ

ー

ス
を

検
討

、
3
0
％

及
び

5
0
％

を
基

本
シ

ナ

リ
オ

と
し

て
提

示
 

 
容

積
率

(F
S
I)
の

増
加

を
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11.2 事業実施に向けた今後の対応 

本調査結果を踏まえて、今後の事業実施に向けた課題とその対応について以下にまとめる。 

1) 都市鉄道会社による DPR 

(a) 現状 
インド側ではプネメトロ 1 号線、2 号線の建設に向けて鉄道会社（PMRC）の設立の承認を州

政府へ申請しており、PMRC 設立後、プネ LRT についても次の段階として事業実施に向けて

州へ申請の検討に入る。 

(b) 課題 

本調査は、3 つの地域（PMC、PCMC、MIDC）にまたがるもので、本調査において指摘され

た調整事項を整理して、市の議会の承認と州に提案する手続きが必要である。そのため、事

業費の分担、用地買収を含めた PPP 事業の検討と資料作成および DPR（詳細なプロジェクト

レポート）が必要である。 

(c) 対応 

LRT 事業実施の DPR をインド側でインテリムコンサルタントを雇用して作成する。 

2) 車両基地の用地買収 

(a) 現状 
3 つの地域（PMC、PCMC、MIDC）に車両基地として提供できる公共用地はない。そのため、

新たな公共用地としてヒンジャワディ工業団地が候補地となっている。 

(b) 課題 

車両基地は、ヒンジャワディ工業団地のフェーズ 4 の一部を使用することで、本調査の段階

で土地開発公社（MIDC）の確認は取れているが、予算と土地所有者の提示価格と乖離があり、

土地買収の公示は出ているものの買収できない状況である。目処が立たなければ LRT 事業は

成立しないので、促進を図ることが必要である。 

(c) 対応 

MIDC は州の工業省に所属するので、どのような状況で車両基地を設計しておくのか責任あ

る部署と PMRC が協議する必要がある。また、PMRC は、将来、SPV が JICA の PSIF を申請

する場合のために車両基地の用地買収のモニタリングをしておく必要がある。 

3) EIA/RAP の実施 

(a) 現状 
インドにおける鉄道事業は、インド国 EIA 法において、EIA が必要なカテゴリーに含まれてい

ない。しかし、JICA の海外投融資(PSIF)が必要でれば、EIA の作成が求められる。 
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(b) 課題 

環境社会配慮に関して、本調査では、次のステップに必要な TOR と本調査で求められる EIA

の手続きと概略の用地買収面積と戸数をまとめているが、EIA をするため、現地での環境調

査を実施する。そして用地買収に伴う住民移転計画を策定する。 

(c) 対応 

PMRCはLRT事業実施のEIAの調査を沿線の状況の知識のある環境コンサルタントを雇用し

て作成する。また RAP は住民移転の知識のある住民移転コンサルタントを雇用して実施する。 

4) 事業性 

(a) 現状 
経済分析による本事業の EIRR は 14.0%であり一般に基準とされている 12％を上回っている。

一方、財務分析の結果、調査団は、公共の資金を少なくし、民間参入の PPP を可能とする上

下分離案による Gross Cost Scheme を提案している。エクイティ IRR として、投資家は 15%程

度を求めている。また、補助金に関して、プネメトロ 1 号線、2 号線では国から事業コストの

20%、州政府から 20%、市等から 10%の提供が検討されている。 

(b) 課題  
Gross Cost Scheme の採用でライダーシップ・リスクをパブリック側に移転することによって、

エクイティ IRR が若干低めであっても投資家に許容され得る収益率レベルの 13.3%は確保で

きる。この場合、中央・州政府から合計 30％の補助金が必要となる。補助金が 50％(中央 20%、

州 20%および市から 10%)提供される場合、エクイティ IRR が 16.6%となる。したがって、Gross 

Cost Scheme の採用と、十分な補助金確保の実現が課題である。 

(c) 対応策 
PMRC がプネメトロ 1 号線、2 号線とプネＬＲＴを実施するために、補助金（VGF）確保の重

要性について中央及び州政府に十分な説明を行う必要があり、そのために市議会と州議会で事

前の承諾を得る。併せて、PPP による事業性確保のため中央・州政府に対して Gross Cost Scheme

採用への理解や、免税措置等の検討を働きかける。 

5) SPV 設立 

(a) 現状 
SPV の設立時期や概要は事業権入札図書にて最終的に規定されるため、詳細な設立条件等につ

いては未定である。設立の期間として SPV の設立準備から PMRC と SPV の契約まで約 2 年を

考えている。 

(b) 課題 
JICA の PSIF による資金調達を前提とする場合、本邦企業とインド企業との協業が不可欠であ

り、プロジェクトの進捗状況を踏まえ前広に事業権応札に係るパートナーリングを組成する必

要がある。 
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(c) 対応策 
他国の PPP 入札案件等の実情を参考にすると、当面は応札を検討している本邦企業とインド企

業にコンソーシアムが入札の準備を行い、入札を経て事業権を落札したコンソーシアムがプロ

ジェクト関連諸契約を締結するまでの間に SPV を正式に設立する蓋然性が高い。 

11.3 ステークホルダー協議の実施と今後の計画 

1) ステークホルダー協議の実施 

本調査を円滑に進めるために、各関係機関のカウンターパート（表 1.1.1 参照）へのヒアリング

及びカウンターパートから資料を収集し、調査を進めた。主要な事項に関しては、本調査のス

テークホルダーによる「ステークホルダー会議」（Stake Holder Meeting）（表 1.1.2 参照）によ

り合意形成を図った。ステークホルダー会議を合計 3 回実施（5/17,2012、11/6,2012、3/15,2013）

し、PPP セミナーを 1 回（6/4,2012）、PPP ワークショップを 2 回（民間向け 1/24,2013、官向け

2/4.2013）行った。 

ステークホルダーは以下のとおりである。 

表 11.3.1 カウンターパート 

Department PMC PCMC MIDC 

Urban Planning Mr.Prashart M. Waghmare Mr. M T Kamble Mr.S.B. Patil 

Civil Work Mr.Shrinivas Bonala Mr. S.S. Savane Mr. Ulhas Kulkarni 

E and M Work Mr.Shrinivas Kandul Mr. Milind Kapile Mr. R.K Bhorkade 

Environment Mr.Mangesh Dighe Mr. Nikam Mr. P.G.Deogiri 

PPP 
Mr.Prashant Waghmare 
Mrs.Kalaskar 

Mr. Deepak Shirke 
Regional Officer 
Mr. Relekar 

Operation Mr. Satish Kulkarni Mr. Gaikwad Mr. S.B. Patil 

出典：調査団 
 

表 11.3.2 第１回 ステークホルダー会議 

Position Name  Department  

Chairman Mr. Mahesh Pathak PMC Commissioner 

Vice-chairman Mr. Anup Yadav PCMC Acting Commissioner 

Member Mr. Bonala Srinivas PMC Additional City Engineer 

Member Mr. Prashant Wagmare PMC 

Member Mr. Sanjey Kulkarni PMC 

Member Mr.M.T. Kamble PCMC Joint City Engineer 

Member Mr.B.Gaikwad PCMC unior Enginee 

Member Mr.Ulhas Kulkarni MIDC Exective Engineer 

Member Mr.Relekar MIDC Regional Officer 

Member Mr. Snil Pailwan HIA Infosys 

出典：調査団 
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表 11.3.3 第 2 回 ステークホルダー会議 

Position Name  Department  

Chairman Mr. Mahesh Pathak PMC Commissioner 

Vice-chairman Mr. Anup Yadav PCMC Acting Commissioner 

Member Mr. Bonala Srinivas PMC Additional City Engineer 

Member Mr. Prashant Wagmare PMC 

Member Mr. Sanjey Kulkarni PMC 

Member Mr.M.T. Kamble PCMC Joint City Engineer 

Member Mr.B.Gaikwad PCMC Senior Enginee 

Member Mr.Ulhas Kulkarni MIDC Exective Engineer 

Member Mr.Relekar MIDC Regional Officer 

Member Mr. Snil Pailwan HIA Infosys 

JICA Mr. Mariko Toyoda JICA PPP Division 

JICA Mr.Yuichiro Sano JICA India Office 

出典：調査団 
 

表 11.3.4 第 3 回（最終） ステークホルダー会議 

Stakeholder Delegate Name Designation 

Chairman Mr.Bhushan Gagrani MIDC CEO 

  Mr.Relekar MIDC Regional Officer 

  Mr.Ulhas Kulrarni MIDC Exective Engineer (IT) 

Vice chairman Mr.Mahesh Pathak PMC Commissoner 

  Mr. Anup Yadav Additional PMC Commisioner 

Vice chairman Dr.Shrikar Pardeshi PCMC Commissioner 

  Mrs.Pratibha Badhane PCMC Town Planning Head 

  Mr.Patil PCMC Joint City Engineer PCMC 

  Mr.B.K Gaikwad Transport Plan 

JICA Mr.Wakabayashi Representative  

PURP Mr.Miyata Team Leader 

  Mr.Sato Deputy Team Leader / System Planning (1) 

  Mr.Izumi PPPscheme Expert (1) 

  Dr.Hayes Demand Forecast / PPPscheme (2) 

  Mr.Aida Cost & Implementation Plan / System Planning (2)

  Ms.Bharati Project Co-ordinator 

MGK Legal Mr.Sameer khale Advocate 

出典：調査団 
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2) PPP ワークショプの実施 

表 11.3.5 PPP ワークショプ（官） 

Position Name  Department  

Chairman Mr.Bhushan Gagrani CEO MIDC 

Member Dr. P. Anbalagan Jt. CEO MIDC 

Member Dr. V. Suryawanshi  Jt. CE IT MIDC 

Vice Chairman Dr.Shrikar Pardeshi PCMC Commissioner 

Member Mr.B.Gaikwad PCMC Senior Enginee 

Member Mr.Sanjay Bhesle  PCMC BRTS 

Member Mr.Ulhas Kulkarni MIDC Exective Engineer 

Member Mr.A. Relekar MIDC Regional Officer 

JICA Mr.Shinya Ejima JICA Representative 

JICA Ms. Mariko Toyoda JICA PPP Division 

PURP Mr.Munehiko Miyata Team Leader 

 Mr.Sato Deputy Team Leader / System Planning (1) 

 Mr.Izumi PPPscheme Expert (1) 

 Dr.Hayes Demand Forecast / PPPscheme (2) 

 Mr.Aida Cost & Implementation Plan / System Planning (2)

Feedback Ms.Ami PPP expert 

MGK Legal Mr.Sameer khale Advocate 

出典：調査団 

 

Meeting

Mar.Feb.Jan.

2012 2013

Apr. May Jun. Jul. Aug. Sept. Oct. Nov. Dec. Apr. May Jun.

Scope
of 

Works

Deliverab
les

【Task 1】
Need for Project 

Issue Identification

【Task 2】
Project Scoping

【Task 3】
Project Design

【Task 3】
Project Design

【Task 2】
Project Scoping

【Task 4】
Development of 

Project Implementation
Program

【Task 5】
Institutional Arrangement

【Task 6】
Economic and Financial Analysis

【Task 8】
Social and Environmental Safeguard

【Task 7】
Assessment of Project Feasibility

【Task 7】
Assessment of Project Feasibility

【Task 7】
Assessment 

of 
Project 

Feasibility

【Task 9】
Identification

of
Project

Implementation
Issues and 

Ways
to Address 

them

Inception Report Interim Report Draft Final Report Final Report

Stakeholder Meeting Stakeholder MeetingStakeholder MeetingPPP Seminar PPP Workshops

5/17 6/4 11/6 1/24, 2/4 3/15

Meeting

Mar.Feb.Jan.

2012 2013

Apr. May Jun. Jul. Aug. Sept. Oct. Nov. Dec. Apr. May Jun.

Scope
of 

Works

Deliverab
les

【Task 1】
Need for Project 

Issue Identification

【Task 2】
Project Scoping

【Task 3】
Project Design

【Task 3】
Project Design

【Task 2】
Project Scoping

【Task 4】
Development of 

Project Implementation
Program

【Task 5】
Institutional Arrangement

【Task 6】
Economic and Financial Analysis

【Task 8】
Social and Environmental Safeguard

【Task 7】
Assessment of Project Feasibility

【Task 7】
Assessment of Project Feasibility

【Task 7】
Assessment 

of 
Project 

Feasibility

【Task 9】
Identification

of
Project

Implementation
Issues and 

Ways
to Address 

them

Inception Report Interim Report Draft Final Report Final Report

Stakeholder Meeting Stakeholder MeetingStakeholder MeetingPPP Seminar PPP Workshops

5/17 6/4 11/6 1/24, 2/4 3/15

 

図 11.3.1 実施のステークホルダー会議および PPP セミナー／ワークショップ 

出典：調査団 



インド国プネ市都市鉄道事業準備調査 
ファイナル・レポート （PPP インフラ事業） 

11-10 

3) 今後の計画 

本プロジェクトは、プネ市（PMC）、ピンプリチンチワッド（PCMC）およびマハラシュトラ

工業土地開発公社（MIDC）にまたがって建設されるため、今後、実務的な協議調整に入ること

になる。そして、各市での議会承認および州の議会承認が必要となる。計画として、 

 PMRC の早期設立 

 ＰＭＲＣからの DPR（詳細なプロジェクトレポート）の発注 

 EIA/RAP の専門のコンサルタントへの発注 

 市議会承認に向けた準備 

 州議会承認に向けた準備 

 中央政府への説明と必要であれば、円借款や VGF の要請 

が考えられる。 
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